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高 分 子 化 学 が 生 ん だ 完 全 防 水 材

( E ・ P . T ゴーム シ ー ト J

本 ＷｴＮＯｌＭｾ ヌヤ ､ 困
- “ 万台E合 成 ゴ ム " と い わ れ る E ・p ・T ( エ チ レ ン ・ プ 口 ピ レ ン ・ タ ー ボ リ マ ー ) ゴ ム の 開

発 に よ っ て つ く ら れ た ネ オ ・ ル ー フ ィ ン グ - E B は 、防 水 の 問 題 を い っ き に 解 決 し ま し た

圃 工 法 は 簡 単 に 、 性 能 は 一 段 と 向 上 し ま し た 。

い ま ま で の ブ チ ル ゴ ム 系 、 ネ オ プ レ ン 系 の も の に く ら べ て 耐 候 性 、 耐 摩 耗 性 、 耐 破 断 強

度 は 特 に す ぐ れ て い ま す 。

. 建 築 物 の 屋 根 防 水 、 地 下 防 水 、 地 下 鉄 防 水 、 橋 梁防 水 、 な ど 用 途 の 広 い 完 全 防 水 材 と し

て 虫 子 言 平 を い た だ い て い ま す 。

ニ ツ 星 ベ ル ト

ネ オ ・ ル ー フ イ ン グ 工 業 会
新潟北川涯青工業( 株) 新潟営業所 T E L (0252)  45- 0  9  8  1  

札幌( 株) 浜
建 T E し ( 0122) 26- 5  6  7  6 代 大阪( 株) 久 保 高話 l苫 T E L (06) 364- 0  2  0  6 代

東 京 日 本 綜 合 防 水 ( 株 ) T E L  (03) 292- 2  6  6  1 代
大 阪 ( 株 ) 木 下 謹 三 商 底 T E L (06) 443- 0  1  1  5 代

東 京 高 山 工 業( 株) T EL  (03)251- 0161 - 3  1301- 2  
大 阪 日本綜合防水( 株) 大阪営業所 T E L (06) 329- 1  0  2  3 代

東京( 株) 三 柏 商 会 T E L (03) 251 - 7517 .  8867 
大阪高山工業( 株) 大阪営業所 T E L (06) 364- 9  0  1  5  

東京( 有) 金 岡 興 業 T E L (03) 363- 4  3  4  
大阪ネオ・ルーフィング防水( 株) T E L  (06) 341ー7 6  0  8  

静岡( 株) 三 井 工 業 所 T E L (0542)  85- 9  5  神 戸 石 井 建 材 有 限 会 社 T E L (078) 51 - 5  3  5  3 代

富士( 株) 三井工業所宮士営業所 T E L (0545)  61ー l 6  8  8  広 島 青 盛 E童 材( 株) T E L  (0822) 21- 2  2  8  1  - 6  

名 古 屋 中 央 建 材 工 業 ( 株) T E L  ( 052) 251- 3  5  4  
岡山青盛建材( 株) 岡山営業所 T E  L  (0862)  23- 8  2  8  5  - 7  

金 沢 北 川 涯 青 工 業 ( 株 ) T E L  (0762) 41 - 1  1  3  1 代
福岡青盛建材( 株) 福岡営業所 T E L (092) 28- 5  5  6  6  - 8  

福井北川涯青工業( 株) 福井営業所 T  E  L  (0776)  23- 1  1  34 .  8847 
福岡( 株) 工 キオ キ土 T E L  (093) 38- 1  4  6  8 代

富山北川渡青工業( 株) 富山営業所 T E L  (0764)21 - 2218.  41 - 0391 
松山( 株) 山 本 商 会 T EL (0899)  3  - 6  2  6  1  

企 三 ツ 星 ベ ル ト 株 式 会 社
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ｎｃｓＭｐｃｊｾｾｉ レ
Concret e 

S pun 

pi l e 

わ が 国 に お け る

最 初 の P Cパ イ ル

f  
日本コシタリート工業様式会祉

大 阪 営 業 所 / 大 阪 市 阿 部 野 区 天 王 寺 町 南 2 - 2 3  T E L  ( 7 18) 代 表 18 8 1

本 社/ 東 京 ( 573) 大 代 表 036 1 営 業 所 / 名 古 屋 ( 581 ) 代 表9706

1  



• 

• 

• 

ビ

ル

が

変

れ

ば

窓

も

変

り

ま

す

ビ

ル

が

高

層

化

・

マ

ン

モ

ス

化

す

る

に

つ

れ

て

、

そ

の

窓

も

変

り

ま

す

。

大

き

な

ビ

ル

の

窓

に

は

、

気

密

性

・

遮

蔽

性

・

清

掃

の

安

易

さ

・

熱

損

失

の

多

少

・

採

光

性

能

な

ど

、

あ

ら

ゆ

る

面

か

ら

検

討

さ

れ

、

す

ぐ

れ

た

も

の

が

要

求

さ

れ

ま

す

。

さ

ら

に

ビ

ル

の

顔

と

も

い

え

る

窓

に

は

、

ビ

ル

の

外

装

を

生

か

す

美

し

き

も

忘

れ

る

こ

と

は

で

き

ま

せ

ん

。

ス

イ

ス

で

生

ま

れ

た

エ

ル

ミ

ン

窓

が

各

方

面

で

話

題

に

な

り

、

注

目

を

集

め

て

い

る

の

も

、

こ

う

い

う

ビ

ル

の

マ

ン

モ

ス

化

時

代

に

窓

の

性

能

が

再

検

討

さ

れ

た

結

果

に

ほ

か

な

り

ま

せ

ん

。

-

エ

ル

ミ

ン

窓

は

ブ

ラ

イ

ン

ド

内

蔵

・

回

転

式

ア

ル

ミ

ニ

重

窓

で

す

二

重

構

造

と

内

蔵

ブ

ラ

イ

ン

ド

、

す

ぐ

れ

た

断

熱

構

造

及

ぴ

)

高

い

気

密

性

が

、

抜

群

の

遮

蔽

性

勤

前

A

即

u

u

l

闘

を

発

揮

し

ま

す

。

騒

音

・

外

気

は

ミ

「

1

4
叫

室

内

に

オ

フ

リ

ミ

ッ

ト

。

冷

暖

房

量

一

一

/

g

r

u

m

効

果

も

た

か

め

ま

す

。

外

光

調

整

除

長

信

レ

ー

/

ぎ

p

m

も

思

い

の

ま

ま

で

す

。

ま

た

エ

ル

剛

山

山

山

川

町

劇

冊

目

配

糊

ミ

ン

窓

は

横

軸

削

度

回

転

式

で

す

棟

か

ら

、

ロ

ッ

ク

を

は

ず

し

障

子

部

分

を

回

転

さ

せ

る

こ

と

に

よ

り

、

高

層

窓

の

外

面

も

手

が

る

に

清

掃

で

き

ま

す

。

ブ

ラ

イ

ン

ド

に

も

挨

り

が

つ

き

ま

せ

ん

。

こ

の

よ

う

に

数

々

の

特

色

を

持

つ

エ

ル

ミ

ン

窓

は

、

ホ

テ

ル

病

院

・

学

校

・

寒

冷

地

の

住

宅

な

ど

各

方

面

で

、

時

代

の

要

求

に

こ

た

え

た

新

し

い

窓

と

し

て

ご

好

評

い

た

だ

い

て

お

り

ふ

正

占

9

。

A

V

エ

ル

ミ

ン

窓

に

は

8

つ

の

特

徴

が

あ

り

ま

す

①

二

重

ガ

ラ

ス

に

よ

り

熱

損

失

が

少

い

②

遮

音

性

能

が

す

ぐ

れ

て

い

ま

す

③

ア

ル

ミ

形

材

に

挿

入

さ

れ

た

断

熱

材

に

よ

り

熱

伝

導

が

少

な

い

④

水

密

・

気

密

が

完

全

で

す

⑤

ガ

ラ

ス

に

も

枠

に

も

結

露

を

生

じ

ま

せ

ん

⑥

ブ

ラ

イ

ン

ド

が

内

蔵

さ

れ

て

い

る

の

で

冷

房

負

荷

を

へ

ら

し

ま

す

⑦

横

軸

削

度

回

転

し

内

部

か

ら

外

部

ガ

ラ

ス

の

清

掃

が

可

能

で

す

⑨

大

窓

に

も

適

し

ま

す

エ

ル

ミ

ン

窓

は

住

友

軽

金

属

の

す

ぐ

れ

た

ア

ル

ミ

形

材

を

使

用

し

て

い

ま

す

製 造 ・ 販 売 ・施 工

日 本 エ ル ミ ン サ ッ シ 株 式 会 社

本 社 東京都中央区日 本惜江戸僑3- 7( 第 2 三木ピル) 電 ( 272) 1841代表

営襲所 大 阪 市 西 区 京 町 地 1 ー 1 2  5  (東洋ピル) 電 ( 441) 1979直通

令 住 友 軽 金 属 工 業 株 式 会 社
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5月11 日( 木) 集合 ・午後 10時→解 散 ・午後 6 時30分

大阪中央公会堂裏 ・京阪観光パス

関西電力総合運動場

日本建築協会41 ・42年度役員 ・委員

0 官公庁 ・公団 ・公社チー ム( カン コー ズ〉

0 建築事務所 ・会社営繕 チーム ( ハンサムズ〉

0 建 設チー ム( ピJ レダーズ)

0 学 校 ・設備 ・建材チ ーム ( スナオ ーズ) (  ) 内はチ ーム の愛称

勝抜試合， 3 試合で優勝チ ームを決定いたします。試合は規定時間90分で終了 し勝

敗を決定いたします。

優勝チ ーム賞，フ ァインプレイ tt ，ホームラン賞，敢闘賞，珍プレ イ賞。参加者全

員に参加賞をお渡しします。

試合終了後，スポ ーツハウスで賞品授与と 懇親会を催します。

3  

昭和42年 3 月22日開催の定時評議員会に おいて副会長 l 名 ，理事 15名， 常務理事 l 名の改選を 行

ない，次の とおりそれぞれ選任されました ので， と乙 lζ 会告申し上げます。
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ト リ オ ー ル 万 国 博 視 察 団 役 員 (50音順 ・略 刷、〉

留 任

東 畑 謙 三君 (東 畑 事 務

塚 本 猛 次君 ( 日 建 設

鷲 尾 健 三君 〈大 阪 大

岡 橋 作太郎君 〈 日 建 股

佐 野 正 一 君 〈 安 井 事 務

西 村 栄 一 君 ( 大 阪

長谷川 哲之助君( 近 織 地

後 藤 典 夫 君 〈 大 阪

浅 沼 猪 之 吉 君 〈浅 沼

鴻 池 藤 一 君 〈鴻 池

松 村 雄 吉 君 ( 松 村

ロお知らせ口記念事業特別見学の内，阪神の新建築見学会の企画は都合で取止めまし た。

ー君〈大

一君〈安

郎 君 ( 西

日 本 建 築 協 会 昭 和 42年 度 役 員 選 任

4 創立50周年記念・懇親ソフトボール大会

静

政

誠

秀

なお，言平議員の互選によって正副議長が次のとおり選任されました。

評議員会 議 長 神 谷 新 一君 ( 竹 中 工 務 底 〉

同 副議長 森川 喜代之助君( 森川建築事務所〉
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会〉
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社〉

夫君 〈竹 中 工 務 庖)

茂君 〔安 宅エンヂ ニヤ〉

保 君 ( 住 宅 公 団 〕

良ｾ君Ｈ京都大学〉

次 君 ( 政 岡 土 地〉
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1 /  -l -J . ' ¥ 0 横
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日 時
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参加: 資格

チーム構成

試 合 方 法

会

事務局長

局員

11 

親

(技

会
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4  

4‘  

立

懇

創立50周年記念行事のーっとして来る 5 月 13

日，中之島の中央公会堂に おいて物故会員の慰

霊祭を行ないます。物故会員については本会に

通知もれの方 も多数あり ，またど遺族の住所変

更などのため連絡で きな い方々 もございますの

で，会員で物故された方をど存知の方は，至急

下記についてお知らせくださいますよう お願い

申し上げます。

1. 物故会員氏名， および死亡年月日

1 . ど遺族の住所氏名

50周年記念事業

ζ 建築協会会告

4 本 会 物 故 会 員 の

お 知 ら せ お 願 い
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4 創 立 50 周 年 記 念 事 業 資 金 受 領 報 告 ・ そ の 3 ( 4月 7 日迄分)

50周年記念事業資金を下記のとお り受領いた しました 。厚くお礼申し 上げま す。

• 

• 

3. 000円

3. 000円

3. 000円

3. 000円

3. 000円

3. 000円

3. 000円

2. 500円

2. 500円

2. 500円

2. 500円

2. 500円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

1. 500円

1. 500円

1， 500円

誠

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

次

六

三

之

市

二

一

利

男

平

二

行

雄

雄

郎

宏

郎

雄

哉

郎

一

夫

次

一

二

哉

吉

敦

信

保

郎

馨

也

光

夫

茂

朗

生

巧

蔵

次

志

修

雄

郎

茂

市

吾

一

郎

久

喜

助

金

享

岩

克

芳

勝

政

大

健

義

芳

正

俊

太彦

寿

久

太

太

治

弁

貞

文

晴

満

忠

音

義

茂

市

藤

敬

甘

蕊

山

中

京

康

耕

初

圭

幸

清

米

良

洋

義

政

登

本

松

村

路

尾

飼

本

廃

島

本

島

田

藤

手

円

川

林

西

下

森

原

木

崎

下

志

田

山

林

井

木

木

田

木

中

川

原

張

沢

原

川

周

永

森

本

本

木

部

藤

山

木

辻

富

中

能

丸

宮

薮

田

手

松

八

山

安

井
十

市

今

今

岩

大

相

辛

神

木

賞

黒

桑

古

坂

佐

佐

島

鈴

田

谷

中

仁

西

藤

前

政

松

松

山

山

山

柳

渡

伊

奥

鈴

5. 000円

5. 000円

5. 000円

3. 000円

2. 000円

1. 500円

500円

500円

コ
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-
言
ロ

日 本 電 気 装 備 株 式 会 社 殿

株 式 会 社 三 輿 社 殿

松 重 電 機 株 式 会 社 殿

大 栄 電 気 株 式 会 社 殿

阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社 殿

株 式 会 社 星 屋 電 気 商 会 殿

工 藤 電 気 株 式 会 社 殿

利 昌 工 業 株 式 会 社 殿

100. 000円

30. 000円

30. 000円

10. 000円

5. 000円

1. 000円

1. 000円

500円

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社 殿

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 殿

株式会社安井建築設計事務所殿

株 式 会 社 塩 路 建 築 事 務 所 殿

吉 田 建 築 事 務 所 殿

沢 田 建 築 事 務 所 殿

株式会社富松建築設計事務所殿

有限会社三谷建築設計事務所殿

25. 000円

10. 000円

5. 000円

3. 000円

3. 000円

1. 500円

新 晃 工 業 株 式 会 社 殿

マ ツ ダ 工 業 株 式 会 社 殿

株 式 会 社 荏 原 製 作 所 殿

株 式 会 社 大 鳥 居 工 業 所 殿

株 式 会 社 小 向 商 会 殿

東 洋 空 気 調 和 株 式 会 社 殿

々

々

100. 000円

20. 000円

10. 000円

10. 000円

10. 000円

10. 000円

10. 000円

5. 000円

5. 000円

5. 000円

5. 000円

5. 000円

5. 000円

5. 000円

5. 000円

5. 000円

4. 000円

4. 000円

4. 000円

3. 000円

3. 000円

3. 000円

3. 000円

3. 000円

3. 000円

3. 000円

3. 000円

3. 000円

3. 000円

3. 000円

3. 000円

3. 000円

3. 000円

3. 000円

3. 000円

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

三

同

郎

男

修

泰

郎

蔵

郎

司

馬

清

雄

三

郎

一

豆

口

春

一

兵

次

期

男

雄

士

ロ

一

一

方

造

問

積

三

己

己

也

一

一

太

三

太

外

謙

員

芳

全

宏

喜

福

鋲

圭

一

治

貞

哲

良

賛

正

宗

正

梁

鴻

繁

政

兵

誠

新

義

誠

正

貞

正

知

誠

役

畑

部

林

本

崎

家

野

上

辺

川

林

林

中

野

島

井

東

野

下

月

崎

上

川

田

島

田

谷

東

野

西

島

楽

田

谷

淵

支

治

回

国

東

中

大

岡

小

宮

水

井

浦

汲

粟

小

田

伴

藤

光

小

梅

山

秋

井

井

市

字

小

川

内

神

河

北

小

児

設

島

菅

田

20. 000円

10. 000円

3. 000円

3. 000円

2. 500円

1. 000円

1. 000円

1. 000円

500円

500円

株 式 会 社 ミラノ 工 務 庖 殿

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社 殿

株 式 会 社 北 山 組 殿

株 式 会 社 辰 村 組 殿

安宅エンヂニヤリング株式会社殿

株 式 会 社 笹 川 組 殿

株 式 会 社 中 井 総 組 殿

日 成 建 設 株 式 会 社 殿

株 式 会 社 木 村 工 務 所 殿

清 水 建 設 株 式 会 社 広 島 支 庖 殿

-----

100. 000円

30. 000円

20. 000円

10. 000円

10. 000円

10. 000円

5. 000円

5. 000円

5. 000円

3. 000円

3. 000円

3. 000円

2. 500円

2. 500円

2. 500円

2. 000円

2. 000円

2. 000円

1. 000円

1. 000円

1. 000円

1. 000円

西 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社 殿

株 式 会 社 研 文字土 殿

日 本 建 築 協 会 東 海 支 部 殿

小俣‘ ンャッター工業株式会社殿

株 式 会 社 神 治 屋 殿

株 式 会 社 大 仏 殿

株 式 会 社 満 点 製 作 所 殿

株 式 会 社 川 岸 窯 業 商 庖 殿

日本エレベータ工業株式会社殿

株 式 会 社 ア イ ・エ ム 商 会 殿

高 陽 ス レ ー ト 工 業 株 式 会 社 殿

有 限 会 社 野 上 商 底 殿

淡 陶 株 式 会 社 殿

ダ イ ケ ン サ ッ シ 株 式 会 社 殿

日 本 泌 背 工 業 株 式 会 社 殿

マノレエス工 業 株 式 会 社 殿

株 式 会 社 タ テ パ ヤ シ 商 庖 殿

大 阪 ア ル ミ ニ ウ ム 株 式 会 社 殿

島 野 商 事 株 式 会 社 殿

株 式 会 社 釘 安 鉄 工 所 殿

日 本 電 気 硝 子 株 式 会 社 殿

株 式 会 社 中 央 写 真 殴

20. 000円

20. 000円

10. 000円

10. 000円

5. 000円

5. 000円

5. 000円

5. 000円

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社 殿

太 洋 電 設 工 業 株 式 会 社 殿

三 宝 屯 機 株 式 会 社 殿

東 芝 商 事 株 式 会 社 殿

新 生 電 業 株 式 会 社 殿

宏 電 工 業 株 式 会 社 殿

株 式 会 社 野 里 電 気 工 業 所 殿

株 式 会 社 キ リ ン 商 会 殿
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1，000円

1，000円

1，000円

1. 000円

1. 000円

1，000円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

500円

1，066，000円

4，965，500円

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

郎

二

郎

男

輝

郎

清

夫

好

三

平

一

之

貞

司

輔

松

通

二

治

信

学

淑

男

一

郎

郎

雄

成

悟

く

春

守

三

隅

博

信

次

一

明

雄

三

一

男

次

畔

厚

雄

敏

一

良

剛

毅

博

郎

計

計

次

代

治

五

合

累

吾

敬

正

国

道

九

昭

校

年

正

成

喜

武

俊

千

清

晃

義

武

栄

豊

忠

芳

通

進

さ

末

正

久

俊

知

要

幸

英

正

虎

啓

正

健

利

孝

英

忠

正

太

口

出

回

田

辺

尾

野

上

河

垣

津

田

団

地

田

本

治

谷

間

井

谷

治

瀬

戸

賀

賀

木

木

岡

内

花

口

永

本

弁

川

村

川

浜

井

中

原

村

村

秋

内

内

本

川

本

田

川

武

山

山

吉

吉

渡

鷲

浅

井

弁

稲

稲

植

内

小

小

岡

鍛

金

鎌

亀

熊

才

逆

城

須

須

鈴

鈴

住

平

竹

竹

出

徳

友

仲

中

中

西

西

藤

藤

堀

松

松

三

宮

宮

宮

森

山

山

柳

好

士

ロ

1，500円

1，500円

1，500円

1. 500円

1，000円

1，000円

1，000円

1. 000円

1，000円

1，000円

1，000円

1，000円

1，000円

1，000円

1，000円

1. 000円

1. 000円

1，000円

1，000円

1，000円

1，000円

1，000円

1，000円

1，000円

1，000円

1，000円

1，000円

1. 000円

1，000円

1，000円

1. 000円

1. 000円

1，000円

1. 000円

1，000円

1，000円

1，000円

1，000円

1，000円

1，000円

1，000円

1，000円

1. 000円

1. 000円

1，000円

1，000円

1，000円

1，000円

1，000円

1. 000円

1，000円

1. 000円

1，000円

1. 000円

1，000円

1. 000円

1  000円

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

一

郎

巴

夫

吉

彦

雄

夫

則

弘

一

勝

蔵

芳

介

五

口

章

嵐

清

子

覚

雅

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

平

吉

早

川

宣

雄

男

生

吉

弥

郎

清

孝

武

士

ロ

雄

一

発

夫

三

清

治

男

実

郎

郎

雄

男

蔵

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

市

三

久

彰

彦

次

之

夫

昭

巳

紀

出

太

市

津

正

幹

笑

源

宮

達

信

直

忠

正

大

武

祥

賛

元

哲

由

楠

幸

友

秀

松

日

宗

和

良

尚

勇

文

信

健

康

和

佐

湾

陽

志

有

金

潤

俊

礼

南

貞

帝

劇

武

正

田

口

)11 

回

塚

田

田

回

佐

田

村

田

戸

伏

原

京

阪

弁

本

多

浦

本

藤

藤

爪

野

本

間

田

水

中

林

内

口

山

川

村

村

尾

宮

田

登

回

来

下

尾

村

野

野

野

井

白

越

木

岡

井

笠

添

浜

原

柳

飯

池

池

石

岩

上

岡

奥

奥

犬

小

小

小

香

樫

金

勝

桐

近

佐

坂

坂

坂

作

島

清

田

竹

竹

谷

遼

中

中

中

七

二

西

能

八

宝

松

松

松

増

水

水

永

宮

村

元

森

森

吉

• 

• 

• 

• 



4 日 本 建 築 協 会 昭 和 4 2 年 度 収 支 予 算
社団法人 日本建築協会

去る 3 月22日開催の定時評議員会におき まして下記の通り昭和42年度収支予算が承認さ れましたので，乙乙 iとお知 らせ します。

一 般 勘 定

収 入 の 部 支 出 の 部

科 目 金 額 資 目 金 額 科 目 金 額 費 目 金 額

正 会 員 9. 600. 000 対t 誌、 賀 16. 940. 000 

団 体 会 員 6.400. 000 

会 費 収 入 16. 924. 000 

講 演 講 習 会 費 2. 676. 000 • 
地 方 会 員 504. 000 集 会 費 1， 920. 000 

准 会 員 420. 000 図 書 出 版 費 14. 240. 000 

雑 誌 収 入 15. 800. 000 

事 業 費 45. 828. 000 データシ ー ト出版費 5. 652. 000 

講 演 講 習 会 収 入 3. 335. 000 

調 査 費 200. 000 

集 会 J灰 入 1. 720. 000 

住 宅 相 談 所 費 2. 300. 000 

契約約款売上収入 900. 000 

雑 1. 900. 000 

事 業 収 入 46. 635. 000 図 書 出 版 収 入 15. 395. 000 

( 会員名簿発行資〉
。

デー タシ ー ト収入 5. 940. 000 総 会 評 議 員 会 費 200. 000 

住 宅 相 談 所 収 入 2. 500. 000 理 事 会 費 80. 000 • 
雑 1， 045.  000 会 議 費 780. 000 部 会 資 50. 000 

( 会員名簿 収 入)
。

常 設 委 員 会 費 420. 000 

雑 収 入 収 入 30. 000 

特 別 委 員 会 費 30. 000 

A同 、
計 63. 589. 000 

474. 000 

支 部 資 574. 000  

支 部 補 助 費 100. 000 

会 館 特 別 勘 定
む 話 料 360. 000 

科 目 質 目 金 額
通 費 12. 000 

収入の部

旅 費 交 通 費 480. 000 

事 務 費 2. 248. 000  集 金 資 832. 000 

繰 入 金 第 二 繰 入 金 1， 700.  000 印 席。 物 費 240. 000 

貸 室 料 貸 室 料 1， 590.  000 
文 房 具 費 120. 000 

雑 収 入 雑 収 入 20. 000  

雑 質 2ω. 000 • 
計

給 料 6. 868. 000 

給 与 9. 388. 000 趨 動 手 当 300. 000 

支出の部 ぉ: 与 2. 220. 000 

支 払 手IJ ，息 借 入 金 利 子 315. 000 

経 貸 電 気 料 135. 000 

瓦 斯 料 156. 000  

71< 道 料 12. 000 

借 地 料
725. 000 

火 災 保 険 料 16. 000  

健 康 保 険 料 240. 000 

厚 生 年 金 保 険 料 156. 000 

厚 生 資 740. 000 失 業 保 険 料 84. 000 

労 災 保 険 料 20. 000 

職 員 福 利 資 240. 000 

公 課 180. 000  

什 器 購 入 資
200. 000  

賦 課 金 35. 000 賦 課 金 35. 000 

修 理 費 250. 000 

給 与 300. 000 

会館勘定繰入金 1. 700. 000  会 館 勘 定 繰 入 金 1. 700. 000 • 
雑 資 240. 000 

償 却 金
587. 000 

退職手当引当金
… | 退職 自| 800. 000 

什 器 償 却 金 92. 000 償 却 金 31， 000 什 器 償 却 金 31. 000 

計 3. 208. 000 予 備 費 1.465. 000 予 備 費 1， 465.  000 

差 51  剰 余 金
102. 000 ρL 、4  

計 63.589. 000 63.589. 000 

6  



率IIp])QOα

。
九rel yreeta. 時ゆr. In the 8th I  

mVel l ted a  new瓜gn， o m句a，

for thel ong σsouod.  

。

-e  

， 

a  

， 

， 

- - I  .・. ， -

E・・・ ・・・. I  _，. ・E

- - ， 一

一 - -- - ， 一

、-‘- • ..‘， ，・v

一一一一- 一一_ . -ー・.  

.  

'  e  

， 

e  

0..... .0  

同

/

。

o. Ｐ はラテン ｬ ｾ ｦｦ では短い ｏ 苛 と Ｑ ，， Ｑ じ＼ｌと ｌ 、 ｏ ￬ Ｇ￭ ーにむ ＱＱＱ Ｇ 、ら れた 。 ｉ 点 ｾｾは 多 少いびつな 円 で 、 しばしば 袋 Ｑ ｾ Ｑｾ で

あリ 、 H: }J  Ｇｴｾ の ような唱になることは ｦｦ￬ ど主か っ た 。 Ｘ ｉｬ ｢ｬｾ にむ っ て 、 イオニア系ギリンア 人 が ｩ とい Ｐ Ｗ ｅ として

新しい 1; 己りーオメガを光明 した。

-

1

1

1

1

1

1

1

I

l

l

l

i

-

-

ー

ー

さ

リ

と

リ

線

|

|

I

l

l

i

-

-

I

l

l

i

-

-



酒 lp]) ぬα

P  in its earl i ωt f orm w. l 8  Greek inぬape，r， later 

becomi ng rounded in the Roman;  iri Imperi al  

ti mes the semi -circle was  compl eted， gi 羽ng the 

present f orm， al thoughロrly Roman inScriptions 

showl ower  α J 1" Ve  not  j oi nedωst roke， p: 

P .  ｐ ＼Ｗｬ ｾ ｈｽｊ は ＿ の 引を し たギリ ン ア文 ￭ Ｚ てＧ あ って 、後 に ロ Ｍ ＷＢ ｩ て Ｍ )しみ がつ け られた o :..r : l 帝時代に半円 が完

成さ れ 、JJ U，ーの 引と主 った L 勺と L. MJ 倒的 ロー? の俳銘 で1.1 1111線的 F 泌 がたて仰に彼触せ ず . Pのように な

勺てt 、る.
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- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

. 本品は特に各部品の材料を l吟味し 、表面が錆

びないようボンデラ イジン グ加工 を方包 した 上

に防錆塗装 をしております。

. :焼付塗装仕上製品の他に、f也の持出 し吊の腕

昔11 Ｈ ｨｾ 込 後 扉から露 出 する部分Ｉに ｳ U  S  27 

( 18. 8) ステンレス 製へア ーラ イン仕上の化

粧カノ〈ーを付けであります。

圃 回転部分にナイロンベア リング及びスラス ト

ベアリン グをi収入 してあります。

• )]I J製の設計製作をも歓迎致します。

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーＭ電ｾ［ＢＧＭ - ;1  

• 

- 弊 社 製 立 枠付

ピポ γ トヒ ンジ

は;

実 用 新 案 登 録

第 517316号 の

立 枠 に は 何 ん ら

抵 触 致 し て お り

ま せ ん。

• 

う 住 友 の 永 久 磁 石 を 使 っ た く新 し い ド ア ー ・ ホ ル ダ ー〉

サ レz -r ・・ ・・

K
.
V
 

R

V

 

広

υ

本軽快なワ ンタッチ

従来 のゴム 戸当りと違 って、 ワンタ y チ

で軽〈接触するだけで、ホールドします 。 I • 
本強い磁気力

磁気力が強力なため、風力などであ ふら

れて離れるようなことは全然ありません 0

. 設備場所を床にお求めの場合、 床用デ

ザイン のものも用意 しております 。

• 

三 築 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市生 野 区巽 矢柄田T一 五 番 地

大 阪 (75 1) 3 6 5 3 - 5  
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• 

• 

• 

• 

読者の頁

投稿をおまちしてお ります。掲質の

分には祖品進呈いた します。

口 農 村 建 築 の 特 集 を 口

農村建築の特集を希望します。

( 犬山市南徳明町209 南部 薫)

口 久 保 幸 一 君 の 死 を 悼 む 口

日本アスフアルト開業会の

創設者であり ，理事長あるい

は理事として今日の確固たる

団体に育成された功労者でも

ある ，株式会社久保商庖の社

長久保宗一君は ，去る 4 月 1

日突如脳溢血で永眠された。

まととに哀惜痛突の極みである。亨年70才。葬

儀は去る 4 月 6 日大阪市北区太融寺において数

百人の会葬者の許，いとも厳かに行なわれ多数

の弔危弔辞が読み上げられた後，涙の内 lζ 焼香

が行なわれた。君は山口県の生ま れ，幼にして

大望を抱き大阪に出でて建設業に志し ，昭和の

初め久保家 と縁組み，同時に株式会社久保商庖

を創立。建設乙とにアスフアルト防水工事K 専

念。その経営と発展に異常の努力 を払う 傍ら ，

同業会ならびに西日本アスフアルト事業協同組

合等々 ，幾多の建設業団体K 関係され，建設業

界lζ 残された功績は極めて顕著なものがある。

同業会長より感謝状受理，紺綬褒彰の受賞，知

事の表彰，大臣よりの表彰，黄綬褒彰の受賞，

等々乙とに永眠と前後して従六位勲五等を叙せ

られた点より押 して，近代稀有の功労者である

乙とが証される。

( 官士アスフアルト阪売K K 代表取締役 長野法真)

口 建 設 の 苦 し い 面 の 記 事 を 口

50周年記念号を見て

協会の創立50周年記念号を見て思い出すまま

少し書いて見たいと思う。

座談会は美点だけを挙げている。もちろんそ

うあるべきものだが，記事は主として建築企画

面，設計デザイン面を強調していた ζ とも事

実。建築は設計 ・計画 ・企画だけでは ，実際の

建築物はできない。建築技能 ・労務 ・労力そし

て経済力を加味しなくて不可能なのである。建

築技能と建築労務の研究が見られないというこ

とはどうも不可思議でならない。

ζ れが記事IC表現されている。職人の談義に 私は乙れからの記事に，建設の苦しい面，失

類する記事が全く見当らない乙とでもある。と 欺の告白の面を希望する。

とんだ苦言を呈してすみません。

( 大阪市浪速区元町 1 丁目 762 建設資材研究所長

いう乙とは ，建設工事のハデな面，美しい面だ

けの記事で，暗い面，苦労の面，失敗の面の記

事がない。

鈴木忠五郎〉

口 明 治 建築 土 木 史 年 表 ・ 関 西 編( そ の '4 )  ( 自明治 11年 5 月 17日。至同年 6 月22日) 口

明治

11 年 5 月 17日 西京音羽 山清水寺では，普から祈願の成否を賭けて参詣人が大舞台から飛下りる風

習があり ，危険なので，寺では高欄の外へ忍び返しを設けていたが，乙の日汁十台の

男性一人がまた飛下り ，忍び返しに着物の裾が引掛り頭から落ちて重傷。

11 11 20日 京都仁和寺。堺県法隆寺。薬師寺。西大寺。招提寺等。真言宗 ・律宗の十ケ寺は ，
さいふ:

かねて西部と称して独立。管長も別置したいと内務省に出願していたが，暗殺され

た大久保利通内務卿に代ったばかりの伊藤博文内務卿乙れを許可す。

お惜し吋ん

11 11 21目 撃族学校( 学習院) の立花校長熱海温泉 K 静養 し， 学内大試験延期とい う。

大分県下の旧習に子供ができるまで妻を入籍しない風習強く ，戸籍処理上改善され

たという。

H  三重県庁新築落成近付く 。西洋造りで費用 κ 約 l 万円を要したという o

11 11 23日 大阪府下道修町 4 丁目に第二十六国立銀行設置さる。

れんぐわ

11 25日 前年? 月の台風で倒れた 山梨県製糸場。線化( 瓦) 造りで新築，開業式行わる。

しうてう

が 11 28日 信州松本深志町』ζ 新築された常磐座に ，善光寺参り 中の東京役者秀調 ・九t蔵出演。
しも合ょ う

γ 31日 京都府下京玉蔵町に第四二十九国立銀行設立さる。

11 6 月 2 日 天皇の写真をかねて各府県 IC下賜 してあ ったが，更に一層大会な物を下賜し ，宮員

の任 ・拝命などはその前でやる ζ とになった。戦時中全盛のミ御真影ミの元祖のよ

うなものか。

ワうふんじ

11 11 11 布引の滝で有名な兵庫県吹合村滝紛寺の住職。自宅脇 lζ 教場建設を願出る。
じんみんたまりじょ

11 4 日 兵庫県庁。人民溜所新築資用849円50銭 9 厘支出。今の公民館のようなものかo

11 11 1/  堺県下牧岡神社の拝殿新築。その資用 1，950円余という 。

治時・しじゃ ヲ

11 11 5 日 事jl 戸，新潟，長崎などの開市場( 外国貿易開港場) では従来，外人に家を貸す家主

は，契約の都度契約の案文を監督官庁に履けなければな らなかったが，今後は貸渡

し ・立退きのとき ，その旨だけを届出ればよい乙とに改められる。

11 11 11 字治覧iI ら神事。伏見街道藤の森神社例祭，双方合せて死者一人。重傷数人出る。

7 日 鹿児島市内西南戦争の打撃からようやく立直り ，商庖の新築相次 くP 。も乃 とも繁昌

したのは劇場と料理茶屋だったが，反面物価も昂騰し ，生活苦から宮林を盗伐して

露見し ，除族の処分を受ける士族も続出した。

11 1 /  9 日 越前坂井港の港口改修案成る。費用見積りは 4 万円。内宮賀 4 千円。県税 5 千円で

残りの 3 万 l 千円はすべて地元民の磁出金に拠る乙ととなる。

H  真宗東派の別院を上海に建てる乙とになり ，名古屋京町通り茶屋町 2 丁目の大工棟

梁伊藤平右衛門が 5 千円でi背負う。ただし ，瓦 ・石の運搬貨は別途計上。

11 11 11目 先 lζ 焼失した三州鳳来寺薬師堂復興のための信徒の酸金 3，5∞円 iζ 達すo

11 11 / 1 外務省へ各国公使集合し，コレラ予防法制定を議す。

12日 明治 10年冬以来滞在中の山階宮晃続王は京都永住を決意。宮内省はそ のための邸宅

まち えびすがわ てう

lζ ，先に買上げてあった上京土手町通夷川上る末広町木戸孝允旧邸をあてる。

11 11 13日 陸軍卿陸軍中将山県有朋大坂砲兵廠へ出張。野津東京鎮台司令官陸軍卿代理となる。

'[ [ H言線 3 彦根分局より福井 ・金沢経由新潟まで延長工事の仮標が建設さる。

11 1/  1 /  内務省地理局内 K 作業課を新設。

当Ｐ［ Ｑ ま ｴｦＯｾ
で1，せ

'.t かど伝

'1 14日 東京のある大庖が制度を改革し ，諸国の出庖を廃して代りに大坂に中庖を置いて業

かじま

務を総轄すると噂され，三井か鹿島 らしいといわれたが，後三井ははっきり否定さ

れた。

11 11 15 日 東京の盛り場K 共同射的が流行り ，陸軍も各鋲台 K 射的場を建設する乙 とにす。

11 11 16日 先 K 大坂難波新地六番町iζ 写真庖を開業した石川一口は ，更に庭前κ 東京からお岩

稲荷を勧請し ，圏内 lζ 四谷怪談の植木人形を設らへ，大いに同業者から客を凌った

という 。

ぜうへいさよ〈

11 1/  / /  大蔵卿大隈重信。省内 K 常平局 を開設する乙とを各府県 IC通達。乙れに伴い従来出

納局で扱っていた米殺に 関する事業を一切同局の所管 IC移す。
'.t んぱ べ い り ん

11 1 /  11 大隈大蔵卿。大坂難波米腹( 米穀倉庫) を常平局出張所とする。

11 11 18日 明治天皇。東海道三保の清見寺へ行幸計画伝へらる。その後北陸東山道を巡幸o

1/  11 11 大坂浪花橋前監国神社新築工事。 ζ の頃は石垣の積上工事が行われていた。

11 11 22日 内務省土木局。帰国する外人教師を芝離宮 K 招いて饗応する 。 乙の前自には内務省

衛生局も外人教師を上野精義軒 K 饗応している。( 東京都北区神谷 2 ノ22ノ13 須藤欣二〉
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ω  

後命 Ｍ，Ｂ，｡，Ｎ ぅ ｾＴ ド

ト鈴水

東 ・ 西 ア ス 協 組

?うRφ イ

r:-、
，-， 

• 
- 東 ア ス ・西 ア ス 両 協 組 の 連 合 を 契 機 と し て 全 国 統一 の 年 限 仕 様 と し ま し た 。

・ 防 水 工 事 に は 最 も 信 頼 で き る ア ス フ ア ル ト 防 水 と し て 定 評 あ る 本 協 組 仕 様 を ご 採 用 下 さ い 0

・ 実 績 を 誇 る 良 心 的 な 全 国 5 0 社 の 組 合 員 が 、 ご 用 命 を お 待 ち し て い ま す 。

年 限 仕 様 (抜 す い)

• 

歩 行 周 屋 上 防 水

仕機番号 勾 配 下 地 材 酎年周限 押 え 方 法
k重g j，量m'  円単/価m'  

建 物 の 例 仕様番号 勾 配 下 地 材 耐年用限 押 え 方 法
k盤g/量m'  円単/m価z  建 物 の 例

G C-2 1 0  
協。~日2

12 95 840 華工 包務場佳幸等
P C ・21 0

日∞- X2 
12  コン豆Hクh砂mリ利厚ート 249 660 

娯庖車舗楽付場住宅庫等

砂 利 撒

コンクリー トト一一

( 屋上支給)

共事倉庫同務工住地宅所等 学事公校務・民ホ所テ館等ル

日∞~日2 日∞- X 2  

1  3  6  

GC- 21 5  15 100 1. 100 P C- 2 15  15 コンクリ ート 249 920 

コンク リート

軍l mm厚

2  露 出屋 根防 水
P C- 2 2 0  

日∞- X2 
20 7 リンカータイ Jレ 164 1. 1ω 事営図業書倉務庫館銀所等行

鉄体映 筋函育住館宅館等S C- 2 1 0  見5以上 10 11 780 

日∞- X2 

ンンダー コンクリ

発百等電貨所庖 病学校院

砂 付

P C- 2 2 5  25 ート 801nm厚 274 1. 340 

見5以上
共 同 住 宅

クリンカータイ j レ

シ Jレノ〈ラ イト

S C- 2 15  15  

欧 付 又 は

14 960 
学工 場 校等

4  室 内 地 下 防 水
( 面積中小) コンクリート

見5以上

鉄 骨 造 彩 色 砂 付

発重宜要度の高い

厨使浴

所

5 C- 2 1 5A  木 毛 (片) 15  14 1. 240 
櫨 f倉E 庫 F等H  

1 0-2 0 1  
810 

房室(f面積大)

七 メ ン ト 板

見5以上

P  C 版 アスフ アルト

共体倉庫同育工住助館宅等 B H- 20 1  コンク リー ト 地 下 室 床
S G.  12  12  

シ ン グ ル

15 1. 280 1. 040 

見5以上

鉄 筋 住 宅1等Il 
A C-2 10  10 7  ) レ ミ ン 9  980 

工体 育 飽

B V- 2 0  1  
1. 280 地 下 室 堕

3  砂 利 徹屋 上 防 水

(i 主) 歩行用屋上防水の単価は防水層のみ

• 

( 西アス 協 組員)

地 区 車11 .g. 
f.l 名 '司1 3古 地 区 車岨

l口h  
貝 名 m 1古

ｾｴ＠ ( 株 ) 浜
建 キL帆 ( 26 ) 5676 

( 株 ) 久 1量 商 庖 大 阪 (364 ) 代表0207

( 株) 木 下 謎 商 庖 大 阪 ( 443) 代表0115

平 日正 ｾ＠ 除 式 ｾ＠ 社 礼申見 (25) 7181 
近 ( 株) 井 上 浄 失 商 r.!i 大 阪 ( 441 ) 8531- 5  

海

(株 ) 大 和 商 庖 大 阪 ( 631) 6221- 4  ( 株 ) 札 申県 挫 M 主主 札幌 (73 ) 代表 1131

内 外 工 工業 株 式 会 社
大 阪 ( 641 ) 3434- 6  

道

( 株 ) 1(1 田 建 M 主主 小栂 ( 3 ) 代表2181
旭 化 主 I ! 業 株 式 会 社 大 阪 ( 371 ) 6555- 7  

(株 ) 111 拒予 主I! M 山形 ( 2 ) 代表8161

日 本 総 背 工 業 ( 株 ) 大 阪 支 庖 大 阪 ( 361) 5496- 8  

東 高 山 工 業 ( 株) 大 阪 営 業 所 大 阪 (364 ) 9015 

イi Ｎ ｴｬ ｾ＠ 7 ス フ ア ル ト 陶 会 仙 台 ( 23 ) 2663 石 井 総 信 有 限 会 社 神戸 ( 51 ) 5353 

ｾｴ＠
首長

( 株 ) 中 商 会 神戸 ( 55 ) 4630 '  4650 

(株 ) 互 幸 両両 ｾ＠ 仙 台 (25 ) 代表7671
( 株) タ テ バ T ン 商 庖 京 都 ( 81 ) 0871- 2  

J ¥ 本 尚 司I 株 式 会 社 ｾｊ￭ ｩｾｬ＠ (22 )  3218 

国 島 応 m化 工 ( 株 ) 大 阪 営 業 所 大 阪 ( 441 ) 代表5951

東

岡 間 建 材 株 式 会 社 名古屋 ( 571) 7461- 4  

北 川 雄 )'f 工 業 ( 株 ) 新 潟 営 業 所 新 潟 ( 45) 3526 
( 株) 名 建 商 ｾ＠ 名古屋 (261 ) 3671- 3  

羽ｾ l ' f 産 業 株 式 会 社 松本 ( 3 ) 8001 
海

1.，c  
橋 E主 ー事 底 名古屋 ( 231) 3295 ・3431

日 東 物 産 株 式 会 社 名古屋 ( 261 ) 2501代表

坂 図 工 業 株 式 会 社 長 野 ( 3 )  2459 

北 川 首 堂 町 工 業 株 式 会 社 金 沢 ( 41 ) 1131- 5  

部
般 予 l' 主 I ! 材 産 業 株 式 会 社 静岡 ( 54 ) 6211 

北

北 川 根 首 工 業 ( 株 ) 富 山 出 張 所 富山 (21) 2218 ( 41 )  0391 

協 同 組 材 株 式 会 社 浜 松 ( 54 ) 5461 陸

北 川 涯 でf 工 業 ( 株 ) 福 井 出 張 所 福 井 (23 ) 8847 

( 株 ) 小 島 工 務 庖 高 岡 ( 3 )  2463 

井 上 司堂 町 工 業 株 式 会 社 東 京 ( 541 ) 代基<1974 ・0964
l' f 盛 建 材 株 式 会 社 広 島 ( 21 ) 2281- 7  

桑 原 建 材 株 式 会 社 東京 ( 368) 6973 .  8794 

中
背 盛 建 材 ( 株 ) 1町 山 営 業 所 l向山 ( 23 ) 8285- 7  

国 ( 有) 小 n  慈 商 底 間山 ( 22 ) 4272 (24 )  3574 

1;品
( 株 ) 小 品 工 務 1;5 東 京 常 業 所 東京 ( 821) 1050 

( 株) 浜 原 豊 商 庖 尾 道 ( 22) 2760 ・7812

百五 山 工 業 株 式 会 社 東 京 (251) 0161- 5  
四

( 株 ) i兵 原 盟 商 庖 防 府 営 業 所 防府 ( 2 ) 3611- 2  

国
古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 高 松 ( 61 ) 5034 

中 村 波 野 工 業 株 式 会 社 東京 (892) 代 表0131- 6 正 和 商 事 株 式 会 社 松山 ( 2 ) 8161- 5  

( 株 ) 三 柏 H酒 ｾ＠ 東京 ( 251 ) 8867 ・7517
背 E主 主 主 材 ( 株 ) 福 岡 醤 業 所 福 岡 ( 28) 5566- 8  

1L 
高 稲 工 業 株 式 会 社 長 崎 ( 4 )  1726 '  1098 

東
( 株 ) 山 ｽｾ、 水戸 ( 2 ) 代表9151

高 稲 工 業 ( 株 ) 北 九 州 醤 業 所 小 倉 ( 53) 6337- 9  

日 本 ガ ン ツ 工 業 ( 株 ) 千 紫 営 業 所 千葉 ( 82 ) 2430 
{..¥ 稲 工 業 ( 株 ) 熊 本 出 強 所 熊 本 ( 52 ) 1029 ・9464

外| 高 稲 工 業 ( 株 ) 大 分 出 強 所 大 分 ( 2 )  3877 ( 3 )  1333 

田 ぬ 応 用 化 工 株 式 会 社 東 京 ( 866) 代表6101
石 紫 産 業 株 式 会 社 福岡 ( 53) 5761- 2  

」 ー

責 任 施 工 組 合 員 名 簿( 東アス ttiJ 組 員)

• 
ム

ロ

ム

ロ

東 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組

西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組

東 京 ・ 千 代 田 区 岩 本町 3 の 11 の 13田 島 応 用 内 T E L 代 表 ( 866 ) 6101 

大 阪・ 大 阪 市 西 区 京 間丁堀 1 の 7 4  T E  L 代 表 ( 441 ) 5951 

札 幌 ・T E  L  ( 22)  6  0  3  8  福 岡 ・T E  L  ( 2 8 )  2  8  0  7  

仙 台 ・T E  L  (  22  )  6  4  1  3  広 島 ・ T E L ( 21 )  2 2 8 1  

名 古 屋 ・T E  L  ( 571 )  6  3  6  1  岡 山・ T E  L  ( 24 )  2  6  9  2  

建設省東計65号認可

建設省阪建 22号認可

12 



ができ ，フレ キシフツレ板，平板について透水試

験が加わり ，着色化粧板について参考規程がで

きた。近く関係業界より衆知徹底のため改正

J  1  S 規程が発送される予定である。

• I住宅団地に建つ鋼構造高層

アパート 」設計競技入賞者決定

業のひ とつとして，一般市民を対象と して開催

されたもので，建築と社会50年の歩みの年表，

建築からみた大阪の今と昔( 大阪府庁舎，大阪

市庁舎，通天閣，心斎橋などの新旧写真) . 大阪

の古い建築 と新 らしい建築，さらに ，片岡安，

武田五一，池田実，波江悌夫，設楽貞雄，尾崎

久助，長谷部鋭吉，安井武雄氏 らの物故会員の

遺作遺品など展示して，市民lζ 建築50年の歴史

を通じて啓蒙を与えた。参観者6. 790人。

. 6.  

コヨE
社と築建

ス
圃園田圃.

ユ
-
-

ユユース原摘をお送りください。

( 社) 鋼材倶楽部では昨年秋以来，高居建築

における鉄骨造の健全な普及促進をはかるため

「建築の工場生産性と鋼材の合理的かっ進歩的

な利用に対する新提案」による標題の設計競技

募集を実施してきたが，その応募作品 (88点)

について， 当倶楽部「設計競技審査委員会」

( 委員長仲威雄東京大学教授) において厳正な

審査を重ねた結果，去る 3 月 3 日，下記の とお

り各等級の入1 ' l : 者 ( 13作品) の決定をみた。

なお ，入1 ' l : 作品については授賞式会場に展示

し，さらに東京，大阪等各地で展示会を開催さ

れる予定。

1等〔合作〕

代 表 者 野 田

• 
. 東京の新建築見学会

日本建築協会50周年記念事業のひとつとして

の特別見学会の皮きりが東京の新建築をみる会

であった。すなわち. 3 月22日と 23日IL : ，造営

中の新宮殿，霞ヶ関 3 丁目特定街区超高層 ビj レ，

干代田生命本社，国立劇場，赤坂離宮を 3 班に

分れてそれぞれ見学した。参加者は約 150 人。

七郎 ( 47才 ) (竹中工務庖設計部)

裕一 ( 28才 ) (竹中工務庖設計郎)

信夫 (34才 ) (大林組本庖設計部〉

寛二 (46才 ) (竹中工務庖設計部)

吉高 ( 38才 ) (大休組本庖設計郡〉

孝 ( 忽 才)( ZEE奇 籍 築 学 科 )

弘重 ( 38才 ) (清 水 建 設 )

洋佑 (34才 ) ( 東京理科大学)

功 (25才 )(zgg大学大学院)

2 等 〔合作〕

代 表 者 村 山

2 等〔合作〕

代 表 者 山 下

3 等 〔合作〕

代 表 者 佐 藤

3 等〔合作〕

代 表 者 竹 村

3 等〔合作〕

代 表 者 野 坂

佳作〔合作〕

代 表 者 荒

佳作〔合作〕

代 表 者 井 口

佳作〔合作〕

代 表 者 塩 野

佳作〔合作〕

代表者 田 島

去る 3 月30日，大閤園において標記記念式典

と表彰式ならびに祝賀会が盛大に開催された。

記念式典では東畑会長の式辞，建設大臣，日本

建築学会長らの祝辞をうけ ，つづいて表彰式に

移 った。

建築協会 lζ 功労のあった歴代会長， 創立委員，

歴代副会長，名 誉正会員，多年役員，多年評議

員，多年委員，講習会講師，図書出版委員 ，展

覧会委員，多年支部役員，会員グル ープ，工高

生デザインコ ンク ール審査員，後援団体.1建築

と社会」誌出版図書印刷会社. 1建築と社会」

誌多年広告掲載会社，多年勤続事務局長，多年

勤続職員，多年勤続事務局腕託ら約 200 名に，

感謝状と記念品が贈呈された。

. 日本建築協会創立50周年

記念式典・表彰式・祝賀会

• 

赤 坂 縫 宮 の 見 学

. 鋼構造新規準講習 会

日本建築学会では，標記談習会を来る 6 月

' 29日よ り7月27日まで東京，名古屋，大阪，岡

山， 金沢，新潟，高松，松山，広島，山口，福

岡，札幌，郵I1路，仙台，横浜の各地で 2 日間づ

っ開催する予定である。テキストは鋼構造設計

規準案. J A S S 6 鉄骨工事仕様書，鋼管 コン

クリート構造計算規準 ・同解説を使用の予定。

テキス ト代，会員は 1， 5∞円。

表彰式後，パーティ 場で祝賀会が開催 され，

塚本猛次記念事業委員長のあいさつ ，木造音頭

の余興や祝辞があって，最後に万才三唱 して閉

会した。参加者250名。

• 

孟 (30才 ) (増沢迎築設計事務所〉

敏雄 ( 32才 ) ( 清水建設般計部〉

優 ( 42才 ) ( 藤田組設計部)

光夫 (55才 ) ( 大成雄投設計部〉
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佳作 〔合作〕

代表 者 古回

佳作 〔合作〕

代表者 湯 川

佳作 〔合作〕

代表者 吉家

石綿. 波形石綿スレート ，

」雪

セメントボード J 1  S 一部改正

石綿スレー トは最近内装不燃化の担手として

脚光を浴び，特に室内天井 lζ 使用されて きた乙

とは注目される 。波形石綿スレ ート， 石綿セメ

ントボ ード の両規格は 3 年目毎に見直しを行な

ってきたが，乙のたび若干の改正があった 。

o 波板の改正点

規格値の修正は殆んどなく ，着色，化粧の放

板について参考規程がでt きた。

0 ボー ドの改正点

厚さをモデューノレ寸法とし ，平板は 6 mm.

9 mmの 2種類から 5 m m. 6. 3mm ( 6 と呼

んで差支えない) 8 mmの 3種類とした。

平板材質K 加工した下見板について参考規程

- 関西の建築50年 回 顧 展

3 月30日より 4 月 4 臼まで，大阪 ・阪神百貨

庖 2 階の丸善画廊において，棟、記回顧展が開催

年回顧屈

• 

13  

された。乙れは，日本建築協会の50周年記念事
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー

言 ＢＧＱＱ［ レ ＱＱＱ ＧＷｾ

分 お翼手の

:何 事E本舗

言号本舗かねてつ共同ピル

設青| 円建設計工務株式会社

施 工 住 友 建 設株 式会社

使 用 場 所 外壁

軽 量 (比重 O. 5コンクリー 凶 の重量)

断

耐

熱 ( コ ン ク ト 卜の 1 0 倍の断熱性 )

火 (法 定 耐 火 材 料)

Ｔ 砂 シ［ｦ，レックスは ｉ ｾ 助 、 住宅から超 Ｑ ｾＧＺｪｊ ｾ ビルまで

あ句ゆる建物の l事制 ・床 ・壁 . nn11: 切 ・耐火被

砲に{ 史川されますが次の建物には 刊 にJli 適です

工WJ短縮を 22するすべての建物

2  空制を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄什大張111"1の 仁場 ・休育館等

4  'lPi'.l l: .: 化を要する 111 } 層建築物 ・illj .、弱地 拙 の建物

5  鉄十j'耐火梢造 の建物

種更き恒P

5Pポレ1I/' 7"X服 売 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ l ノ 16 ( 森 )11 ピ ル )

電 話 東 京 ( 86 1) 代 表 7 2 4 1  

大 阪 支 底 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 l ノ 125( 東 洋 ビ ル )
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電 話 名 古 屋 ( 58 リ 代 表 7 4  2  1  
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2 t生手責

3t生手責可能

大 形 ビ ル な ど の 400V級配電方式に-

ｈ ョ叫ｾｉＭ］ＭｾＮぐ面五 ｅ 菅意内

・ お 問 合 せ は ・ーー

電 源 分 岐 室 用 乾 式 変 圧 器 ( 実用新案 -意匠・商標) 申請中

. 4 0 0 V 級配電の変圧器です 。

< ブランチャ > は、4 0 0 V級 配 電 を 100V級 200V級 に 円滑に

降 圧。三 相 20 0 V級 と 単 相 100- 115V の 同 時使 用 がで きますので

ピル・ 工 場 ・学 校 ・病 院 な ど の 400V級 配 電 方 式 の 合 理化 に

大きく 貢 献 し ま す 。

・積重ね式が特長です 。

分 岐 室 を 有 効 に使用するため 、難 し い 条 件 の 積重 ね 式 と 結 線

方 式 の 技 術 を解決、インピーダンス 電 圧 と位相角を 合 せて、

異種容量 ( 5 K  V  A と10K V  A ) 及 び ( 2 0 K V  A と30K V  A ) の

並 行 運 転 ができます 。

. 諸 経 費 も 割 引 さ れ ま す 。 配電方式の合理化に

より材料費 ・工事費が減少 。 また、小形で取扱い が

簡単なため設備費・保守費も大へん経済的です 。

三相・乾式 ( H種絶縁) ・ニ港線変圧器容量 5 ・10 ・20 ・30 ・50K V  A  

一 次官1圧 4 4 0 V  (60%)  415V (50%)  二 次 電 圧 210V - 105V 

結線方式ムーY ノーヒューズプレーカ、防震 ゴム 取付可能

札 幌 ( 24 )  9271  東 京 (453) 3111 富 山 ( 21 ) 8561 名古屋 (951) 6211 広 島 ( 41 ) 5111 小 倉 ( 53 )  5221 - : 1去、"""" [ 一日百 E 杢ヨ

仙 台 ( 25 )  81 11 械 浜 ( 68 ) 附 金 沢 ( 61 )  2125 大 阪 (362) 5151  高 松 ( 2 ) 1194 鹿児ぬ ( 3  ) 郎71 ｾｲ｢＠ r e胆 E 邑

宇侃宮 ( 3  )  3235 静 l河 ( 54  )  1241  新 潟 ( 45 )  6386  神 戸 ( 39 ) 8011 福 岡 ( 28 )  3331  
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クラスメート

23 (大阪市立都島工業昭和14年率〕

前列左より( 敬称略)

荻 田 逸 三 ( 側近畿巡般常務取締役営業部長)

吉 田 忠 慈 ( 附フロアー商会社長)

奥 野 武 雄 ( 附鴻池組副制i )

JII 崎 敬 三 ( 側近級建段取締役社長)

後列左より

藤 j良 敬 次 ( 住友電気工業側建築課長)

浅 井 貞 治

( 側双皐社竹腰建築事務所 代表取締役)

支那事変も泥沼 lζ いり軍事的な要求から ，建築技術者の卵を 3 カ月繰上げて仮卒業の

形でそれぞれの就職先で 1月から働かされた第一陣が昭和14年卒業のわれわれです。ク

ラスメ ー 卜を建立会といっています。

出来のよい ，正直者はお国のために早く靖国の神織になり ，今日まで生き永らえてい

る男子たちはーくせも二くせもあるならずもの揃いです。

川 崎 フィリッピン戦線の生き残り小尉で・あり ，都島の英語で部隊長の通訳を勤めた心

臓男だけに同窓生を 5 人もかかえとんで円満にやっている近畿建設の社長です。

荻 田 卒業のとき ， ドイツ大使から1 ! をもらっただけに ，川崎君の会社の知将です。

森脇 学校の頃は天六近くの l喫茶屈の女の子を随分泣かせた軟派でしたが，その頃の経

験からか人心の収撹に巧であり ，T 定規を捨て近畿建設の総務郎長とは適任です。

奥野 三 つ子のカタパンは直らず鴻池組の組合長から工務担当となり ，最近は コツレフ lζ

精進中とか。

吉田 同窓会にも着流しでゾロリ ，あっばれな南街の 旦那です。夫婦相和してフロア ー

商会というとノレサ ー ビスでもうけ心配はただ一つ税金だけという結構な方です。

藤 浪 卒 業 後，住友電工 lζ 入社し ， 乙乙まで来いと停年をさす人事課長の教えのまま lζ

昔の秀才今日も脈々としており ，現在は本社の建築課長さんです。

森 脇 慶 太 郎 ( 側近畿建設総務部長) 浅井 住友本社から戦後，双昼社竹腰建築事務所 iζ 移り竹j臨先生のど指導のもと ，会 社

大阪南の随顕 ICて の経営 lζ 腐 心 し て い ま す 。 ( 浅 井 記 〉
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浦 辺 鎮 太 郎

浦 辺 建 築 事 務 所 長

金 多 潔

京 都 大 学 教 銀 ・工 博

矢 野 豊 作

郎 磁 木 工 務 庖 常 務 取 締 役

桜 川 貞 雄

東 洋 陶 器 I ( J ( 顧 問

1 月号より 6月号まで上

記の四人の執筆者で担当

してもらいます。

. 三 笑 主 義 由 来

今は故人である岩田宙造博士が席を立ちかけて，フ ト手帳を取出し ，大原総一郎氏 lζ 向って

『人類は歩 くζ とは完成した 。 ζ れか らは笑いを完成 しな ければならない』とお っしゃった。

日本法曹界の第一人者の最晩年の心境として聞 くのもよい が，達識達服の人類の一人の 言 と

キ イ ア ポ ン

して，筆者は強いシ ョックを受け た。 と申すのは， 生来，生一本の技術者気質で，コワイモノ

知らず，おまけに明治生まれの愚直が添っ ている筆者は，人に接しで もI鹿の立て通 しで，と て

も笑いの完成どとろの騒ぎではなかった。 乙れではいかんと気がつい て心境もカツ然 とした

が，乙の心境では行きつくととろが三笑主義。

ムツカシイ理屈はわからないが ，万博の「人類の進歩と 調和」に もζ の岩 田博士の理想、が幾

分でも盛り乙んで行けないものであろうか ? ( U )  

. 協 会 創 立 5 0 周 年 を 祝 う

乙の 拙文が活字となって読者諸賢のお目 にふれる頃は本会の創立50周年を讃える祝賀会 もす

んでしまっているので ，いささか時期を失するようであるが，いま ，原稿を書いている時点 は

祝賀会の 1 カ月も前なので，表題のお祝いの言葉を述べるととお許し願いたい。

一口 1[ 50年といっても長いもので ，その閉会誌が毎月定期的に出るものとすれば 600 冊にも

なる勘定である。私共が乙の欄を担当しているのが 6 冊分であるからちょうどその 1% に当る

ととになる。乙の原稿も折にふれて書いているからよいようなものの ，50年もの間 ，定められ

た期限 K 遅れぬよう盛たくさんの内容をもった記事や論説をうまくまとめて次々と発行される

会誌編集の ζ 努力もさぞたいへんな ζ とであろうと ，全く頭の下がる思いがするのである。

本会ならびに「建築 と社会」の今後ますますど発展になる乙とを祈って ，今回はど挨拶まで

といたします。 ( K )

圃 怖 い も の

昔から怖いものはと地震，カミナ リ， 火事，オヤヂミと いうとと になっていたが，当節 はオ

ヤヂはあまり怖くなくなっているようだ。 ところで ，建築屋の怖いものはといえば， ミ地震 ，

アマモリ ，火事，オクサンミ ( いささか語呂がわるいが) が筆者の実感である。

地iEや火事については怖い乙とは怖いが，先輩の永年の研究のおかげで対策も比較的ハッ キ

リしていて扱いやすい。雨漏りと奥さんは一見やさしそうだが，相手はなかなか複雑で案外に

難物である。一度乙じらすと手直しにえらく手聞がかかる。雨漏りは構造休 ，下地，防水層 ，

誕生などを相関的 lζ 考えなけ ればならぬが，頭のいたい問題が多い。奥さんをミ怖いもの ミに

ど去を場願って恐縮だが，住宅建築の場合 ，若い設計屋など奥さんに振りまわされる乙としばし

ばで ，工事にかかるとき ，大工がまず聞く乙とはミむつかしい奥さんとちがいまっかミ。はな

はだコワ イ存在らし い。
(Y )  

圃恐 水 病

わが国の和風水洗便器はいわゆる洗出 し式で ，使を器底 lζ ーたんためて置き ，十分においと

別れを惜しみ ，以後 lζ 水で流す式であ る。乙れに反し欧米のものは初めから使を水中に落 し込

み，臭気 とは その| 瞬間 lζ 別れ，用 達後流す ようになっている。乙れはわが国の水洗便器の生 立

を調べればわかる乙 とだが ，欧米の水没式だとおつりが来る一一乙れは多分に観念的 であの水

気の多いくみ取便所の苦い思い出がそ うさせるのだが，筆者は ζ れを恐水病といっている ー ー

というわけでああいう形を生み ，今なおあれでなければいけないように思い込み ，水洗に した

づて少しくらいは共いものだと平気に割切っている。 しかし水洗にする以上臭気 とも絶縁され

なければウソである。われわれの所ではインク交換といって ，水洗便器の検査において ， 1 回

の洗浄で赤インクの色が全く見えなくなるのを条件としている。したがって留水はきれいなも

ので ，欧米では子供が 乙乙で水遊びしても親は平気だ。 ( S )

19 
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( K 0指定メーカー 〕

製造元 近 畿 車 輔 株 式 会 社

本社趨材工場 大 阪 府 布 胞 市 橋 本 l 酢 地 の 1 1世話大阪 (782) 1  2  3  1代占

所沢温材工場 埼 玉 県 所 沢 市 大 字 所 沢 1 4  1  5 昨 地 電 信 所 沢 (22) 5  1  0  1 代占

販売元 近 畿 工 業 株 式 会 社

本 社 大阪市北区梅ケ伎町 1 0 8 詐地 新 情 ケ 技 町 ピ ル 電 信 大 阪 (363) 3 3 7 1 代点

東 京 支 底 東 京 郎 千 代 凹 区 神 田 岩 本 町 2 Iff) 也 共 同 ピ ル 司l Jlil lOj( (254)  2  0  5  1代占

名 古 屋 支 底 名 古 屋 市 中 村 区 平 池 町 4 丁目 4 8  "1ft地 2 ＱｉｬｾＱｩ名古屋 Ｈ ＵＵＱ )2522 ・8655

福 岡 事 務 所 縮 問 市 大 名 町 2 丁目 9 1品 地 上nピ ル ?世話桶問 (76) 3 5 5 6 - 7  

御 一 報 次 第 カ タ ロ グ 拝 送 し ま す 。 I
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兵庫県立整肢施設

の じ ぎ く 圏

設計監理 兵 庫 県 建 築 部 営 繕 謀

施 工

建 築 工 事 東 海 工 業 株 式 会 社

機 械 設 備 工 事 株 式 会 社

明和工務庖

電気設備工事 中国電気工事

株式会社

昇降機設備工事 日本エレ ベ Ｍｾ

一製造株式会社

建築位置 神戸市垂水区押部谷町

敷 地面積

建築面積

延 菌 積

情 造

西盛

89，260m'  

3，262m'  

8，749m'  

本館. 鉄筋 コンクリー ト造、地上 3

階、 地下 2 階、塔屋 31皆付

看護婦寄宿舎. 鉄筋コ ンクリー卜 造

地上 4 階、事苦屋 11皆付

渡廊下 鉄骨造、平家

工 期 昭 和40年 10 月着工

昭 和41 年 9 月綾エ

外部仕上

屋上 合成樹脂塗嫌防水の上 、保護

モルタル押エ

壁 、柱梁型 、軒天等 モルタ J レ刷毛

引の上 、セラスキ ン吹付

窓、 出入 口 : アルミ ニウ ムサ y シ

敷石 。花 筒岩小日Hき、一部磁気タイ

ル貼

内部仕上 〈主として 〉

天井: ミネラト ーン鮎 、アコ ステッ

クス貼、ベ ニヤ貼ベ ンキスチ ップル

壁。 モル タル コテ押 工、メ責ーラ ッ

クO仕上

巾木 、床 ・アロンフ ローリング貼、

ビニアス 系 タイル貼

配置図

- 設 計 者 の ニ と ば

兵 庫 県 立 整 肢 施 設 の じ ぎ く 園 l立 、 神 戸 市 の 北 西 、 海 抜 160 米の丘陵地平等一 一広 野 高 原 の 一 部 に あ η 、

緑 に か こ ま れ た 閑 静 な こ の 土 地 は 、 肢 体 不 自 由 児 の た め の 1) ，、ビリテーシ ョ ン施設として、まったく

め ぐ ま れ た I景t克にあるといえましょう 。

こ の 施 設 は 、 昭 和33年 11 月 、 定 員 110 床 の 肢 体 不 自 由 兜施設として発足、 〈このことについては、 い建

築 と 社 会" 誌昭 和35年 12 月 号 児 重 福 祉 施 鍛 特 集 号 P. 26及 P .72 を番手Hft 下 さ い。〉 現 在 ま で に 7 0 0.余 人 の

児 童 を 社 会 復 帰 さ せ て き ま し た が、 兵庫 県 下 の 肢 体 不 自 由 児 で 療 育 の 対 象 と な る 者 は 、 約4500名 と 推

定され、 「も っ と 定 員 を ふ や し て ほ し いd と い う 強 い 要 望 に こ た え る た め 、 手 術 外 科 病 室 、 訓 練 病 室 、

外 来 診 療 、 手 術 研 究 、 管 理 、 サ ー ビ ス 等 の 各 部 門 か ら な る 本 館 と 、 看 護 婦 寄 宿 舎 を 新 設 、 既 設 部 分 を

教 育 と 各 種 訓 練 の 場 と し て 改 造 、 定 員 を 210 床 に 増 床 し た も の で あ る 。

肢体不自由党のための建物( ; 1 、日常生活や避雛などのニどを考えて、平家建がよいとされ、機能別に

わ け ら れ た 各 ブ ロ ック を 渡 廊 下 で つ な ぐ 、 フ イ ン ガ ー 型 プ ラ ン が 多 く と ら れ て き た 。の じ ぎ 〈 聞 に お い

て も 、 既 設 部 介 に つ い て は ニ の 方 式 が と ら れ て い た 。 このたびの計画では、広大な敷地の中で、l i I 段

予 定 位 置 と さ れ た 部 介 が 、 巾 約40;米 長 さ 約 180 米 の 細 長 い 短 形 で 、 各 プ ロ ッ ク の 積 重 ね 方 式 を と る 試

み と な っ た 園 児 の 日 常 生 活 に お け る 上 下 文 通 l事、 2 台のエレベーターと、 3 ヶ 処 に 介 徹 配 置 し た 階

段 に よ っ て 処 理 し 、 避 難 の た め に は 3 台 の 滑 り 台 を 設 け た 。

こ の 施 設 の 増 改 築 の 前 後 に お け る 各 プ ロ ッ ク の 配 置 は 下 図 の ど お り で あ る 。

教 育 ス ペ ー ス と 、 各 種 機 能

訓 練 ス ペ ー ス は 、 主 と し て

社 会 復 帰 ま え の 、 ど ち ら か

と い え ば 活 動 的 な 園 !尼を対

象 と す る こ と と な η 、 既 設

部 介 の 一 部 を 改 造 し 、 新 設

本 館 と渡 廊 下 に て 連 絡 し た 。

そ して 、 従 来 の 看 護 婦 寄 宿

舎 の位 置 に は 、 母 子 入 閣 の

た め の 施 設 を 、 ま た 、本 館

西 側の 空 地 に は 、 水 泳 用 ブ

ー ル を 建 設 す る 予 定 で あ る 。

( 兵 庫 県 建 築 部 営 繕 課

堀 ｾＡｬ男記 Ｉ

従来の組・国 増改簸後の組自民国

本館

U  

E日

L  

L  

31 
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星 久 ビ ル

自宣言th包エ 株式会社 竹 中 工 務 広

所 在 地 京 都 市中京区三条通高倉

東入桝屋町53

敷地面積 385 .08m'  

建築面積 305 .61 m'  

延 面 積 1，677. 75m'  

矯 造 規 撲 鉄 筋 コ/ クリ ート造、地
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速 い 普 ヵ 、 ら 代 表 的 な 伝 統 産 業 の ー っ と し て 、 今 日 に 栄 え て い る 室 町 の 問屋 さ ん の J苫を

計画するに当って、 ま ず 古 い 歴史 と 、 新 し く 発 展 し て 行 く 京都 の 街 と の 凝 り を 、 ど こ

に 求 め る か を 考 え ま し た。 新 し い ビ ル が 機 能 と 合 理 性 を 追 求 す る こ と は 当 然 の こ と で

あ η ますが、建築は、 そ れ の み に て 価 値 を 生 ず る も の と は 考 え ら れ ま せ ん 我4 が、

奈 の 伝 統 に 立 脚 し な が ら 、 日 本人 の 情 感 こ め て 建 築 す る と こ ろ 、 お の ず と 誇 り の 生 れ

る も の と 信 じ ま す。 建 築 法 規 に よ る 斜 線制 限 の た め 、 高 倉 通 η 傾IJ の壁画! 立斜 め に な り

ま す の で 、 瓦 を 葺 い て 屋 根 の 表 情 を 造 り 、 軒 を 用 い て 陰 を 落 し 、 ま た 連 絡 子 を あ し ら

う こ と に よ っ て 、 京 の 街 並 に 調 和 さ せ る こ と も で き ま し た 。 我 4 の 祖 先 が 永 い 時 代 を

通 じ て 築 き 上 げ て き た 京 の 情 緒 も 、 日 一 日 と 浸 蝕 さ れ 失 わ れ て い く の を 目の 当 りに見

る に つ け 、 一 つ 一 つ の 建 物 が 街 を 形 成 し て 行 〈 重 大 な 要 繁 で あ る こ と を 感 じ 、 そ の 美

しい心を守り 、 大 切 に す る よ う 心 懸 け ま し た 。 幸 い に し て こ の ビルは 、 建 築 主 の 深 い

思 想 的 理 解 の も と に 建 築 し 、 こ こ に 完 成 さ れ た こ と を 感謝 し て お り ま す 。我 唱 は 改 め

て 都 の 文 化 の 深 さ と 誇 り を 、 し み じ み と 感 じ 入 っ て い る 次 第 で あ り ま す 。

( 文 責 寺山鳥繁久 }
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社 会 と 建 築 特 集

口 社 会 人 の み る 建 築 観

j東 口 忠 次 郎

工 藤 友 恵

松 下 幸 之 助

堀 田 庄 一

日 比 野 恒 次

佐 伯 勇

里予 i互 )1買

口 社 会 と 建 築 と の つ な が り

新 建 築 家 集 団

口 わ が 日 本 建 築 協 会 の 将 来 の ビ ジ ョ ン

ア ン ケ ー ト
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社 会 人 の み る 建 築 観

私 の 見 る 建 築 観

一一建 築 家 へ の プ 口 ポ ー ズ一一

神 戸 dJ 長 原 口 忠 次 郎

36 

私は土木工学の畑 lζ 育っ て，都市計画の仕事を長い間手がけ

てきた 。余技として建築設計を楽 しむ 乙とも ある。いささか手

前みそ ながら ，建築設計 コンクールに 1 等入賞の経験がある。

満州在勤当時，スペイン風の内庭を ， 自宅のなかに採り入れた

アイデアを買われた のである。 満州の長い冬の生活を ， 乙れで

少しでも うるおいを持 たせたかった私のねらいが共感を呼ん

で，11金1， 000円を頂戴した。

自慢ついでに ，東京 ・都市 センタ ーの地下ダイ ニ ングル ーム

にある吹き抜けの内庭 も，私の考えを生かしたものである。地

下の i指さを ，吹 き抜けからの採光で，多少とも救いたかったの

だが，幸い 乙の試みは好評のようだ。神戸 ・三宮の地下街のな

かにも ，いま進めている増築工事で，乙の設計が笑現すること

になっている 。

近ごろ ，都市計画について ，さまさまの論議が交わされてい

る。従来ややもすると土木 lζ 傾きがちだった日本の都市計画

1[ ， もっと建築の要素を採り入れる べきだ という意見が，だい

ぶん強いようである。

私は ，土木屋的都市計画家の官官類に一応入れられ るのだろう

が， 乙の説 lζ はまったく賛成である 。ずっ と以前から ，土木工

事だけの都市計画は ，一括のかたわ みたい なものだと私も考え

ーいた。私が余技 lζ 建築設計lζ 興味をもっ たのも ，そんな気持

， 

• 

• 

• 

• 



• 

• 

• 

• 

ちからである。

都市計画という総合的な仕事を完全! と仕上げるには，土木と

建築が結婚すべきである。どちらか一方 iζ 偏した都市づ くり

は，どとかに大きな欠陥がある。

都市 lζ は人が若手れ住み ，さまざまの経済活動と 文化活動を行

なっている。 ヨー ロッパのことわざはい う。 I神は農村をつく

り，人は都市を つ くった」と。都市は人間文化の最高の所産で

あり ，その本質はすぐれた機能性にある 。

帝国ホテ J レの設計者，フランク ・ライ トは 「もっと も多く内

的存在の真実を啓示するデザインが，最上の デザイン である」

とい った。都市計画が，都市機能を もっとも合理的 に充足する

ようにデザインされたとき ，そと! と最上の都市美が生み出され

るのである。都市美は機能美である。

アテネ志位が，都市計画の究極の目的とし て，住居 ，職場，

レクリェ ーシ ョン，交通という都市の基礎的 な 4 つの機能を，

もっとも経済的な時間で市勤できるようにする乙とに置いたの

も，同じ理rl J からであろう。

'i!J ，' ; ' ，' は，郎市IC. ￯ｾｪ＠ ｾの ｅｩｪ ぷを Ｔ 手入して ， 交通とレクリェ ー シ

ョン のための空間を白山にとれるよう提案し ，高層アパー トに

より Ｇｉ￩ み ｮｾ される広い空間が，住居 ｬζ 十分な日光を与え，ゆっ

たりした緑地をっくり出す乙とを勧告している。

ζ のように都市計画を二次元でなく三次元に基つ' いた ものに

するためには ，都市計画にもっと積極的に建築家が参加しなけ

ればならない。もちろん ，土木屋の都市計画家も ， もっと建築

の世界になじまねばならない。

ニュー ヨークのジョ ージ ・ワシントン 橋が，マ ンハッタンの

高速道路 と交わる インタ ーチェ ンジの上部空聞に ，高層 アパ ー

トメン卜がそびえ立っているのを見た人も多い と思う。私は ，

そ ζ l ζ ，乙 れからの都市計画の重要なシ ンボl レを見出す。

サスペ ンシ ョン ・ブリ ッジ，高速道路 とい う現代土木工学の

生み山し た構造美 [ζ ，高居アパート メント の持つ新し い建築美

. .  - 岨 幽 4

が調和し ， しかもすぐれた都市機能を十分に発f軍しながら ，周

囲の自然の風景に ，おのずから融和 して いるのである。

道路が道路としてだけ存在し ，建築物がただ建築物としての

み美しくあれた時代は過ぎた。人口の90パーセントが都市に集

中しようとしている ζ れからの時代は ，かつてコノレビュジェや

ライトの空想した「一つの超高層 ビル= 一つの都市」が，現実

のものとなる時代である。

都市計画が，土木技術者と建築家との共同製作で行なわれt

ばならぬときがきている 。荘、は土木畑の都市計画家として，新し

い都市づくりのためのプロポ ーズを建築家にしたい のである。
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社 会 人 の み る 建 築 観

わ カ三 建 築 観

大 阪 建 物 株 式 会 社

社 長 工 藤 友 事、

( ー 〉

鳥の歌伎の研究で有名な京都大学名誉; 教授故川村多賀二博士

はその晩年 ，可憐な小鳥たちが自分の生存の必要から或ひは種

の保存の必要か らだけで本能的にあんなにも美しい歌をあんな

に苦労して歌ふ筈がないと言ふ風な 15- へを述べられた。博士の

考へでは彼等はこの世界の大自然をより美しく fiili らうとする必

死の協力をしてゐるものと見られた様だ。

高名な此の科学者からかう言ふ野鳥観を聞いて ，野鳥 lζ 対す

る限りないその愛情 lζ 深く感動したのはま1J 論だが自然を破壊し

つ Y けてゐる人類の一員として ，術協の情 !ζ 湛へなかった。

乙れもうが今は故人 lζ なられたが，アフリカの聖者シュグァイ

ツア博士は乙の世の生物の "1
1
で或物の生命が他のそれより闇値

キ

が高いと誰が定めたかと憤りをぶちまけられた。如何なる生命

でも ζ れを奪ふ i修平IJ は誰にもないと言ふのだ。この言葉をレイ

38 

チェ J レ・カー ソン女史のベストセラ ー 「サイ レント ・スプリン

グ」の中で知って，私は涙を止め得なかった。 カー ソン 女史の

との名著は シュグァイツア博士の嘆きを敷街 したものとも考へ

られよう。人聞は蔦物の語長であると自負 してゐる。 霊長の字

義は暫く措く。少くも長としての責任感が ζ の自負から生れな

いならば乙の言葉は意味がない。即ち生きとし生けるものに対

する責任，その生命を保護し ，従って ，その環境を保護する責

任を ，霊長は負はされてゐるも のと考へなく てはなるまい。自

然保護の要請はままに淵源すると私は考へる。

土地開発は人間の生活 lζ ，或ひはその向上 lζ ，必要である 。

それは土木建築の形で行はれるのであるが，現今の土木建築は

多かれ少かれ自然、の破壊を意味するものと 一応認めざるを得ま

い。自然保護の要請と矛盾衝突するのが土木建築の宿命と 言ふ

• 

結論に一応はなりさうである。 .

宿命だとあきらめるならば，それでは寓物の 霊長の 自負 lζ 値

しま い。乙れは自然保護の要請と土木建築の形で行はれ る土地

開発とを二者搾ーと考へる所 lζ 間途の原因がある 。 自然 を保護

しつ h 生きとし生け るものの生活環境を維持し つ h 土地を

開発し人間生活の為の土木建築を進めるのが，人間の叡智であ

りZ有物の量長たる所以であると言はねばならぬ。

何年か前の話だが先祖博来の大森林を所有する分限者で，木

材業を経営する人の講演を拝聴して感銘 した が今に忘れ得な

い。乙の人は樹齢数卜百年を趨ゆる巨木に斧を入れる時，何時

も頭を丞れ祈を乙めて涙すると言ふのである 。その伐採は人間

生活の為 lζ 不可以なる建築を目的とするものであり ，実は森林

其者の維持に有必でさへあるのに原罪感または必要悪を意識し

ての自然に対する此の謙虚さは叡智を超えて敬皮の域 lζ 入るも

タグヒ

ので川村教授，シュグァイツア博士 lζ 類する。

かう言ふ高い人間性が発露するとき土木にせよ建築にせよ自

然を破壊し たり 汚損したりするが如き乙とはゆめ有り得ない。

進んで自然をあらゆる生命の為に維持育成する積極的にして謙

虚な意欲が土木にも建築にも顕現してゐるならそれが本当の土

木建築である。

( 二 )

七述の通り ，基本的には ，人間の自然、 ，生物 lζ 対する責任感

• 

• 



• 

• 

• 

• 

が，言はば宗教的 [ζ ， 自然 [ζ 対する冒泊破壊を抑制せしめ ，人

聞をしてその生育 lζ 精進させさへする。

倫理感は人間と人間との関係を律する。勿論それは人間集団

即ち社会に対する関係と人間対人間即ち個人関係とを含むが，

乙乙 lζ 第二次的の規制が存在する。 ζ の倫理観的或ひは道徳的

規制は最も俗的な人間活動とも言ふべき近代土木建築に於て自

然保護育成との関係につき ，如何なる実際的威力を持ってゐる

であらうか。

( 三 )

川村教授やシュグァイツア博士の世界から遥かに低い次元 lζ

於て ，また等しく人聞社会を律し乍らも倫理的世界観からさへ

も速く低い次元 lζ 於て ，法律の世界がある。その中でもま互に問

題とするのは ， ミ所有権主である。特に土地の所有権である。

日本の法律も乙れに倣ふものであるが， ナポレオン法典は

ミ土地の所有権は地上及び地下の所有権を含むと (  552 条) ま

たと所有権は物を最も絶対的なる方法で享有し処分する権利な

りーと規定してゐる。とれに基く厳格な解説l [ 依れば， ミ所有

者は何等の利益がなくともその物につき合法的に行為する乙と

が出来るし ，その行為で他人 IC損害を輿へでも何等責任を負は

ない ，彼はその権利を行使したに過ぎないからである。、乙れ

が主観的権利である。

ボノレド 一法科大学の レオン ・デュギ ー教授は 1911年フ。エノス

. アイレス法科大学 lζ 於け る講義 の中で・此の 考へを否定してか

う説いてゐる。

個人は誰でも社会 l乙於て自分が占めてゐる地位 に応じ て一定

の社会機能を果す義務がある。乃ち財物の保有者は ， その

財物を保有してゐる事自体に依り ，彼だけが遂行出来る仕事

がある。然、り ，彼だけが彼の保有する資本を利用して ，総体

の宮を増大し ，全般の需要を確保するととが山米るのだ。そ

れ故彼は乙の仕事を遂行する社会的責任があり ，とれを遂行

するときに限り ，また ，乙 れを遂行する程度 lζ 応じて，社会

的に保護されよう。所有権は ， も早や ，所有名ーの主観的権利

ではない ，それは財物所有者の社会機能である。

法学省特 lζ 解F準法学者の中 lζ 乙れを反駁する人の少くなかっ

たこと は宵ひ得 る。併しレオン ・デュギ 一教授の講義が行はれ

たのが1911年であり ，パリ で出版されたのがその翌年で，何れ

にせよ第一次大戦前の主張である。 ロシア 革命も ，権利は主務

を伴ふと宣言したワイマ ーJ レ憲法も知らない時代! と説かれたの

は驚くべき乙とである。

( 四 )

素人の法律談議は柄 lζ ない。筆者 として は所有権は所有者の

主観的権利ではなくてその物の保有者が社会 !C於て果すべき社

会機能だ と言ふ主張に感動しただけの話である。また レオン ・

デュギ ー教授が第一次大戦後の 1920年第二版の序文に於てその

学説を裏附けする為に数多成法の実例を挙げてゐる。併 し乙れ

は却って特 lζ 土地 lζ っき社会機能といふ素晴しい理念と言ふべ

きもののイメ ー ジを筈ふものとさへ私は考へる。乙れも私が法

律学の素人だからであらう。

( 五 〉

ともあれ土地の所有権は社会機能だと言ふ考へ方が我々を勇

気づけて呉れる。所有地を如何に利用 するか，乙 れに建設する

建物の種類も規模 も用途も ， 乙れに迎へる べき利用者も ，その

運営も其他凡て社会機能を果す責任を前提として決定しなくて

はならない。それは積極消極の両面に亘って判断しなくてはな

らない。それが如何に建物自体は立派 lζ 建築さ れよう と例へば

景観的 lζ 地域社会 lζ マイナスとなるなら社会機能を果したと言

へまいからである。

併し社会機能を果すだけで足れりとしてはな らなし、。潟物の

霊長としての人類の責任を忘れてはなるまい。生きとし生ける

ものに対する人類の一員としての責任を忘れるべきでない。彼

等 lζ 対して，知らずして，或ひは悲しき人間の短視的欲望 lζ 駆ら

れて ，彼等 lζ 対して既 lζ 犯した無責任の罪を償ふ謙虚さがなく

てはならない。自然保護だけでなくその回復 [ζ 期11かでも貢献し

得る様な建築を ，建設を，我等は心掛けなくてはならないと私は

思ふ。レオン ・デュギ - 1 [ 止まってはならない。川村教授の感

慨に，シュグァイ ツア 博士の叫び lζ 聴かなくてはならない。次

元の高低は乙の際あげつらふべき問題ではないのであらうが。

カタ

これは身過ぎのさ h やかな糧をオフィス ・ビノレディングの経

営参加に，求めてゐる一人の人聞が，おほけな くも抱く 悲願で

今ザ

ある。乙けと蔑すむも可 ，3F と日出ふも亦もとより可。

( 原文のまま〉
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合理性と伝統美のある住ま

いを

これからの建築に思う

40 
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松 下 孝 之 助

一般に建築 といってもいろいろある が，今日いちばん問題に

なっているのは ，やはり人が住む住宅の面であ ろう。戦後20余

年，わが国は急速に復興発展したおかげで，着る乙とと食べる

乙とは ，一般的 lといって ，ど うやら不自由を感じないまで盟か

になってき た。 しかし住まいの方はまだまだという感じがす

る。何とか快適な家 lζ 住みたいと願っている人が非常に多いの

が，今日のわが国の実情では なかろうか。そ乙でこ乙では ，建

築の中でも とく にその住宅について ，愚見の一端を述べてみた

い。もちろん私は ，建築については全 くの素人であるから，あ

るいは的はずれな意見にな るかも しれないが， 寄付j のお求め

に応じて ， 日どろ感じてい る乙と を卒直 lζ 述べてみたいと思

つ。

ミ居は気をうっすとという乙とばがあるように， 住まいとい

うものは ，われわれの人格形成 lζ 大きな影響をもっている。だ

• 

• 

からわれわれは ，住ま いとい うものを単に雨露をしのく ，心身 .  

の置きど ζ ろと考えるのでは不充分である。さらに進んで，人

聞を絞り鍛える道場，人格の成長をはかる場であるという観点

から ， 乙れを重視しなければならないと思 うが，その住宅の建

築というものについては ，世界各国それぞれに ，独自の建築様式

というものがあるように思われる。欧州には欧州風の建物があ

り，アメリカにはアメリカ 1虫自のスタイ J レというものカまある。

日本の場合も木造のいわゆる日本建築とい うも のが有在してい

る。そうした国による建築の様相の違いは ，それぞれの国の歴

史，風土の中で培われた人びとの生活級式というものに応 じて

生まれてきたものであり ，代々にわたって少しづっ変化してき

• 
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ていると思うが，いずれにしてもそれらはそれぞれ独自 の美 し

さ，構成美をつくりあげているという ζ とがで きるで あろう。

いわゆる伝統の美を生み出してきているとい う乙とで ある。

乙れは ，長い歴史の中で積み上げられた人びとの創意工夫の

結晶で・あり ，非常に深い味わいをもつものだと思う。しかし私

は， そう した伝統的な建築の様相と い うも のも ，今後はある程

度変化してゆく ものではないかと考えて いる 。

という のは，最近では ，われわれの生活段式というものが，

急速に変わってき ている。つまり ，時代の進歩に応じ て何事も

合理的にとい うか，生活の各国の活動性，能率というものが非

常に重んぜられるように なってきたのである。わが国で・も ，洋

服という活動 lζ 一層便利なものが，それまでの着物 !ζ 代わって

実用者ーとな ってからすでに久しいが，それと同じような ，古い

伝統の殻を脱ぎ捨てて合理性をとり入れてゆく傾向が，今日生

活の 各面 にい ろいろと生まれてきている 。そ うした動き は，今

日，世界各国におおむね共通するものといえるであろう。

したがっ て，住宅とい うもの も，その生活様式の変化に対応

して ， すべてに合理的なものに変わってゆかなけ ればならな

い。それが原則になると思う。そういう合理的な住まい ，便利

で快適な住宅ができれば，心身の健康にもよいし ，生活内容も

輩出になる。貴ー重な時間や労力をムダなく有効に使えるという

ことにもなるであろう。そして ，住まいというものが，時5.1ζ 雨

訴をしのぐというためばかりでなく ，お互いのより豊かな人特

形成のためにも役立つものになるわけである。幸い ，今日 ，建

築) J l去にしても ，建築材料にしても ，次々と新しいも のが生ま

れ，利用さ れるようになってきている。だから ，そ ういう文明

の産物を大い に とり入れて，現代の生活感覚 lζ 応じた住まい を

能率的 ・経済的につくってゆく乙とが肝要ではないだろ うか。

ただ，そうはいっても ，単 lζ 合理性ばかりを追求すると いう

乙とであってはな らないと思う。どん なに生活が合理化されて

も，そ ζ l ζ は多少，各国独自の民族性なり伝統 というものが残

り， 生活様式 lζ も追いがあるのである。したがって，そういう

追 いがやはり建築にも加味されなければならない。いいかえれ

ば，どんなに合理性 lζ 富んだ家でも ，それは見て美しいもので

なければならない。その土地，その風土 にふさわしいもので な

ければならないという ζ とである。街全体としても ，画一的な

ものではなく ，いろいろの変化がありながら ，調和がとれてい

る。また一軒の家も見る人びとに好ましい感じを与える。しか

もそ乙 lζ 合理性がある。そういうものが，今後の住宅挫築の方

向として考えられるのではないだろうか。

もちろん ，一般住宅ではない公会堂と か寺院 とか，娯楽場と

かいったものについては話は別である。それらについては ，先

に京都 lζ 完成した国立京都国際会議場のように， 日本の伝統の

建築様式を大 Iluc 取り入れた芸術性の高いものを大いに生み出

し，後世に逃していただきたいと考える。

しか し，一般の住宅については ，わかりきった乙とではあろ

うけれども ，今後生活の合開化がますます進む中で，そ乙 lζ な

お残 る伝統の美 ， 日本占* の建築様式というもの をどういう形

で残してい くか ， という乙とについて， 専門家の立 JJ;1でい ろい

ろと配慮、願いたいと思うのである。
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建 築 と 社

ｾ＠
的 美 観

経済発展 l乙基く全般的な生活水準の向上に伴い，いまや国民

ヨコE
の最大関心事は衣 ・食から住の商に 向けられつつある。先日も

中馬大阪市長と大阪市の総合開発計画について話 し合う機会を

もったが，市当局の計画案 には超高層建築化の推進を主体とす

る都市再開発の遠大な将来像 が拙かれており ，時期はともかく

として ， 乙のような夢が実現されるのもそう遠い先のととでは

あるまい。

ところで ， 「形は機能 lζ 従う」というが，果して将来におけ

る建築の機能拡充はど うい う方向に向けられるべきであろう

か。素人考えではあるが，その方向は大きく分けて次の 2 つの • 
面の調和を求めていく乙とではないかと思 う。

第 1 は，常に新しい形で自然の再開発 tζ 取組み ，人閣の活動

の場を積極的に切り開いていくという機能をさらに強めること

である。これをわが国のように国土の狭硲性があらゆる面で大

きな制約となっている場合にあてはめると ，建築技術の進歩 lζ

よって土地利用の高度化， 効率化を図り ，経済発展 ，国民生活

向上の基礎づくりをするととであろう。

{主 友 銀
戸行

第 2 !ζ ，建築はそ ζ に住み ，働く人 lζ 便益を供するだけでな

頭 取 堀 田 庄

一 く，同時に四聞の美観を高め ，近隣の人々の目を楽しませ，安

らぎを与えるという社会的な機能を併せ持つ乙とを忘れてはな

• 
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らない。

例えば大ロンドン計画の一環として建設されたロンドン郊外

のニュー・ タウンでは ，建物の高さはもちろん ， トア ーの色彩

や軒並み ，さらには庭の植樹に関してまでも ，都市の美観とい

う見地から細かい規制が行われているし ， リス ボンでも同じよ

うな措置が諮ぜられている。またワシントンでは区画法によ っ

て，地区別 l乙ビj レの最高限度規制を行なってい る。 フランス引

は第 2 次大戦後の復興に当って ，各都市 lζ 主任建築家を任命し

て標準設計を作り ， 乙れをもとにして外面仕上げの統一性を図

ったと聞いている。

もちろん ，都市の景観に対する考え方はそれぞれの国民性に

よって自ら異るし ，あまりに画一的な規制によって統一性を保

つ乙とはかえって都市の稼動的な美しさを損う乙とにもな りか

ねなし、。

だがそれにしても，わが国の現状をみると ，個々の建築とし

てはまととに優れたものも少なくないが，都市全体としての景

観となると ，どうもパランスに欠ける面が多く ，玉石混前の感

が強い。

これは決して美的感覚の欠如というような問題ではない。む

しろ私は日本民肢の繊細優放な美的センスは ，世界有数とさえ

思っているほどである。現に家を建てるといえば ，小さくとも

庭のある家をと いうのが多くの人々の共通の願いであるし ， ま

たそれぞれに題 向を乙らしている。ただ問題はその美がどちら

かといえば封鎖的 な性格のものにとどまるという点である。た

とえば庭の造り一つをとってみても ，古来周回の自然との調和

lζ 重点をおいた借景の手法が広く活用されるなど，その技法は

世界的にも高く評価されている。しかし乙れはあくまで内側か

らみ た美しさ ， 自分を中心とした美観であり ，逆に自己の建築

物を社会の 中iζ 生かしていくという ，社会的な美 lζ 対する配慮、

は必ずしも十分とはいえないのではないか。

今後わが国における住宅建設は急速なテンポで進むものと思

われ，同時に建築技術の点でもおそらく旧来の日本位築の概念

を打破るめざましい問先が進んで乙ょう。それは単なる構築物

の巨大化，多様化といった領域を越えた都市の景観，都市機能

の変革というべき要素をもつものと思われる。それだけにその

過程においては ，社会( 内構築物j たるの本質を認識し ， 自ら社会

の景観を Itlj 卜. せし め， リー ドしていくという ，いわば借景なら

ぬ，貸景とでもいうべき必築の科会性をー| 分おり込んでもらい

たいものである。
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• 
新 社 屋

首宮吉F  
多 し

建築というのはその民族とかその時代をよく現わしているも

のだ，と 思う。

私も仕事の関係で世界の国々をいくたびか旅したが，思い浮

ぶものだけでも ，たと えば一一ー アメリカでは周知のエンパイ ヤ

- ステ ー ト・どj レ，乙れはなんでも世界ーでなければ気のすま

ないアメリカ魂がヤミクモに高いものを建ててしまった ， とい

うけれども果してどうであろうか。 R C AビJ レのあるロックフ

エラーセンタ ーの近代的建物群は能率と科学を総合 した典型的

なアメリ カニズムという のであろうか。乙 乙では高さ の同じビ • 
J レからビソレ lζ 通路があり ，どのビソレや劇場も地下道で結ぼれて

いる。

パリのセ ー ヌ河畔にあるノート J レダム寺院はフランスでも最

も美しいゴシック建築だそうだが， との寺院にかぎらず，古い

立派な教会とい うのは中に入って少年合唱隊の讃美歌をきいた

り，オルガ ンの音をきいていると ，キリス ト教信者でなくとも

敬J友な気持になるものだ。建物というのは精神的な一面をも っ

ているのであろう。

ラング ーンのパゴダは旅人にとって強く印象的だ。あの黄金

の大仏塔が自に入ったとたんに ，なんの説明をき かなくとも仏

教国にきた乙 とを感じる。 • 
建築はモニュメントとしての意味をもっているし，それだけ

lζ ，芸術的な一面をもっているのであろう 。それはそれで貴重

なととであろうが， しかし ，反面，建築は人聞が住み ，どのよ

うな形であれ，生活を営むという実用のものだという乙とが抵

抗する。芸術的である乙とと ，使いやすいというのはかならず

しも一致しない。美しいものは案外実用的でない ζ とが多い 。

しかしそうとは知りながらも笑用的であると同時に美しいもの

株 式 会 社 句 通

を求めるのが人聞のいいととろ であろうか。

社 長 日 比 野 恒 次
乙の 6 月lζ 東京 ・築地 lζ 完成する屯通の新社屋も ，幸い ，丹

下位三氏が 120世紀後半の建築のあり 方の一つの原型を打ちだ

• 

44 



• 
す」 といってくださっているので ，私たちの念願通り日本の文

化史に残るひと つの建物が実現するであろ うと思う 。

建物は人間 とおな じく顔をもっている 。顔をみればその人柄

がわかる 。電通は広告会社で= あるから広告会社 らしい顔をもち

たいも のだ。

広告会社はマス コ ミ産業ではあるが輪転機はない。生産工場

をもっている企業でもない。同じ本社 ビル でも， もっぱら ，本

社 としての中枢事務を とるのともちがう。電通は それを構成し

・ ている社員の質と量，その社員と彼らを いれる容器であ る建物

• 

• 

が財産である。広告会社は社員の頭脳だけが勝負を決める。他

の企業の本社は機能からいうと ，頭脳であり ，神経系統であ る

かも知れないが，電通のそれは頭脳と神経系統をふくめ た人体

そのもの ，つまりすべてであ ると いえる。

乙ζ で広告計画がたてられ，広告表現のアイデアが生みだ さ

れ， 乙乙で電通社員 は 広告人とし てき たえられ， 成長し てゆ

く。そ して，乙乙で電通の最高方針が決めら れ る。すべての作

業が乙 乙で発芽 し，沸騰 し，実っ てゆ く。 そして， 会社全体が

社会のどんな動きにも敏感 に反応し てゆく … … そう い う姿であ

りたい と思っている。

新社屋 lζ は近代広告作業 lζ 必要なすべての施設を入れる こと

に心を砕いた。カラ ーT VI時代にそなえ てカラ ーのテレ シネ，

広告心理実験室，最高精度の電子計算機，プ レゼ ンテーシ ョン

j レーム，どれも世界の広告業界でも最高，最新 のものではなか

ろうかと思う。

前を高速一号線が走っているから交通も至便であ る。地上13

階，塔屋を入れて15階，高さは60メート J レ余り ，地下 3 階， 1  

|槍ロビ ーは芝生，濯木，庭石を配した近代的 な庭園になるであ

ろう。いそがしい社員の心もなごむであろう。

私たちは乙のビノレ lζ 「美しさ」 と 「機能」を結晶できるであ

ろうと
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私 の 見 る 建 築 観

i1I f.'長 fl 本 鉄 道 株 式 会 社

取 締 役 社 長 佐 {自 勇
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鉄道における旅客サ ー ビスの目標は ， 安全 lζ ， 速く ， 快適

!と ，そして安く輸送する乙とだ ，と一般にいわれる。じつは ，

正確に， 頻繁に ，大量の人を ， 等々 [ 也 lζ もいろいろ あるのだ

が， ζ 乙ではま ず乙の 四つにしぼって おく。

ζ れを建築の場合に当 ては めると ，堅牢で ，便利で ， コンフ

ォタプ J レで ，かっ低 コス トで，ということに なるだろ う。

しかし ，建築の乙の四つの要素の中にはお互いに競合相魁す

るものがあって，そのすべてを完全平等に満たす乙とは ，はな

はだ困難である。

それならば ，各々のバランスを程々! と考えてミいずれも中

膏ミの線で妥協すればよいか， というと，乙れまたそうもいか

ない。そういうことでは ，結局どれもこれもが中途半端なもの

になってしまって ，よい成果が得られない。

ではどうするか， といえば，できるだ け建物の目的 ・用途に

ふさわしいよう E ど乙かにアクセントをおく ミ乙とであ ろう。

乙れによって ， その建物の特長が自然 lζ でてくるのではな い

か，と 思われる。

たとえば駅舎のことを考えてみる。 駅舎 は実用第一だから ，

まず便利であり ，堅牢でなければならない。また公共的 な施設

ではあるが，採算を無視できないから ，低廉である乙とが要求

される。その結果 ， コンフォタフソレという商では ，積極的に大

いに快適とはいかないから ，機能的な快適さ ・ー・・・ いわば便利と

い う乙とに近いｾぷが主にな ってく るだろう。

ところで，これが百貨! 占となると ，使利で ， コンフォタブ J レ

• 

• 

• 
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である乙とがまず肝要だが， もちろん丈夫である乙とも重視せ

ねばならず ， 乙の場合，安いという面はある程度我慢しなけれ

ばなるまい。

だが， ζ の四要素が満たされるだけでは ， まだ十分とはいえ

ないと思う。建築という造形は ，乙れらのほかに ，さらにも う

一つ ， ミ美しさ ミという要素が加わらなければいけない。しか

も乙の正美しさ ーには ， 相当大きなウエイトをかけるべきだ

と思う。とい うのは ， 建築物は ， それ自体はもちろん， それ

がおかれる地域全体の環境 ・景観を大きく左右するからであ

る。

乙乙でまた鉄道を持ち出す ζ とになるが，電車なども使用目

的lζ 応じて ，特急車と通動車 とで は，やはり建造 IC 当つての重

点、のおき方が巡ってくる。通勤車は大量迅速輸送が眼目だか

ら，たとえば一車両当りの収容力を増大するための配慮が特に

重要視される。一方特急車では ，安全迅速はもちろんだが，車

両定員を多少犠牲にしても ，快適性という乙とに相当力を注ぐ

乙と』となる。

だから ，当社では車両を設計するのに ，車両専門の技術者だ

けでなく ，建築の方の技術者を必ず参画させ て十分構想、を練ら

せる 。外観や車内の居住性を如何に よくするか ，Iζ 頭を絞らせ

ているのである。当社の特急が ミ動くサロンミと愛称され，プ

J レー リボン立をいただいたり してい るのも，乙の点の配慮が行

届き ，そして成功しているからでらあろう。

近代精神とは ，科学的な合理精神だといわれる。建築の函で

大和文華館( 近鉄創業50周年記念事業として昭和35年に開館 したもの〕

も，合理性を貫きミ機能ミを重んずべきはいうまでもない。し

かし ，乙れが同時に と美しさミにもつながっていく乙とが望ま

しい ，と思う。

建築は生命の長いものだ。と乙ろが世の中は? 首 lζ 変る。絶え

ず進歩してやまない。今日よしとするものが，明日もよいとは

限らない。そ乙で ， 乙ういう世の中の移り変りに/ 1 煩応できるよ

うな建物が，長い生命を持ちつづける ζ とになる。

乙の ，常 lζ11贋応 ，あるいは対応できる建物とは ，つまり深い

愛情の能った主人間味のある建物ミという ζ とではないか。建

物の資材や様式がどう変り ， 空調設備などがどう進歩しよう

と，それを使うのは ， しょせん人間である。そして ， この人体

の生理的な構造 ・機能そのものは ，近い将来にそう変ることは

ないのだから ，そういう人聞にとって最も使い易く ，快適なよ

うに工夫された美しい建物J こそ価値が高いのだ。さらにいえ

ば，人の心を和ませるような建物であれば， もっとよいだろ

つ。

J レーフr; レなど ，宮殿としても美術銭としても立派な控築と思

うのだが， 日常しょく目する建物のなかで，旧いながらもなお

今日 ，美 しく，有用で快適 なものが存在する反面 ，今はどうに

もならなくなった建物もある。

洋の東西を問わず見られる現象だが，要するに「建物の主人

はあくま で も人間である」ととを忘れではならない ， という乙

とであろう。
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社 会 人 の み る 建 築 観

再開発地域の住民として

社 会 人 の み た 建 築 ・ 都 市 計 画

大阪i ! J 都市計画船場地区対策協議会会長

山高ー 株 式 会 社 社 長 野
辺 )1頂

1. 築港深江線建設について

戦後，戦災復興土地区画整理によって市内各所で区画整理が実施され

たが，都市計画街路 として大阪市内の東西幹線である築港深江線( 巾員

8OM ) も，'m内中心部の船場地区を除く東西の地区で区画整還が行なわ

れて街路数が確保されたが，御堂筋一絵屋町筋間のみが未着手で残さ

れ，現在では商厄，家屋が密集 して単なる用地質収方式での街路築造は

困難となってきた。

経済の混乱期が治まり経済状況の好転lζ 伴って，乙の船場 ・: PI 二池の商

寅もはんじよ うす るよ うに なり， r ; t ; の辿替え ，増築などの必要が生じ て

きたが，築港深江総lは河IT! T計画決定のまま卒業化の見通 しもなく 建築制

限のため生殺し状態がっついた。乙のため将来lζ 不安を感じた地元住民

は街路づくりに協力するとともに商売の繁栄を呼ぶような方法を検討し

ていた。

そして昭和38年 8 月， ヒツレ悠設をともなう立体的な街路建設を中馬市
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j乏に擬言 した。乙れは平面道路の建設では街路敷にかかる問屋が船j易地

区より立退 かね ばならず 「弁池繊維J の特殊性が失なわれる ζ とにな

る。歴史的にいって「物の流れはかえられない」といわれているが，都

市計 画に かかる「もの」だけを移転するという乙とは ，人体にたとえれ

ば胃や腸を移すよ うなもので，都市の機能 ・特性を低下，滅失し てしま

うおそれがある 。 したがって都市の機能構成も ，その都市のもつ歴史的

地域性を考慮 して行なわねばならないと恩 う。

すでに全国的に も有名 とな っている井池繊維卸問屋街の離散を防 ぐ怠

味か らも ，平面的に削減される土地建物面積を当地区1<: 留保する ため ，

立体化の要請が生まれた。また事業実施時の仮営業所用地確保に もその

手当が準備され るよう要望 し地元にお いても独自のプランを作成し た。

地元の計図では， 80M 巾員街路のなかに巾5 3 M，地下 l 階地上 3 階の

ビノレをつくり ，現在の庖舗，事務所などを収容し ，屋上lζ 高速道路. 地

下に は地下鉄を返すものであったが， 市当局は乙れを巾4 2 Mのビ J レと

し，両側 lζ 1 3 M巾員の車道 と6 M の歩道を残すようにしているが，その

代替として地下 2 階地上 4 階と上下( < : 積み重ねたタイプで乙れが現花の

笑施案と なっ ている 。

2. 地元組織について

すでに昭和35年，船場地区の街路計画と商庖街再開発計画の対策を協

議するため ，大阪都市計画船場地区対策協議会が設立されていた。そ し

て昭利36年lζ 築港深江線船場地区の道路を高架に変更する ように請願書

を市当局に提出 し， 爾来同協議会が中心となって その具体化に努力し て

きたが，最近は昭如45年の万国博ま でに完成するように建設計聞も軌道

にのり ，事業施行段階での分譲床価格の問題と関連して補償問題がクロ

ーズアップされ，地区内のいく つかの プロック毎に補償対策に拠するた

め権利者同盟会が結成された。 しかし補償は各 自の個別交渉となるので

同盟会と しては， 大筋とし ての問題をとり あげ市当局 と接渉する乙とに

なろう。

市当局によ る計画が具体化するにつれ地元意見の積極 さも皮を深め，

おのおの商売に対する見解を主張 して，ビノレのプランニングにも多くの

注文が出されるようになった。そして図面だけではピンと乙ない点、もあ

るという乙とで，実地見学と して神戸湊川防災建築街区を視察し ，設計

上あるいは商売上の参考 lζ 資するような行事もやっている。

3. 建築施設について

ビノレ計画でも っと も関心のもたれるのは，入居する庖舗が設計・意図に

マッチした経営ができるか。またおのおの商売がうまくゆきヒノレ全体と

しても繁栄す る乙と ができるか という乙とである。

地元芯見のなかにはまだまだ 「自分の庖は自分の庖でなにもかもその

まま ヒーノレに移すんだ」という 中小企業的考えがあって，区分所有ピノレと

なる新ヒソレの設計趣旨とマッチしない商がある。区分所有ビノレは専有部

分と共用部分から構成されているのでどうし ても共同使用の箇所があ

り，それの運営 (<:は全員の共同参加が必要となる。

またこの計 画は区域内に ある土地建物は一括買収され，補償金をもら
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って新ビ、ノレ入居への優先権が留保はされるが，幸町 らたに専有部分の分譲

をうけ区分所有権を取得するという方法によるため ，現況資産の小 さな

もの は小面積 しかと れない場合がある。 小区画の庖舗がな らぶ と「鉄筋

庖舗アパー卜」の感を呈し ，わるくすれば「鉄筋ス ラム」にもな りかね

ない。現在の流通機構は大型化の途をたどりつつあることからいえば，

乙れは流れに逆行することにもなるので，かかる場合には オープン フロ

ア型式の広舗構成をとりむだをはぶく ζ とが必嬰であるが，地元はまだ

乙の点! と納得のゆかないものが多い。

当地区の商売は主に近畿，中部，西日本，四国，九州の客筋を対象lζ

現物売買の方式をとっているため ，商品格納倉庫がぜひと も必要と なり

庖舗規模も 大き くなければな らな い。大面積になれば縦割j型式で分譲さ

れる乙とが望まし くなる

分譲価格はおおむねつぎのような考え方になってい る。 乙の ヒツレは都

市計画街路内 lζ 建築されるので，当初は建築資の実費のみを区分所有の

方式で入居者に分担させ建築敷地の土地については ，占用料とし て固定

資産税相当額程度を負担さす築になっていた 。

しかし現在では市当局は 「建築資+ 建築資! と近い地上権」を区分所有

者nc負担させる方法を提示してきている。 ζ れでは大阪市の地元負担金

が区分所有者lζ 肩替わりされ るよ うに思われる。乙乙で卸商業を基幹産

業とする商都大阪の都心開発 と併せて流通機構合理化安定のため乙の ビ

j レに も適切なる公共投融資の必要と決断が望まれる。かく して ビ、ノレの分

譲価格は当初の 2 倍相 当額となり ，大きな開きを生ず る乙ととなった。

ζ れも受因となって補償資アップの要求が強まり前述の権利者同盟会な

どが結成された。

区分所有については，商売上不動産を担保にする ζ とがあるが，区分

所有でもそれが可能とな るので商売上の不都合はない。また共同部分管

理なとのため入居者が組合をつくることになるが，ビJ レ管理会社のよう

なものができ ， 入居者もタッチ してゆ くとと も考えら れる。た fこτ商売

上，従来も各種の組合があり ，その運営には組合役員のみが積極的 lζ 活

動する傾向があったが，ζ んどの場合ビソレ巡営のよ しあしが直接商売に

も影轡するとと! となるので，区分所有者全員が真剣にと れと取組む必要

があろう。

4. 建築 ・都市計画について

最近のまちの建築の色をみて感ずることは ，落 ちつ いた中間色系統の

ものが好ましいと恩われる。重々 しい色は重圧感があ って好ましい と感

じない。ただ大阪のまちはスモッグの問題があるので中間色はよごれる

心配があるのが気がかりに思う。

またi詰近は高い ビノレの建設が話題になっているが，大阪の街路構成か

らみて東j J q道路の南側 lζ 建設される ヒJ レの高さは抑制 される乙 とが必要

ではないか。 ピノレのカゲになる建物には太陽光線が入らず，またそのカ

ケ" にな った道路も「デットストリ ー ト」と なってしまう。建築はその床

面積の拡大のみ を図っても ，保健，衛生上か らいっても太陽光線はぜひ

とも必婆なものであ る。乙れらの弊害をなくするた めに は人工土地の構

築港深江線船場地区模型写真

想も必要となろう 。

建築屋さんに一言，建築屋さ んは建築基準法のみにとらわれて設計 し

ているきらいがある。本来，建物は伎う( 住む，働く) 人のためにつく

られるものであるから ，その人たちが満足できるように設計，建築され

るべきである。法律は人がつ くったもので一皮できたからといって，そ

れを押 しつけるばかりでは進歩がない。常にI ! 与代の要求1Cマ ッチ した法

律 ・技術 IC改めるよう心がけ られたい 3

最後に「社会と建築J の締めくくりとして ，建築とは表装一体の関係

にあ る「土地」の対策に ついて，乙れがあまりにも お粗末である乙とを

強調 したし 、。とく に住宅建設については土地取得がガ ンになっている こ

とは周知のとおりで，市営，府営，住宅公団などの住宅団地の新設は ，

地価の安い土地を求めてだんだん遠隔地になってゆき ，一方民間ア パー

ト，分譲地なども ，都市地域のスプローノレ化 1C一役買う結果になってい

る。

乙のため，都-!l JIζ 職場を持つ通勤者の朝晩の通勤時間は長くな る一方

で，往復 3 - 4 時間もパス ・電車 1C乗るようになれば，毎日が遠足のよ

うなものである。われわれ中小企業のものにとっても従業員の住宅 ・通

勤問題は深刻な問題でt あり，乙れらが中小企業合理化を阻害する姿因の

ー っとな っている。 昨今はまた I L11
小企業団地」とか「集団移転」な ど

が話題となり具体化 もしている が，われわれ業種では ，従業員宿舎，製

品加工工場位が郊外 lζ 移転で きょうが ，営業 ・販売昔日門は依然と して都

心部に残らなければ商売が成り立たないと考え ている。

したが って乙の解決 1Cは，短時間で通勤できる地域 lζ 通勤者用住宅を

確保できるよ うな方法 . {71Jえば高匁道路の上 [ζ 住宅をつくる乙とも 一法

た、と考えられる。都心部の再開発も乙うしてもっと綜合的計画のなかで

の-llfl として行なわねば効果はないだろ うっ

今後の都市計画や建築 ｋ 関係する人たちには ｉｾ よる街よりも合理的に

動 く街」づくりに努力するよう望むものである、

本稿は ， 福原裕治樹 ｭ ｾ 貝が野辺氏 ｉｃ インタピ ｡ ーしてまとめたもので すが ，野辺氏 の 校関をえて ｉｕ 載 したものです。
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社 会 と 建 築 と の つ な が り

新 ら し い 地 域 の 計 画 科 学 を /

新 建 築 家 集 団 ( N A C)

I 社 会 の 認 識

1- 1  社会の認識 とは何か

とんにち「建築を通じて社会 lこ貢献する」とよくいわれる

が，その場合の社会とは，一体 どういう 社会をさしているのだ

ろう か。建築 の社会なのか，経済の社会なのか。生活環境を含

む人聞社会か。 あるいは文明社会か工業社会か・・ ・・… といった

疑問がでてくる。また，大きく，軍国主義社会か民主々義社会

か， といった論もだきれる。

大正 6 年， R 木建築協会が誕生したとき，その創設者たちは

「文明的施設の刻下念、要の問題にして萄 くも建築 lζ 関連せるも

のは ，凡てこれが研究調査をなし ， 乙れを社会 lζ 発表して啓蒙

の位立 に立たんと期す。」といった。その社会的啓蒙とはど う

いうことか。当 fI !j ，片岡安氏は 「建築と経済観」と題してつぎ

のようにいっている。

「要す るに，時代の建築は ，その当時における国民の生活状

態と恒 {ζ 並行すべきものなれば，現時のどとき経済活動の劇し

き時代 lζ は，凡ての建築がその経済的組織とま った く相一致 し

て発展するの運命を有つのは ，敢え怪しむにたらぬ。のみ なら

ず今後 ζ 乙lζ 建築の経済関係は li ! Vr 次にその色彩の濃厚なら ん と

するのである。故に わが国都市の ごとく ，過渡時代を経て今や

その改造時期 {ζ 迫れる処に ては ， 乙とさらに乙の傾向を看取 し

て， これが建設計画を樹て，その将来の発展 lζ 組婚を来すがど

とき乙となきように深 く慮らねばならぬ。吾人の恒に憂うる処

は，従来わが国の建築が一般に社会より軽視され，粗漫なる素

人観の下 lζ 盲従する技術家 lζ 侍りて経営されたる不合理なる状

態である。もし ，今後なおその状態を脱す ることを得ざれば，

わが国の文明なるものも ，所詮は，過渡時代の鶴的形相より 転

化 させる ととは できないのである。わが国現時の 状態は，あら

ゆる 方面に一大革新を要するけれども ，都市建築 lζ 関する社会

一般の思想、を向上せしむることは ，蓋 し，最大急務のーたるを

喪わない。」

すなわち ， i 粗但なる素人観の下に盲従する技術家J による

住築を排して，世界文明の流れに沿 うた「科学的 lζ 組織ある文

別都市のJ J ! 設」をするために ，建築技術者は一致して社会的啓

宗 活動をす ることだということが，その当 H寺のエリ ー ト建築家

たちの主強だったと いえる。いわば，その社会とは，文明都市

社会だったという ζ とができる。
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大正期の ， 日本建築界の興隆期にあった社会的状態を考える

と， ζ うい った主張 はまった く時代の機速にかなったものだっ

た。 と乙ろが，昭和にな って， 軍国主義の様相をおびた反動社

会に入ったと きでも ，一部の建築家をのぞいて，エリート建築

家たちはその軍国主義に抵抗を示さないばかりか，むしろすす

んで，都市武装や防火都市の建設など，その軍国主義社会 lζ 協

力するのである。 乙の例証は， ζ 乙ではとりあげない けれど，

当日守の諸雑誌をみれば，い くらでもあげる乙とができ る。

なぜ乙のよ うなことが起 るのか，社会の統動 iζ11原応して自ら

の主体性をくずし てしまうのか。なぜ反動権力 の風向きに従属

してしまうのであろうか。

建築家の社会認識が問われる のは乙乙である。どういう村会

lζ ，誰れの ための社会に貢献し ているのか，はっきりさせる ζ

とが大切だからであ る。

われわれは，決 してフ ァシズムの社会でなく ，実 lζ 民主々義

の社会を望ん でいる。乙の点の認識が第ーであ り，これは思想

である。 i イデオ ロギーの終駕」などといってどま かすこ との

できない性質のも のである 。 ζ の認識の上にたって，生活環境

を含む人聞社会に貢献す るものでありたい。

この社会の認識は ，建築技術者の主体性の確立という乙とと

無縁なのであろうか。決 してそうではな い。 ζ れは思想の問題

とかかわりあっている 。 乙のさい ，思惣とは ，単 lζ 社会思想と

いう意味だけでない。また建築の機能や造型菌だ けの思想、でも

ない。そ れは ，社会の発展法則を身に つけ ，それを空間の創造

活動や建築生産を含む建築活動とその理論までに適用 された思

想なのである。

1- 2  建築運動と建築理論 と関連して

過去の建築運動は ，多かれ少な かれ， 乙の思位、にのっとって

続けられてきた。とい うものの ，体制側の反動的な権力 に対 し

て強い抵抗を示すだけの カ畳と社会的背景はなかったし ，また

明日をになう民衆の側にたっての運動として実 っていか なかっ

た。ある 面では， その建築速動の主張は開花し たり ，ある函で

は不発 {ζ 終ってしまったり しているが，歴史的社会の認識と い

う点で，その過程は ，われわれに貴重な教訓を示している。

ｾ後 ， i 人民のための建築とは何かJ の論争にはじ まって，

いくつかの建築運動が展開されてきた。人民→民衆→入閣をめ

ぐって論争が活発になされてきた。 そして，乙 んにち ， i ゲリ

ラ的再開発」が建築運動の中心 にすえられるべきだという論

• 

• 

• 

• 
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や，空間創造の論理と連帯し た運動が必要だとの論もある。し

か し，乙乙で考えねばならぬ乙とは ， 日本の現代建築はどの方

向lζ 向いているのか という ζ とである。つまり建築理論の再評

価である。とれは ，現在，近代主義の本質はどとにあり ，その

変貌過程において どう いう様相をとってきたか。それは本 当に

建築学を全面的 に発展させたのか。それとも建築学にお ける

「建築」の不在や建築技術者の部品化をもたら したのではない

か， とかかわりあっている。造型における歪み， 創造力の減

衰，商業主義の支配，マスコミ文化 にのった スター主義建築，

未来学派的発想、に よるロ 7 ンチ シズムの虚妄等々 …・・・ そうじて

いえば，建築学における腐敗現象をど う評価し ，そのなかから

新らしい建築理論をどううちたてて実践活動をするかである。

新らしい型の ファ シズ ムの拾頭の危険はあらわれている。現

代建築の最近の腐敗現象は乙れと無縁でないと思う。乙こで

は，腐敗現象と対決して，新らしい建築科学と空間の論理にも

とづいた建築運動がまたれるととろであると指摘するだ けにと

めたい。

I  建 築 と 社 会 と の 接 点 の 多 様 性

2-1  集団と集団との関係

社会とは ， もと もと ，人と人との関係，人と集団との 関係，

集団と集団との関係をさしている。それでは ， これらの諸関係

は，建築活動ーー とくに建築の生産活動ーー とどう結びついて

いるのか。

第 1 図をみ ていただきたい。施主一一設計者一一施工者とい

う三者の間の ，人 と人との関係，人と 集団との関係，集団と集

団との関係を示 したものであり ， もっとも単純化した図式であ

る。人と人との図式のもっとも単的にあらわれる建築生産形態

は個人住宅である 。人と集団との図式では ，通常の建築物が対

応する。しかし ， 乙んにちの工業社会では ，三番目の集団と集

団と の関係が支配的となりつつあり ，建築空間 ，あるいは地域

空間形成! こも っと も対応するものである。

しかも ， ζ の集団と集団との関係には ， さらに ，第 2 図のよ

うに ，企業体と設計組織との包含，あるいは企業体と施工組織

との結合，設計組織と施工組織との結合，および企業体と設計

組織，施工組織全部一体となった型も考えられる。乙れらは，

また第 3 図のように複数の型をとってあらわれる。これは ，と

くに都市空間や地域空間の形成における集団と集団との関係に

対応される ， ということ ができる。

しかしながら ， 乙乙で考えねばならぬ乙とは ，建築空間 ・都

市空間 ・地域空間をつくるなかで・大切な要素を占めてきたの

は，以上の三者のほかに ，使用者= 大衆= 地域住民の要求する

空間のことである。したがって ，A= 施主( 企業体) ，B二設計

者 ( 設計組織) ，c = 施工者( 施工組織) のほかに ，D = 使用者

人と人 人と集団 集団と集団

第1 図 三者の相互関係

ｾｖＷ＠

＿ｾＷｴｊｾ＠
第 2図 集団と集団との関係の変形

第 3図 集団と集団との関係の複厨化

( 乙れがまた第 2 図のような変形K 展開される J

第4図 使用者= 地域住民との結びつき

( この図式がまた第 2 図のような変形!C展開される)

第5図 建築生産の流れにおける各職能の関係図
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( 大衆，地域住民〉を ， 乙の図式 lζ 登場 させなければ，現実の

空間形成の要求からずれる乙とになる乙とはいうまでもな い。

とすれば，第 4 図のどとき図式とな る。

乙んにち ，Dを含めた集団と集団との関係の解明は日ましに

重要になってきている。とくに地域開発の面ではそうである。

B = 設計組織にとって ，A = 企業体のポリシ ーの解明もさると

とながら ，D= 地域住民の要求をどうとらえる かは，欠 くこと

のできないものとなってきている。

2-2  建築生産の流れと社会的接点

つぎに ，建築生産の流れのなかで，建築と社会との接点はど

乙lζ 現われてくるのかをみてみたい。

まず，一般的にいって，ある一定の社会組織があって，そ乙

ｬζ 社会集団が住み ， 生活し ， 生産 ・ 消ｾｾが行なわれているわけ

だが，その社会生活の発展 lζ 応じて，新らしい建築空間の要求

がでてくるのは当然の ζ とである。そ乙! [ ，企画が生まれ，つ

いで設計行為 ，施工行為が行なわれ，建築空間獲得後 lζ は管理

という一連のプロセス一一乙 れを建築生産の流れという わけだ

がーーをもつわけであるが，そのプロセスの諸段階と社会生活

構造の諸側面とによって， 建築と社会との接点はちがってく

る。( 社会生活構造と建築空間と の関係 については後章でふれ

る〉

たとえば，発注者( 施主〉の種別( 官公庁か民間の大企業か

中小企業か等々一一) ，設計者の種別( 官庁営繕か民間事務所

か等々一一) ，施工者の種別( 総合か専門か等々一一) (ζ 応じ

て異った形態があ ろうし ，また 住宅とか工場 とか ビルと かの建

物種別に応じて，その接点はちがった様相をおびてくる。さら

![ ，ひとつの部屋といった最小空聞から ，ｾ洋建築 ， あるい は地

域空間といった空間の諸階位において，その接点もいくつかの

段階が考えられるわけだ。高密度社会になればなるほど，その

接点はより多様化し ，分解されてくるだろう。企画の段階で，

発注者の要求を具体化するために ， コンサノレタントとして，あ

るいは計画者としての役割が最近強くなってきていることな

ど，そのひとつの例である。

一方，社会生活および技術の高度化にともない ，建築生産の

流れの内部でも ，専門化 とともに新らしい職能がふえてきてい

る。計画という職能のほかに ，構造設計，設備設計，積算，工

事管理，保全といった職能の分化が進んでいるのは周知のと乙

ろである。また施工段階において，建材界，建設機械界，労務

者組織との関係が多層化してくる( 第 5 図〉。とのような建築

生産の流れの環のなかでの社会との接点については ，新らしい

建築生産論，または建築組織論の展開にま っととろが多い が，

との点の説明は後日にゆずりたい。

2-3  接点、 における矛盾 の指摘

乙のように ，建築生産の流れのな かのそ れぞれの職域と職能

の分野で，社会的接点が強調されねばならぬが，そのさい ，よ
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くいわれる 社会的責任という乙とに ，一言ふれてみたい 。

建築家の社会的責任という場合，通常，施主に対する責任を

いっ ているととが多い。良い建築作品をつくる乙と ，施主の企

業 ポリシ ーをよくつかみ，それを設計 lζ 生かす乙と ，設計 lζ 対

する保償制度= 保険制度を確立して，設計過失 lζ 責任をもっ ζ

となどがよくいわれる。が， 乙れだ けで充分であろうか。施主

という面だけのつながりを強調するあまり ，そのほかの集団と

集団との関係を忘れてはいけない。建築活動では ，地域住民の

要求 lζ 応え ているか，社会生活構造との関連において問題を追

求しているかが問題であり ，それを忘れた計画 ・設計は ，本当

の社会的責任を果したとはいいがたい。企業ポリシ ー= 社会的

責任は必ずしも成立しないからである。それが単的にあらわれ

ているのが， ζ んにちの大気汚染 ，騒音，交通などの公害問題

であり ，衛生，水質汚濁などの環境悪化であり ，都市美観のア

ンバランスである。

乙れらは ，建築と社会の接点にお ける矛盾のあらわれである

といえる。われわれは ， 乙の接点の多様な型態を知るととも

に，そ乙 lζ あらわれる矛盾の姿を指摘し ，施主に対しでも ，地

域住民 lζ 対しでも ，それを知らせ是正させる責任もあると思う

のである。

車 社会 生活 構 造 と建 築 空 間

3- 1  生産と建築空間との関係

建築空間，それが物理的物質の構成物であるかぎり ，その形

成は ，生産活動のなかから生みだされるのはいうまでもない。

しかし ，それは単一対応的に生産活動に律せられるのではな

、。むしろ ，人閣の社会的生活および社会的生活の指向する意

思が，生産活動を制御して建築空間をっくりだしていると巧ーえ

られる。

生産活動とは ，ほんらい ，無機物的性質のみを有するもので

あり ，それ自身で建築空間の構成過程や型の決定 l乙関与し ，規

制しうる( 有機物的〉意思は有 しないものである。

したがって，建築空間の構成過程や型の決定を考える場合，

単 lζ 生産一建築の関係ではなく ，生産一社会生活一建築という

正しい関係から把握しなければな らない。

3- 2 社 会 生 活 情 造

社会生活構造の第 l の主側面 は，社会的 ・経済的 ・政治的条

件を土台 とする階級的構造である。 ひとつの社会のなかで，ど

のような歴史的必然によって，階級そのものが存在するように

なったのか。それぞれの階級は ，どのような時間的経過にした

がって，分化 ・固定化し ，また中間屈を含めた諸階層に分かれ

てきたか。階級閉または階居間相互には ，接触 ・交流 ・対立 ・

摩擦 ・抗争があるのかないのか etc・- ・…

社会生活構造の第 2 の主側面は ，気候 ・景観 ・資源等 lζ ょっ
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• 

• 
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てかもしだされる自然 ・風土的条件と ， ζ れらを基盤として思

想 ・芸術 ・宗教 ・伝統等を総合的に結露させた文化的条件と

を土台とする民族的構造である。民族の失天的 ・後天的特性

が，それぞれ彼らの定着する自然で，変化ある文化をつくりだ

す。

社会生活構造のなかで，これらの側面が，その社会が要求す

べき建築空間を窓思決定する。生産力からの ミ入カ ミ を得れ

ば， 社会生活構造体が建築空間を， 具体的形態にととのえて

正出力とすると考えられるのである。

集約して表現すれば， われわれが見聞する建築空間の諸相

は，生産( 技術的〉水準と社会的生活構造の多様なパタ ーンの

組合せなのである。近似の条件があれば，地理的 lζ は遠隔であ

っても ，類似の建築空間が存在したり ，逆 lζ ，条件が激変すれ

ば建築空間も突然変異したりするのも ，乙の理由により説明可

能となろう。

さらに建築空間は ，その空間を要求する主体( 社会集団〉の

位階とも対応して，それぞれの位階に応じた空間が構成される

から ，パター ンの組合せは ，まったく多種多様 lζ 展開されてゆ

くのである。

3-3  パターン解明への課題

かかる多種多様な展開は， つぎのような詳細的研究によっ

て， さらに明確になるだろう。

まず，社会生活のなかでの個人的生活と集団的生活との関係

の研究である。体制維持のメカニズムとも連関するのである

が，生活の将来をどう指向し，実行してゆくかによって，建築

空間の要求像は決定されよう。

具体的には ，たとえば，住宅所有の考えかた ，間取りの取扱

いかた ，耐久消費材の充足のされかた，家族関係、のありかた，

子供の社会のなかでの教育のされかた ，おとなの社会教育のあ

りかた 巴tc …乙れらは， 単なる生産水準の上昇による社会生

活の変化と 混同されてはならないのである。

つぎに ， 要求が実現にむかつてゆくメカニズムの研究であ

る。個々の建築要求が，あるものは個人解決的 lζ 意思化され，

あるものは運動主体のなかで集団の意思として純化発展され，

それが生産力を制御して建築空間へと構成してゆくが，その過

程で，促進する条件ならびに障害する条件はなにか。たとえ

ば，権利意識としての住意識が居住空間の形成にどう影響して

ゆくかの研究は ，要求実現の高効率化にとっても大切である。

広義の 「住宅生産の工業化」問題の研究は， 乙の点において，

重要な ケーススタディであると評価されるのである。

3-4  建築空間と建築技術者の役割

われわれは ，社会生活の既存条件の統合が，生活意識へと展

開し ，そ乙から ，あすの社会が進展する乙とを ，う かがい知っ

一いる。その意味から ，社会 ・文化一般におよぶ現状の均一化

・函ー化現象は ，運動主体( 反体制) 側からの意思によるもの

でないことに注目し ， ミ一億総画一化体制ミへの無批判な従属

は避けなければならない。

Eさらに ，アクロパット的 な反函一行動( 形態的には画一的で

はなく ，むしろ珍奇であるが，本質的には画ーの範略から脱 し

えないもの) は厳しく戒めなければならない。形態だけの斬新

を求めて，社会生活のされかたをあとでとりつくろうような建

築 ミ創造ミ姿勢は批判されるべきである。アイ ロパット主義者

の発言 ・行動は ，畳としては小さく ，また ，実現性を有 しな い

ものもあるにもかかわらず，社会にたいして大きく影響し ，現

実逃避~責任回避のム ード をまき散らすからなのである 。

社会生活構造と建築空間の関係を正しく把握し ，社会に責任

ある貢献をする乙と ，と れが，われわれ建築技術者 lζ 課せられ

たひとつの大きな役割なのである。

3- 5  経済空間と地域空間

以上，社会生活構造と建築空間との関係についてのぺてきた

が，乙乙で，ひとととつ け加えたいのは ，建築空間が地域空間

として把握されねばならぬときには ，社会生活構造との関連の

ほかに ，その背後にある「経済空間J との関係について，正し

い把握をしておくととである。

乙の経済空間は ，すでに欧米において，地域経済学の分野に

おいて，用いられている概念であるが， 乙れは 三つの概念に よ

り構成される。すなわち ，第一 lζ ，同質空間または均等空間 ，

第二 lこ，分極空間または結節空間 ，第三に計画空間である。同

虚子空間 とは ，類似の同質地域( たとえば農業的地域や同じ所得

水準の地域) に対応し ，分極空間は ，都市をひとつの極とする

相互依存の地域に対応する 。いわば分極空間は ，財，サー ビス

の交換の行なわれる空間であ り，同質空間の均一な自給自足的

空間でない。商工業の行なわれる都市圏という地域に対応する

といえよう。 ζ れら二つの空聞に対 して，計画空間とは ，定め

られた目標に従って開発されていく地域に対応する 0 ・いわば，

将来の予測計画をもった地域空間といえる 。

乙の三つの経済空間と地域空間との関係を一応乙 ζ ろえ て お

かねばならないと思う。乙れは ， ζ んにちの交通問題や流通問

題との関連を知る上に有効だからである。ただし ， 経済空間

が，独 占企業の地域進出，政府の総合開発や新産都市建設と関

連して ， r地域開発J の名のもとに利用され，地域空間として

呉象化されているものの，そのことが，現体制のもとでは ，都

市化問題，交通禍 ，公害，生活環境悪化の問題などかずかず. の

矛盾をうみだし ，地域住民不在の空間形成となっている 乙と も

見逃しではなるまい。

われわれは ，経済空間一一地域空間という関係を，地域住民

の立場 lζ 立って，地域要求とそれを実現するための民主的な地

方自治の確立と関連させて， 正しく把接 して いかねばならな

い。つぎに ，それでは ，地域要求と建築空間 との関係について

みてみたい。
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lV 地 域 要 求 と 建 築 空 間

4-1  地域住民と地域要求

われわれが地域住民の建築要求を検討す るとき ，まず問題 と

なるのは豆地域( 社会〉ミをどう 把えるかであろ う。

た とえば，生態学的な把えかたがある。 乙の立場によ れば，

地域の構成を単純化し ，分析を容易に しようと する 。し かし ，

乙の方法は，現代社会 とは異質な ( 次元が低いだけでなく て〉

未聞社会I r. モ デノレを求めようとして，論理のすりかえにおち い

るお それがある。

また，地域を機能主義的 lζ 把え ようとする 試みがある。 しか

し， ζ の方法も ，その地域 lζ 属する人間の要求を機能性 lと即 し

て構成しようと す るため ，地域の有機的 ・立体的構造，ある い

は歴史的経過にもとづく 必然性を見お とす可能性がある 。

いずれに せよ， 乙れらは地域内部に おけ る， もし くは他の地

域と の相関 ・相互依存を統合側面的! と重視 して，表面的 [ζ 観察

するにとどめるの あま り，その地域( 社会〉が内部的 ・外部的

lζ 保有している要因に よって，それ自身が動的に変化 しよう と

する解体的側面を軽視 しよう としている。

くりか え して いえば， 地域社会の メカニ ズム そのものの欠

陥，技術的 な問題点お よび疎外さ れた人間 ( 集団〉 などを病理

的にのみ追求しよ うと する傾向を 強調 して，地域住民を小市民

的現状享受の方向に誘導し よ うとする傾向。 ミ大衆ミ とは ，ほ

んらい受動的 ・情動的で あり ，体制の構成部分であるべきだ と

規定づける傾向 etc ーがある とい うζ とであ る。

した がって，乙れらの傾 向のなかで地域社会をみつめる かぎ

り，地縁的 ・血縁 的 ・機能的その他もろもろの契機をも って形

成されている集団は， 体制内の組織 とし て編入され，その結

果，必須の地域要求すら埋没させられよう。

形成の契機のいかんを問わず，集団には ，それぞれの基盤 ・

構成員 ・主張 ・力畳な どに応じて，それらの 具体的表現 とし て

の 「要求」をもっ ている はずである。も し要求をもたな い集団

があるとすれば，それは体制の怠図にそうかたちで，要求が潜

在化 ・埋没化されている と解すべきであろう。

それで は，乙れら諸集団の諸要求のほとんどが，なぜ具現化

しな いのだろうか。そ して，具現化し た稀有な要求例は ，どの

ような経過をもっているのか。 ζ の問題を解明する ために，地

域開発一地方自治の現状を看過する 乙とはできない。

4- 2  生活基盤 と地方自 治

i .一地方住民の日常生活の函をみれば，地方税は高いが，安

い公営住宅は少なく ，工場公害，都市公害の ため，生活環境は

騒音 と汚染で急激に悪化し つつある。道路を歩くのに危険であ

り，学校は教育するのに施設が老朽 しており ，要生活保護者は

保護の期待を裏切られ る。

しかし ，他面，地域開発，工場誘致の ためには ，工場敷地の
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造成，水道，下水道の建設，道路，港湾施設の整備などに ，地

方債を起 乙してまで，地方税や国庫補助金な ど多額の経費がつ

ぎ乙まれた。 現在，地方行財政は ，住民の生活基盤よ りも，大

企業の産業基盤の整備に 重点を指向 している。 … … J ( 中央 と

地方 ・杉村敏正 ・1967年 3 月 1 日 ・朝 日新聞〉

乙の指摘の とおり ，明治産業革命いらい ，わが国の歴 史は ，

生活基盤を犠牲に した E 先進工業国への道ミの歴史であっ た。

乙の間，国権主義的 ・中央集権的( 政策遂行上，明治新政府 は

ドイツ系法体系 を移入し ， ドイツ 的自 治理論も 移入したのだろ

うか) 政治体系は ，根強 く地方 lζ 浸透 してい った。

今次大戦 lζ 敗戦 して，われわれが，天下り的ではあったが，

得たものは ， 英米式地方 自治意識であ った。 しかしながら ，

「民主主義の小学校」といわれ ると の貴重な地方 自治意識 も，

定着す る時間を与え られないう ちに 「行過ぎ是正」されてし ま

った。土着的 ・伝統的土壊の 温存( わか りやすくい えば，地方

自治に ついて有力に発言 しうる階層の不変動一継承) も自治意

識の旧態への復原を容易 ならしめた ようである 。

それだけでな く，1955年以降，現代社会体制にお ける「地方

自治 Ji 地域」の意義の変貌は， さらにはげ しいも のとなった。

4- 3  地域の変貌 と地方 自，台

現体制下における 技術革新の波は ，企業規模のより増強 ・独

占のより進行 ・資本と国家権力と のより結合をう ながし ，圏内

段階はもとより ，超国境段階のスケ ーj レま で，その領主主を拡大

した。

ζ のことが， 乙れまで，個々 特殊的 ・自己完結的であった地

域の性格を喪失させ，地方性を破壊した。

均質化過程の進行 ( くわしく表現すれば，現状の段階では澗

密的ではなく ，等質的なものの拠点的 ・対応 的配置) は ，いわ

ゆる「過密過疎」現象をひきおこした。そ して，拠点地域とそ

の周辺地域との格差の拡大，地域連帯感の分断，地方の中央へ

の依存へという内的要因は ，良村の地方中小都市への従属 ・中

小都市の過大都市への併呑を外面化した。

乙のほうが，地方自治体 ・地域住民ぐるみで、独占企業へ貢献

させるより有利な手段 と判断されたのであろ う。

不可避な側面をもっとはいえ ，広域行政は， さらに進行され

ようし ，広域行政化により地域住民と地方 自治体 との断層はよ

り大きくひら 乙う。 とうな れば，地域住民の意思にもとづく住

民のための自治は ，全面的 lζ 後退せざるを得ない。乙乙 lζ ，地

域住民からの地域要求具現化の困難性が感覚 されるのである 。

しか し乙れでよいのだろ うか。

4-4  地域要求の組織化

われわれ建築技術者は ，建築そ の ものが生産 される過程にお

いて，社会と建築のつながりかたを正しく 把短す ることは当 然

の義務であ る。し か し，そ ζ にとどまらず，建築空間や地域空

調が地域住民から要求される過程!とお いても ，社会と建築との

• 

• 

• 

• 



• 

• 

• 

• 

望ましい結節がはかれるよう ，努力 しなければならない。

地域連動を ミ習慣的 E な反対運動から脱皮させ，要求運動へ

ともりたてなければならない。

地域住民の意識の底から ，地域の建築要求を顕在化させ ，住

民運動と して組織化するのは ，おおむね ，政治家の責任と思料

されようが，地域要求をうまく誘導し ，具体的な要求と して集

団のよりど 乙ろとなるだけの建築技術的裏づけは ，あきらかに

建築技術者 lζ 課せられた ，そして怠るととの許されない義務で

あろ う。

地域 lζ は， もろ もろの既存組織がある。自然発生的な土着集

団，一律規制的な官製集団，意識構成的な任意集団 etc・- … こ

れらのほとんどは ，体制補強のメカニズムとしての役割をはた

してきた。だが，運動の側からの逆組織化は可能である。生 ワ

クチン要求を機会に活性化した婦人団体，高校全員入学を求め

て大同団結した P T A協議会， じんあい焼却場設置反対に立ち

あがった日赤奉仕団 巴tc. 一… 既製の団体が，運動の母体となり

うる乙とは実証されて いるのである。

むしろ ，注意すべきは ，地域住民の当初の要求フォ ームを す

りかえさせない乙とである。また ，既成の地域組織は ，がんら

い上意下達を体験 した ミ両刀の剣主であるから ，上から の押 し

つけをつねに h 自発的ミ住民要求であるとの幻想におちいる乙

とは警戒しなければならない。

なお ，以上の既存組織以外 lζ 民主的社会集団があり ，地域政策

( 地域要求) をもって斗っている。たとえば「ポス トの数ほど

保育所を」の要求を含めた地域政策をつくりだしつつある。

われわれは，より多面的に ，より多包含的 lζ 地域要求の組織

化と地域政策の建築的形象化 lζ つとめなければならない。民主

的な社会集団の統一行動から民主的な地方自治政治の確立過程

へという展望をふまえて，広範囲な支持を得て，建築活動をす

る乙 とが，地域住民の建築要求の具現化をより確実にする方法

だと考えられるのである。

V  新らしい 「地域の計画科学」

5-1  地域の計画科学の起点

われわれは ，本稿で ミ社会と建築のつながりミについて の解

明を試みてきた。

しかし ，各視点、における解明は ，断片的であり ，問題点の存

在を知る程度にとどまった。 したがって， 乙れら断片的解明

は，本新j の段階では集約しても ，総合性をそなえるものではな

し将来にわたる研究の積みかさねの必要性が認識された。そ

して ，問題の本格的解明のために ， 新ら しい「地境の計画科

学」の確立が要請されている。

地理学におけるひとつの定義によれば，地域とは「ひとつ，

またはそれ以上の特質について同質性ないし斉一性が存する境

域内の区域」であるという。

しか しながら ，古典的といえるこの定義のもとに ，現代にお

ける国土は ，地域と他の地域とに特定できるであろ うか。否で

ある。われわれは ，いま ，想起するままに数個の現象を例にと

るだけで， 1地域」が地理学の範暗にとどまらず，地域は相互

に依存 し，交流し ，分業していることに気づく。すなわち ，地

域とは ， もはや単一の分野の科学では扱いうるものではなく ，

社会科学 ・人文科学 ・自然科学各分野の科学者の協働により ，

はじめて扱いうるものに変貌して いるのである 。

そ乙で，われわれは ，戦後のわが国における「地域開発」の

略史をたどりながら ，地域というものの変貌を浮彫りにして，

問題のありかを指摘し ， もって「地域の計画科学」の起点を示

唆して いきたい。地域科学( リ ージョナノレ ・サイエンス〉は第

二次大戦後，欧米で研究されはじめたものであるが，その直輸

入でなくて， 日本の風土的条件，社会的条件，歴史的条件，生活

構造にあった「地域の計画科学」として発展させねばならない。

5-2  戦後わが国の地域開発

わが国の経済を，戦後の低迷混舌Lかる蘇生させた重大な契機

は，朝鮮戦争とそれによる特需であった。おどそかなる独占の

復活一一そして1950年代後期の「高度成長期」への突入一一乙

の時期は ，即効的経済効果が企図されたため ，成長業種が市場

立地性向を示し ，既存の大都市周辺に工業が付加集中された。

それに伴う 2 次 3 次産業の大都市への集中 ，いわゆる地域較差

の拡大，大平洋ベ J レト地帯: の形成の時期であった。

しかし ，1960年代の前半には ，大都市周辺の地価高騰 ， (未

開発地域に比較しての〉都市労働賃金の上昇等も原因して，

「地域較差是正」の反省期にはいった。

「全国総合開発計画J (1961) ，1低開発地域工業開発促進法」

(1961) ， 1新産業都市建設促進法J (1962) 乙れら一連の政策

遂行の結果は ，おおむね重化学工業と鉄鋼に偏した金融系列別

の重複投資であった。

各企業は ，企業利益を優先するのあま り，シェアー 競争に う

つつをぬかし ， ミ 地域開発と地域利益との ｾｉＺＺ 述関性 ミ を露呈さ

せた。 1国土利用のあるべき姿」の柔到が，いみじくも ，地域

科学の発揖をうながしたのだといえよう。

最近になって，ょうやく企業( 工業) 誘致が，地域利益とは

無関係であ り，むしろ地方自治体の行財政を圧迫するものと知

られてきたが，新産業都市ブームの時期にあっては ，企業誘致

ζ そが地域の繁栄 lζ つながるものとして，地域開発案( 地方計

画) が競 って策定された。

しかも ， 乙れらは ， 自己完結的な窪済循環を幻想していた。

属地主義計算の生産所得と ，属人主義計算の分配所得との問の

ヨ]t離が， 当然具体的事実として設計: 二出現するで・あろう乙と

を，パ ラ色の夢が隠蔽していた。

原料は海から搬入され，製品! 立鉄道で直接搬出され，地元関
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連産業は育たず，労働力の地元調達も少し法人税は本社所在

地で，固定資産税は 3- 5 年の減免，まき散らすのは公害だけ

という公式的実例が，各地で地域住民 l乙実感された。

乙のことは ，新産業都市の総花的指定とあいま って，地域政

策の実質的不在化( たとえば全国総合開発計画の拘束の喪失〉

へと進展するのであった。

5-3  地域の変質・広域化

きょ うの地域は ， きのうの地域ではない。社会 ・経済機構の

急速な高度化は ，地域を特化し ，分業化した。概観すれば，等

質的なものの拠点的 ・対応的配置を核とする地域構成であって

も，内容的 {ζ 精査すれば，各地域にそれぞれ異質の( その地域

の特性 lζ 対応した) 性格をもつものなのである。

このほかに ，地域規模の拡大化， 自己非完結性化の傾向があ

る。技術革新時代の ζ んにち，r 地域」が府県境界のカベを突き

破ったのは事実である。しかし ，ζ れをとらえて，明治期以来の

行政区画を統合して，府県合併 ・道州制設置を唱えるのは早計

ではなかろうか。反射的な単純論J ! I 1 は危険である。現在の条件

のもとでの「広域行政化」は地方自治をより束縛し ，中央集権化

をより強化するのみであろう。民主的な地方自治の確立の上に

たって， 乙の広域行政の問題は考えられていくべきであろう。

ζ のさい ，現状分析にとどまらず，若干の展望を述べるなら

ば，各地域は ，全国土的視野にたつ合理的配分にも とづいて，

地域の役割を予測し ，規定づけたうえで，地域住民の民主的な

発言 ・支持 ・協力によって . 将来の地域が計画されるべきであ

ろう。そこには ，地域間落差を利用した潜在的地域エネルギー

のt京都はあり得ず， コ' クつぶし開発による国土の荒廃化も防止

の方向にむかうであろう。乙のためにも総合された科学として

「地域の計画科学」の理論的哀づけが必要である。

5-4  地域の計画科学と建築技術者

最近，建築家は都市づいているといわれている。事実，その

方面で 7 スコ ミうけしている建築家も数多い。だが，建築その

ものの累年的大規模化をもって ，都市問題 lζ 関与する発想は誤

りであろう。

そうではなし建築空間が社会から要求され，創造されてゆ

く過程で， 都市問題 ・地域問題( 社会的 ・経済的諸問題の葛

藤) が無視しえない問題であるゆえに ， われわれ建築技術者

は，それらの問題に関与するのである。建築技術者が関与でき

ない段階で ，決定された大綱の枠内だけにおける抵抗だけ K 終

始するのではないという怠味である。

したがって，単なる現勢延長論で合理論的裏づけのない未来

像や，また ，かといって，そうあるべきだという思怨的主張でも

ないミ未米学派ミの提案の罪深さは ，立められるべきであろう。

未; j とにことよせての現状維持主義，現実逃避のため E 科学ミ

尊重主義，機械文明( 過大期待) 没頭主義は ，厳しく戒められ

るべきであろう。
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乙のよ うな発想や，先述の「地域開発」では建築空間 ・地域空

間をよりよく地域住民の要求に と以 た 空 聞 に す る 乙 と は さ警

ないと考える。われわれが，計画空間の科学とし ての「地域の計

画科学」の必要性を提起するのも ，r空間の論理」をよくつかみ ，

よりよき建築空間 ・地域空間形成 lζ 役立せたいからである。

地域要求とのつながりにおいて，われわれ建築技術者のやら

なければならない役割はいろいろある。そのひと つとし て，地

域の将来像のプランニングにおいて ， r極楽図」と「地獄絵」

の提示は必要と考える。 r極楽図」とは ，地域の計画科学にも

とづいた形象化であり構想計画である。また運動主体である地

域住民の斗いとるべき目標である。これをよりよい地域空聞に

するための「プラス型のプランニング」といってもよい。乙れ

に反して， r地獄絵」とは ，地域の計画科学の分析から指摘さ

れる矛盾の形象化であり ，生活様式の変化や内容の多様化でと

りつくろわれた新らしい型の窮乏の姿の形象化である。また支

配階級のなすがままにまかせた場合の荒廃の極を示すものであ

る。乙れを「マイナス型のプランニング」といってもよい。

われわれは ，地域要求( および地域政策) を生きたものとす

るために ， 乙の両方のプラン ニングを勇気をもって，体制と対

決する運動側や地域住民 lζ 提起する必要があると考えるもので

ある。

VI む す び

わたしたち新建築家集団は， r建築を社会の発展とそのつな

がりのなかで正しくつかもう」というひとつの綱領をもって活

動している。今般 ｾＱｊ 会と建築とのつながり ミ を考えるにあた

って ， r社会と建築特別部会J をもって，社会の認識，建築と

社会との接点， 社会1 : 活構造と建築空間， 地域要求と建築空

間，新らしい「地域の計画科学」の問題について討論してきた。

まだまだ本格的なものでなく ，建築と社会との接点や建築創造

の論理，空間の論理についてもつつ乙んで言及するとともでき

なかったし ，時間的余俗もないままに ミrl-' 間的なまとめ ミにな

らざるをえなかったことを残念に思っている。

しかし ，わたしたちは ，明日の明るい社会をめざして，地域

住民のための建築空間をつくりだしたいとねがっている。それ

だけに ，最近の国土の荒廃化! こ反対して，住みよい都市や地援

を建設するための，新らしい「地場の計画科学」を ，建築科学，

土木科学，社会科学，地峡科学などの専門科学者と地域住民と

の協同総合的な交流によって， うちたてたいと強く念願するも

のである。

なお ，本稿の討論 lζ 参加した人は ，岩本尚三，上村ー，川下

晃正，畑中成雄，広原盛明 ，松井昭光，三輪泰司 ，向井正也 ，

j ] 仏ヂ (50音順 ・敬称略) で，そのまとめを ，松井と岩本が分

担したものである。もちろん文責は乙の両者にある。
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ア ン ケ ー ト

わ が 日 本 建 築 協 会 の 将 来 の ビ ジ ョ ン

わが何本主主築協会は" * 年をもちまして 50周 年 を 迎 え る こ と に な け ま し た 。

j'i IJ 1 L 当初の「慾築を通じてネ士会に貢献する j と い う 精 神の む と に 、 後 築

w - のあらゆる分針の人々を包含して、 F 般十 1-- ｾ 会に対しても、あるいは主主

築 界 に 対 し て も 働 き か け て ま い り ま し た 。 しかしながらごノktl l の 上 う に

終済、 社 会の発展や建築界のずと l援にともない、いろいろな条例亡がいちじ

るしく変化し、発展成長をとげようとするｉｬ［ｾ代に対処して、わが日本建

築 協 会 も 大 さ く 脱 皮 党 燥 し な け れ ば な り ま せ んの そ の た め に 11 本律事長 ttll

会はどういう Ｉｪ 向に活動す べ きか 、 そのためにはどういう会 ｬｈｾｖＮ 成なり

組 織 が 必 要 で あ る か 、 あ る い は 作 会 に 対 してγI 献すると L 寸 村I神 を い か

す に は ど う す れ ば よ い か ・・・ ヤ1; 々 の ビ ジ ョ ン を 37・えることが大切になっ

てまし、 りました 。

ア ン ケ ー ト わが日本主j t ; 築協会 の将 4とめ ビ ジ ョ ン

.  ｾキオとの ＱＱ 在ｽ司 ｊＯ ま約 Ｑ (J ij 工- 201f-I去の姿を忽! 定して下

さi L r;f . { 存妥‘ "，ですが、 11与WJ は こ た わ ら な く て

もキ，' ; I- NJ です 。

・内 容 は がI社会的i i 1i !li ) J のあり方 、会 H中il p攻 、 組 織

の あ り 万 、 士、j 住宅長治! i! i!Ji 1) のあり )j . • ーー 守 、 !司社 l

に お か き 下 さ L 、。

・ ｦｬｬ［ Ｑ 人 ＨＱＧ ＺｊｾＧ児でむ、あるいは会対グル ー プで斤 ｌ 後

さ れ た え ま 比 で も さ し っ か え あ り ま せ ん。

'j - 数 800' 0 ていど

上 記 ア ン ケ ー ト を 、 会 勢 委 員 会 委 員 、 会 員 グ ル ー プ 世 話 人 、 各 支 部 長 ら

93名 に お 願 い し た と こ ろ 、 別 掲 の 18 . s e より原稿 を い た だ き ま し た。 掲 載

に 際 し て は 、 何 ら か の ま と め を し た 上 て'掲 載 し た い と も 考 え ま し た が 、

ま だ ま と め と い う 段 階 で は な い の で 、 順 不 問 で す が、 と り あ え ず 、 生 の

ま ま 掲 載 し て 今 后 の 参 考 資 料 と し た い と 患 っ て い ま す。ただ、見出し ( 表 ，

題 ) は 編 集 の 方 で つ け ま し た。
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ジュニア委員会と シニア委員会

安井建築長計事窃所 山
本 純 孝

関西 lζ は建築関係の団体が主なちのでも六つもあり ，それらがほぼ類

似した活動を行なってお り，また会員の顔ぶれもあまり巡っていない状

態である。しかし日本建築協会はこれるの中では建設，設計，学校，行政，

m気，管工，建材など悠築に関係のあるすべての部門から会員が参加し

ている点，また建築の実務的な面 {ζ 活動の ウエイ トがおかれている 点が

他の団体 lζ 対して特徴といえる 2

今後建築協会が大きく発展してゆくためには従来からの特徴を極度! こ

活用した方針で進むべきである。具体的な一つの提案と しては委員の構

成を年令的 !ζ 2 つの庖 {ζ 分割し ，職歴10年前後のジュニア委員と各職場

で指導的立場に在るシニア委員とを各部門から選出する 。まずジュニア

委員会は各自の職場や分野で逝遇している問題点を適出し一定の テー マ

のもとに問題の提起ないしは解決策の検討を行なう。次11:シ ニア委員会

はこれを受けとめて建築界の内部あ るいは外部の一般社会に向って強力

なアクションを起し解決を計る 3 建築界の各部門の内部 IL偏在している

情報なり思怨なりを鋭く交換検討し合う場であるジ ュニア委員会と ，社

会的 IL 大きな行動力を持ったシニア委員会との 2 つの歯車がうまく噛み

合ってゆくととによってわれわれの自の前にある問題の室長っかは解決さ

れる乙とであらう。建築法規の改正，建築科学生の教育の問題，施工設

備材料 lζ 関する新技術の開発. 建設産業の合理化など一個人は おろか一

企業体でも容易に処理できな い問題を建築協会の乙のような機能的な組

織が会員相互の利益のため，また一般社会の繁栄のため一歩一歩解決 lζ

導いてゆくときに ，同時に協会の飛躍的な発展も実現されるのではない

だらうかつ

2  

社会の要求に応じられる

日本建築協会技術BANKの提案

民

間 貝 庁 猪 沢 徳 宏、

「社会が私共 lζ 何を要求し ，何をし てくれるのか」を問う前に私ども

日本建築協会の会員一人一人が自分は社会に対しどのようなととができ

るかを謙虚に考えたいと 患う角

現代社会は非常に専業化し分業化してきているので，私ども( 建築に

関係する 総ての専門家を総称して〉 に対する社会の要求に専門化された

内容を極めて 適切に提供せねばな らぬでしょう。幸い日本建築協会の

「建築を通じて社会の要求に貢献する」という創立精神と ， I建設を通

し: i 1 ! 紫し，協力し合うある ゆる業種の綜合団体J という唯一の利点を生

し社会の要求に応じら れる日本建築協会にするために ，私は「白本建築

協会技術B A NK J を提唱する=
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これは会員一人一人の最も得意、とする技術を( 各自が必ず待ち合せて

いる ものだ) 日本建築協会技術 B A N Kの口座に登録預金する。 ζ の登

録預金された技術は各専門部別 11 : 分類され3整理されていつでも 引出しや

すい形で保管されるととです。乙れを協会会員の総意、により次のように

運営したいと恩う。

(1) 技術共済制度 技術アップ経営合理化の技術診断経営診断などを依

頼により行なう業務( 有料〉

(2) 技術の貯蔵，貸出，支出制度技術の乙とならば協会にすべてが貯

蕨収納されていていつでも閲覧，貸出支出できるような形態をとる

( 有料)

(3) 新技術開発センタ ー 有能な技術者が会員にあれば研究資などを助

成し保護する

(4) 技術教育セン タ一 実務技術の教育を定期的 lζ 開催し青年建築家の

育成をする

以上のような日本建築協会になる乙とを，私は将来のビジョンとして考

えています。

3  

社会と人間環境の土壌の改良へ

国鉄大阪工事局i I ! 築諜グループ

石 )  11 久 男

私共のグループは ，ほとんと、の人が学会の方に も加入しており ますの

で，協会のビジョンという点についてら ，学会との対照において考えて

みたいと思います。

学会の役 割は， ｾ築学の学術的ポテン シヤノレを 高錫する ζ とであると

いう言に より ，ほぼ総指できるように思います。と乙ろが，私共のよう

に日常きわめて実際的な仕事をしておりますと ，結局その現実にまさ乙

まれ，技術的な勉強がおろそかになり ，また勉強するにしてもパラパラ

の知識を詰めとむだけで，群盲が建築という巨大な家を撫でている感じ

がl 、たします。そのような私共にと って学会の活動や機関誌は，原理

的，高踏的であっていささか隔靴掻痔の感を免れ得ないのであります。

協会11 : 望むことは，とのギャ y プを埋めてゆく 活動を行なって欲しいと

いうことであります。越築界全体の動向を伝える ζ とと発展してゆく建

築技術を一度パ ラパラ にして，それに肉付けを与えて提示すると いう触

媒のよう な働きを行なって欲しいと願っております。

また，私共のような組織に属しておりますと，現在の挫築ジャーナリ

ズムのあり方に関していささ か不信の念を抱かずにはおられません。確

かにピラミッドの頂点を高めるのは必要な乙 とですが，建築において常

lζ 先行し ，重大視されるのは，建築オ ンリ ー，現実ベ ッタリの商業主義

の観点であり ，現実の社会との関りという点はほとんど考え られていな

いように思われます。万国博の計画段階においても，地につかない建築

関係者の独走ぶりが伝えられています。パラ色の雲を追ってそれを実現

していく ζ とは必要なことであり ，結憾なととでありま すが，残念なが

ら，現状では一般の人々は建築というものをそれほ ど重要視 している よ

うには思われません。 ミ衣食住ミの言葉のζ とく ， ミ住ミとは確かに不

可欠の要素でありますが，それだけに低次のものでも間に合せがきくと
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• 

• 

• 



• 

• 

• 

• 

いう商をもっているように思います。戦時中 ICバラック小屋で菜っぱ入

りの雑炊を喜んで食べたように。

社会および人間の環境の構成というととが，建築の根源的な意味であ

る以上，社会との関連はきわめて密接なものであり ，建築は社会という

土域KI 咲く花にたとえる乙とができるように，思います。美しく大きな花

を咲かせるためには，土岐を改良してゆかなければなりません。協会の

果すべき役割は，美しい花を突然変異によ って作る乙とではなく ，土境

改良という地道な面において作るという活動にあると思います。現在に

せよ ，将来にせよ ，協会 lζ 対して期待することは，乙のように建築を人

間活動の総体の一環であるという鋭点に立って，社会を， そして私共を

啓発してゆく乙と ，建築界の動向を広く内外に伝えてほしいということ

であります。

こうした基本的な姿勢が定まっている以上， ビジョンもおのずから明

かになってくる乙とと思います。いささかアンケ ートの主旨lC添わない

面もありますが，協会のあり方という点から ，現在の注文と将来の展望

めいたものを書いてみた次第である。

4  

建築の社会的使命一生活空間の創造

日本住宅公団大阪支所会員グループ 島 村
昇 ・ 山 根 勝 利

「建築を通じて社会Iζ 貢献する」と いう当協会発足の精神は50周年を

迎えた今日 ，あらためて認識しなおさねばならない非常に重要な時期に

きている。

明治 l∞年といわれる今日 ，当日本建築協会はその半分の年月を日本

社会の発展と歩みをともにしてきた。つねに 「建築を通じて社会に貢献

する」という精神のもとに。そして，乙の貢献の集積が社会にどのよ う

な働きかけをしてきたかを今一皮，そして今それが社会に対してどのよ

うに作用 しているか，将来どのようなものでなければならないかを，ふ

り返りみつめ考えねばならない 3 また，現代の「都市」はそれを強いる

のである 。乙れは建築家の社会的責務である。 ζ の社会的責務の上にた

ってこ そ. til ζ 社会への貢献という乙 とがある。

将米のヴィジョンと いうものも ，乙の社会のすすまねばならない方向

においてしか存在 しないし ，またいかなる建築家の集まりも ，ζ の方向

iζ 向わねばなら なし、。建築の社会への貢献とは，すなわち生産，消費を

含めた人間の生活のための空間を創り出す乙とである。とすれば，建築

の社会的使命は全国民的な視野にたって考えられねばならないものであ

る。従来の意匠，構造，計画，路工などは主として主導体の建築をとり扱

い，その上での発展過程をたどってきた。そして，それはその限りでは

社会 lζ 貢献してきたし，今後も貢献するだろう。 しかし ，乙れらの単体

の建築が，いまではわれわれの生活空聞にどのような作用をしているだ

ろうか。今日の「都市問題」はこのような単体の建築の集会したと乙ろ

に生じている。乙れらの集合を「飯合機能」というようなそうしようで

とらえているけれども ，ただ諸機能の単体が集合しているにすぎないよ

うに思える。とのようにしてわれわれはますます複雑化，拡大化するで

あろう都市空間を前!C して，単一の建築がもはやそれ自体で自己完結民

な存在としてはありえない社会性をおびていることに深く思いをいたさ

ねばならない。

「工場J は生産の場であり ，われわれの生活を豊かにするものである

という自明の理が現在ほど歪んだ乙とはない。 ζ のよう な観点から都市

とは，住宅とは，われわれの生活空間とは，どのように なければな らな

いかなと‘ の重大な問題についての検討，批判，活動の場であ って乙そ当

協会の「社会への貢献」の精神が生きるものと信ずる。それ故K . 乙の

ような検討，批判，活動の場としてだれもが自由に参加でき ，発言で

き，また活動でき ，その中から其 lζ 国民のための建築が生れる基盤とな

ることが将来のヴィジョンでなければならない。

まずは，ひろく一般会員の発言の場であるために誌面を開放し，自由

な怠見交換がお乙なわれる乙とを要望したい。

5  

各団体の提案を共同で、解決へ

大阪工大建築学教室会員グループ 山
本 耕 一 郎

「人の運命はその人自身の手にあり」 といわれる。協会の将来は ，協

会自身即構成会員の各自の協会への関心の滋薄により ，発展もし消滅寸

前にもなりかねない。と乙ろで現在は，たかが赤字を埋めるため，会員

をむやみにふゃそうと内外とも懸命であるが，己れの体裁をかま ってと

か，義理 K とか云々のためでのみ会員が増 しで も，真lζ 将来の発展に役

立つであろうか。生めよ増せよと した事が，果して国のためになったで

あろうか。皮肉にも現在は生むな滅せよ，である。もちろん，協会の場合

無限に会員が増すとは考えられぬ，が. : t ¥志の通じあった，また，通じ

あえる人員で構成されている会ならば，人員の多少にかかわらず，発展

もするであろうし ，より価値ある存在となり得るであろう。むやみ に人

員数を増 しでも，必 らず しも赤字解消になるとは限らぬ。正会員ではな

いが，会費滞納者が数の増加につれ多くなったという逆要素も生じる。

協会の発展を人海戦術でのみとするのは， 余りにも考えがなさすぎ

る3 協会がある怠義は何か，乙れをハッ キリいえる会員は恐らく少ない

であろう。それは，協会と名がつきながら ，協同して協力して協栄する

会ではないからである。事業は，小は見学会から ，大は海外視察，講演

会など，すべて，天下りである今建築上の難点，雨仕舞，クラック ，塗

装淘! の変色などがあっても ，それを会員の共同で，解決しよう とはしな

いのではな い か。たとえば上記の難点など ， コストさへ＿ｾくすれば解決

できる といって，すましている輩は . rより安くより安全に」する乙と

を社会のためとは考えぬのだろうかつそうした異口同音に出た問題点

は，各団体から出した代表者の討論，調査，研究κ より解決してゆくよ

う協会が，呼びかけ ，援助し ，発表 してはどうだろうか。一社でなんで

もできる巨大企業な らいざ知らず，協会 lζ 入っている限り ，その研究に

参加でき ，その成果をひとしく使えるとあっては，少々の調査資 とか，

援助費とかの出資を惜しむ企業があるだろうか。従来のごとく ，単に専

門団体の研究，または ，個人の研究の経過，結果を機関誌に載せている

だけでは . { 也の会のそれと少し も変らず，そのよ うな点では，他の会の

方が，ずっと優れているのは明らかで，当然協会は色あせるに決ってい

るコ発展するととは ，対決して相手を倒す事ではなく，己れの行く道を

然と定め ，それK 沿って着実に歩む事である。他人の人其似では，一向
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IC進まない。

提起された諸点は，一年二年で解決できなくとも ，そ乙は，会員であ

るよしみ，気長く ，励まし . 10年でも 20年でも続行させるだけの寛容さ

が必要ーである。当然，結果の良悪により喜怒哀楽すべきではない。協会

の会員は ，男であり ，紳士であり ，淑女であるなら ，な IC も呼びかけな

くとも ，門をたたく者，数多となるであろう。社会には， ζ うした形に

て奉仕させていただくのが協会の其の姿と願いたい。

6  

Archi  tectural - T o  wnの ビ ジ ョ ン

大阪市交通局会員グループ 谷
山 昌 之

最新デザインの建築物が並ぶ交通至便で，閑静な郊外lζ 落ち る日射し

をーぱいに受けた芝や木々の緑が，心身共 lζ 安 らげてく れるとの地域に

は，日本建築協会の前進と して注目をあびている Ar c hi tect ual- T own

がある。とのなかには ，まず協会の一切の事務を行なう 事務所をはじめ

として，講談室，実験室，図書館，会誌の編集室，印刷室およびレクリ

ェーション施設などが建ちならび，協会員のために開放されており，自

由に使用できるように なっている。その他 lζ も，一般市民のための建築

コンサルタン トもあるといったぐあいである。

議議室では，専門の講師の他 IC. 権威ある大学教授などを招いて，ゼ

ミナ - ) レをやり ，実験室では建築材料の研究発明，業者からの依頼によ

る材料実験や，力学テストが行なわれ，研究生や会員のために図書館，

展示室もあり ，より一周知識を深めようとしている。またそれらの他に

雑誌，専門書物の発行のための編集室や印刷工場まである。 ζ のように

建築に関するすべてを 1 カ所にあつめ 1 つの画の作り ，完備された設

備と環境から ，優秀な技術者を養成する乙とを目標とし ，一般社会への

奉仕を目 的としている。

私は将来の日本建築協会のビジョンを頭 lζ 描きながら ，以上の乙とを

考えてみた。乙れらはぜひ実現させてみたいものである。

7  

社会と建築とのつながり

ミ建築するには莫大な金がいる。ミ

ミ莫大な金のある人は少ない勺ミ

藤 木 工 務 庖 H.  

サこ、から建築できるのは特定の人達 lζ 限られる。ミ

K .  

公団住宅への申込一入居資格に収入がみたない人も多いーそれでも競

争率はたいしたものだ。資格のない人達は民間住宅へー質は悪く 家賃は

安く ない。矛盾/

選挙ともなれば，我党はO万戸住宅建設をいたします。

一各政党は乙そ‘ って大同小泉のス ロー ガンを掲げている。 ま乙と lζ 結

構だが。ーその実は公営による住宅ム万戸( 率一少) 民聞による もの×

万戸( 率一大〉それも多くの質の悪い民間住宅をも含んでの ζ とで。
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「建築 と社会」は本会誌の表題と同時に建築家たち の社会へのつなが

りがある 。社会の表通りには立派な建物が立ち並び，都市美を誇 ってい

る。しかし一転，目を裏通りに向ければ，終戦後20年余の現在， 今なお

過去にたいしてほとんど改善された とは恩えない質のよく ない建物の多

い乙とか。為政者にまつべき問題は大きい。とは別に私達は目をつぶっ

ていていいだろうか。

建築家たちの中 ICは，日当りのいい とζ ろばかりへ結びついてゆ く人

逮だけではなく ，乙れ ら質の悪いと乙ろに対しで も白を向けようとする

人達がもっと多 くあっていいので= はなかろうか。

何であれ未来の社会lCi f . を求め，空想を論ずる乙とは楽 しい。乙と建

築を社会に結び、つけて未来を考える とき，その夢も またはてしない。が

他方貧富のスケ ーノレをもって論ずるときに，統計的な平均値を求めうる

だろうかう

私には何か背筋がつめたく感じ られる 。

8  

協 会 の 進 む べ き 道 は ?

中 国 支 部 長 古
林 義 敦

ビジョンという乙とになると，夢想とか空想! となるので，実現可能な

面でアンケ ー トにお答えいたしたい。

現在協会は技術，綜合，管工，電気，建材の 5 部門からなる建築界の

総合団体と しての特質をもち ，他』ζ その例をみない会員組織で，横の緊

密な連絡が保たれつつ成果が挙げられており今後も持続すべきである

が，さてどういう方向 lζ 活動すべきかについては，活動の対象となるべ

きものを考えねばなるまい。まず建築界への活動について観ると ，全国

22万数千人の建築士の内 2 級建築士が l 級建築士数の 3. 7 倍である点、，

および職業別において私の住む広島県では . 1. 2級ともに宮公庁勤務

者と設計業務に従事する者がほぼ同数であり ，建設業関係者は 1i級にお

いてその 2 倍であるが. 2 級にいたっては 5 倍近くを占めている。乙の

数値上の実状からみて，事業の対象ICは建設業関係の 2 級建築士が筆頭

であることを忘れてはならない し，乙 の将来性をもっ 2 級建築士lζ 魅力

を与えなければ会勢はあがりに くいと 思う。

また 2 級という乙とになると特例は別として青年庖の建築家，将来に

夢を抱き ，今後の建築界を背負 う運命を持つ者であるから ，運営 lζ 当つ

ては 乙れらの希望，意慾を徴 して満たしてやる乙とに心掛け，他面運営

の企画に参与する途を開く乙 とである。乙れまでの各種団体の理事者は

年令胞からみて全体主義で育っ た高令の方が多 く，かつ実力者，経験者

ではあるがl時代感覚が古い憾もある。新時代の者は民主性の尊重と相互

の人格的対象を基礎とした物の考え方で繁栄を築く ζ とに育て られてい

る民主主義者である乙とを忘れては事業の成果はむつかしい。すなわち

企画運営の若返りを策すべきである。

次は社会的活動のあり方であるが，上述の青年建築家は学術，技術を

学園で育成される現況からみて，在学中の建築学徒IC建築 IC対する窓慾

の高鑓，希望の実現，また教主主の体得において側面的な指導協力の道を

講ずる とと によって. 10年後. 20年後におけるわれわれの後継者が誤の

ない建設の世界に進んでくれる ととと思う 。なお ，また社会的活動とい

• 

• 

• 

• 



• 

• 

• 

• 

えば範囲が広くなるけれども ，その在り方については ，社会とは共同生

活をなす場所であり組織である点からみて，社会生活の熟語の示すとと

し 生 活 iζ 直結するものに重点を置くことも必要である。その生活とは

労働と休養の循還である ζ とから ，労働は験場で，休養は住居でとるも

のだからあらゆる種類の建築が対象となるけれども ，現在切実に要求さ

れているものは生活安定の根拠地である住居であるととに思いをいたさ

ねばなるまい。従前の政治で経済は高度成長はしたが，人聞が忘れられ

ていた。ようやく最近にいたって社会開発の一環として住宅建設に本腰

が入れられ，政治の重点施策に浮んで参り国民はほっとしているが，乙

の住宅の建設ととれに伴う設備や関迎する事項に乙そ活動の方向を向け

力をいたすべきではあるまいか。

労働力の不足特 lζ 熟練工の不足から来る賃金の高騰に対 してはプレハ

ブのごとき工期短縮の方法や耐災害の施工法，経済的安価な建築方法の

研究や発表，さでは能率の高度化された設備の衆知宣伝や啓蒙が望まれ

るし ，また木材の払底から来る乙れにかわるべき建築資材の研究と紹介

が急務でもある。すなわち優れた品質で施工容易しかも価格低旅な建材

の研究とその出現を対象とした理想的な構造と設備の革命 ζ そ総合会員

組織による協会員の使命であり，奉仕でもある。

かくて乙そ定款第 l 条 lζ 示す建築を通じて広く社会lζ 貢献するゆえん

であると患う し，協会は時代の要諮と国策の線lζ そって将来の進むべき

方向を定めるべきである。

9  

綜 合 のコミュニケーシ ョ ンの場

小 坂 井 組
井 栄

協会の将来の，ビジョンを考えるとき ，私はやはり過去をふりかえっ

て見る ζ とも ，無駄ではないと信ずるものである。 S ) 年という歴史の歩

みのなかで，日本建築協会のはた した役割j は大きい ，S ) 年といえば戦争

をはさんで，戦前戦後と三等分できる。戦前に思いをょするならば，建

築界は封建性代表者のような ，様態の複雑な組織と仕組によって，構成

されておったといっても過言ではない ，そのなかで建築界綜合の寄りど

乙ろ ，すなわち コミ ュニケ ーションの場と して協会の発足した乙とは意

義深いものであり ，当時の先輩諸氏』ζ 深甚の怠を表したい。

いまこ乙 lとおもうに，戦前20年の協会積み重ねの歩みも ，戦争突入 lζ

よって本来の協会目的は，大きく変ぼうせざるを得なかった。もちろん

建築界全体がそうであり ，そうでなくては，生きていけなかった時代で

もあった。

他の産業においても ，協会，組合などの組織は軍の御用機関のような

姿 lζ 変ぼうし ，自主的なものから他動的な方向に向っていったのである

から ，戦争約 10年のフ. ランクは，やむをえぬ乙とでめった。しかし反面

乙の戦争を通じて( 大きな犠牲のもとに) 体験した建築界全体は敗戦を

スタ ー トとして，たとえアメリカ国の庇設のもととはいえ，大きく前進

を始めたのである。

建築協会においても ，戦前20年戦中 10年( 事変戦争を通じて) 乙の約30

年の歴史をふまえて，封建性から民主性へ，他動的から自主的 lCと，変

りいく時代に即応しながら ，多岐多様の面をもっ ζ の建築界をどのよう

!とし て，横の連絡をとり， 13志の疎通を計っていくか，協会と しては，

乙の点について一番苦慮されたのではなかったか。戦後 5 ，6年は建築

界の各面の動きを，ケース ・パイ ・ケース として社会にむすび. つける以

外( C ，なかったのではないだろうか。協会の性格を新しく ，樹立できる

ようになってきたのは，まだ日も浅い ζ の10年程の間ではなかろうか，

それも戦後の苦しいなかを，ζ の20年間協会確立のため，努力 された役

員並lζ 分科会諸氏と建築界綜合の協力の賜であろうと感謝 したい。さて

本題の将来のビジョンとなると ，浅学の私のととでむ しろ諸兄のど怠見

に王手をかたむけたいものであるが， 2 ， 3 意見を述べさせてもらうと。

オリンピック ，万博を通じて，日本の建築が恐らく外国の人々の眼を

一層高度 IC 認識させ得る乙とは， 明らかであろうと信じるものであっ

て，今後外国 との建築文化交流もさらに飛躍するととになろう。行政指

導としては建設省ならびに関係各省が当るであろうが，自主的には建築

界全体が結集して建築臼本を海外 IC，知らせなければならないと思う。

それには日本建築協会を結集の場と して，建築界の各分野の組織統一を

計ることが，急務ではないだろうか。もちろん現在においても各分野別

に，組織( 建築学会，建築士会，建築家協会，建設業協会，設備関係，

建材関係，施工機械関係等々) はできており ，自主的に活発な行動は展

開されておるが，横のi車絡が不十分であるように観察される。そ乙でや

はり日本建築協会が綜合結集するための，強力な場とならなければなら

ないと思考する。当然現在においてもその姿勢は保たれてはいるが，各

分野が一回協会の有り方を理解し ，強力な支援をあたえなければならな

いし，各分野から積極的かっ権威ある人々を協会に送り ，吉宗、合の コミュ

ニケ ーションの場であり綜作の指導機関であるととを，権威づけねばな

らない と思う。

それがためには将来，日本i J t 築協会の大殿堂をきづき ，りっぱな組織

化のもとに，内にありては建築界綜合の大交流，交際の場とし海外的に

も諸外国との交流の湯としたいものである。

10 

社会 の役 K 立つ団体として

兵 胤 支 部 長 宮
飼 克

過去の20年よりも現在の 10年の方が，社会状勢の推移のピッチは上廻

っております。さらに今後の 5 年の方がー屈にピッチが上がる乙とでし

ょう。したがって今後10年- 20年先の将来の姿を想定する乙とは，余程

の先党者でないと ，なかなか困難な問題で: す。まず現在の会の状況から

見た程度で考えを述べ，その買を塞さたいと思います。

本会はすで'IC対社会的活動を考慮して，建設関係の各分野の方々を網

羅して，会員が構成され，各分科的の委員会が組織されて，分業的』ζ ，

あるいは総合的ICそれぞれ成果を挙げておられるので，乙れ等を強化す

る乙とによって，より一回 lζ 本会の向上が計られたらよいと考えます。

それには会員各自が自分の得意の分野において，それぞれの委員会に属

し， 奉仕的精神と ，研究的態度とを以て，協同一致して成果を挙げ，こ

れを対社会的に貢献できるように実行に移し ，調査，研究，試験，相談

などの各部門を設けて，社会との繋りを酒し ，建築の P Rと併行して，

社会の役lζ 立つ団体として進んでいきたいものと考えます。
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アンケ ー ト : わが日本建築協会の将来のビジ ョン

11 

総合コンサルタントの役割

大 阪 市 建 築 部 長 西
村 栄

ζ のと乙ろ建設省の「国土建設の長期構想」をはじめと して，国民生

活審議会の答申 ，経済企図庁の i 20年後の泣かな日本への一つのビジョ

ン」等，将来構想を語るのが流行となっている。日進月歩の昨今 . 20年

後の乙とはわれわれの想像を乙えるものがあろうと思うが，未来を函く

乙とは少なくともわれわれに夢と希望をあたえる。乙れらの構想をみて

も今後予想される経済発展と科学技術の進歩は産業活動，国民生活の質

.  :!J11ζ 大きな変革をもたらせ，われわれが今きゅうきゅう とし ている交

通 ・住宅 ・スラム ・公害等の都市問題も解決し，現在の都市は根本的な

体質改善によって更新された姿をみせるであろう。乙のために投資され

る莫大な資本置は建設業界を大きく発展させ同時に ，新し い建築 ・新し

い工法の開発は工場生産を可能とし ，さらに建設業界を合理的な近代産

業へと脱皮させているに違いない。

わが日本建築協会においても ，その組織が全国的なものから世界的な

ものにひろがるとともに，会員も数のうえばかりでなく ，多方面の人材

が顔をそろえ，協会は建築界の中枢機関となっている。そしてつねに新

しい知識 ・技術を導入，あるいは紹介するミ情報センタ ーミ ・ミ総合コ

ンサノレタントミの役者l も果たし ，建築の質は均一化される。会員は他の

分野の人たちとの交流をさらに深めると同時に協会からの情報あるいは

指導を得て幅広い活躍をするであろう 。鶴市行政の面でも会員の進出は

着るしくその発言力は高まり都市はさらに人間的なものへ，人間中心の

本来の姿へと改良されていく。そして機械文明の中で建築家のはたす役

割はますます大きく ，かつ認識されていくに迎いない。

以上希望的観測も含めて私見を述べた。

12 

都市将来の発展への方向づけ

日本住宅公団大阪支所計画部市街地住宅課 )  11 
島 繁

今日の何の統制もない都市圏の拡大は，土地価の l局総 ・交通ラッシュ

・住環境悪化 ・都市機能 7 ヒへと拍車をかける。また交通機関 ・工場等

最も近代的であるべきはずのものの生みだす公害は人間の生命までもお

び. やかす。人聞はますます疎外され片すみに追いやられ細々と生活する

乙とになってきた。

乙のような状況におかれて都市計画 ・建築その他建設にたずさわる技

術者は何を考え何をなすべきか，いまや個々の建物をバラバラ lζ 何の関

述性もなく造っているときではない。事態は切迫している。

当協会においても建築関係者の単なる親睦団体で終っていてはならな

い。幸い会員構成も建設各業種にわたり，建築を通じて社会 le : 貢献する

ζ とを標務とするものであるから ，都市将来の発展への方向づけ，個々

の建築と全体との調和 ・都市計画上早急 le : 打つべき手段等々 ，実現可能

なもの緊急を要するものから ，会員をまとめて将来のために ，現在のあ
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るべきｾをとらえ ， 会としての態度を定め Ｎ q守に年間目標をかかげてひ

ろく一般社会 le : うったえ政府，役所lζ 圧力をかけ るととが大切である。

建築とはいまや単なる建物ではない。人間の住空間であり生活の場であ

り都市である。さらには全世界，宇宙へと展開する。 未来へのために現

在の発展方向を常に正さなければならない。突如と して新し い未来が関

かれるものではな い。無制限に何の思慮もなく「造り出す」乙とは「破

竣する」 ζ とと同意であろう。哀の意味に おいての建設への方向づけに

努力し ，社会を指導していかねばならない。

13 

協会10年後のビジョン - 会館建築-

政 問 土 地 K K 政
岡 基 次

会館が市内の交通の便利な， 見J1j' fらしのよい所 lζ 完成する。全処築関

係者の集まりである協会員の会館であるから . i 乙れが会館建築だ.ノ」

と自慢できる建物である。会員はもちろん，会員から紹介された人や，

用のある人は殺でも [1 由I e : 出入する乙とができる。

図書室が完備していて，そとにはありとあらゆる建築I e : 関する岱物や

資料が広範囲にわたって集められており ，整理も行き届いていて，誰に

でも容易に利用できるようになっている。専門の新聞や雑誌も ，世界中

の著名なものは集められている。掛かな一般の読書室K 接 して，小さな

ブースもあって，そζ では落着いて調べ物もできる。複写の設備も完備

ていて，必要のむきは簡単に写して持ち帰・えれる。

一般の人も入り易い位置に展示室が設けられ，各種の線型や建材やカ

タロ夕、が陳列整備されており ，普通のカタログよりもより高度の内容を

要求する人のため K は， 予め入念に準備されたフイノレムシ ー トによっ

て，即座 lζ プリントが得られる。相談室が近くにあって，そ乙では，伊l

えば住宅なとの常設相談所が開設されており ，また特別の相談lζ 対して

は，所定の用紙lζ 相談事項を記入して. 返信封筒と共に差し出しておく

と，後日専門の担当者から適切な回答が与えられる。集会室 ・会議室が

大小多数あって，映写 ・録音 ・録画設備も利用できる。

静かで落着いた談話室では，足ざわりのいい美しい段通の上で，掛け

心地のよい椅子によって，好きな人と好きな話題1e: 1時を忘れる乙とがで

きる。快いパックミュージックが程よい音量で流れて来る。一瞬 lζ カウ

ンタ があって，礼儀正しい色の白い給仕女がいる。自動販売機が並んで

、て. 1主・飲物 ・つまみ物はもちろん，軽い食事も極超短波を使って簡

単 lζ 速く用窓できる 。娯楽室には，撞球台 ・碁や将棋盤 ・テレビ ' F M

ラジオ等，一応のものがそろっている。 i 会館の建設費や維持貨はどう

するのか ? J って。会費の値上げなど， ミミッチイ乙とはいわずに ，会

員中の大旦那 I C ポンとまとめて出していただく。有難や有難や。
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わが日本建築協会ビルの建設

(鹿島建設グループ〉

「建築協会とは，どのような目的を持ち，どのような活動をしている

• 

• 

• 

• 



• 

• 

のか」乙の質問 lζ 対して答えられる会員は，そう多くはないであろう。

乙れは，考えるに会員諸氏の協会への関心度の低さ 1(. 起因すると恩われ

る。

われわれは ，今度の協会のアンケー ト1(. 対して将来の ビジョ ンを悩く

に当り ，協会の本質とい うものについて討議 してみた。すなわち本質と

いうものは，将来も何ら変化するととろはないであろうと思われるから

である。

そして，将来の ビジョンといっても結局，本質1(. いかに肉づけするか

という乙とになると考えたからである。乙のような過程を経て. i建築

協会は，会員諸氏の建築家と しての質の向上を計るべく 活動すべきであ

る。それが社会に貢献する乙とにもなるであろうから」という結果を得

たのである

以上の本質論を明確にした上は，会員諸氏の協会への関心度を高める

ことが先決と，ｾ，、われる。

次IC ，われわれの夢を述べてみよ うう

• 

まず，会員 Ul 氏が一堂 lζ 会せるような建築協会ヒソレが竣工した乙とを

ど報告 しま す。乙乙では，会員が玉突をし ，ボー リングを楽しみ，バー

で歓談 している。すなわち限をみつけては，みんながと乙 iζ 集まってく

るのである。また ，あるグループは，競技設計 1(. 応募すべく設計室で真

剣な討議を繰り返 しているつ

研究室では，各社より提供された問題1(. 対して各社より集まった研究

陣が，各々の会社の長所を提供 し合って問題の解決 IC当っている。

他の室では，積算士が入札工事の見積をしている。もう今では，数社

で一つの工事の積算をするとい う無駄なととはしていないのである。

また，事務局では，新しく設けられた留学生制度に基き派遣会員の選

考を進めている 。

もち ろん，乙のビノレは参加会社の寄付 K より悠てられたのである 3 そ

して乙れらは総て会員が協会の方1(. 目を向けるため . i 楽しむ」という

乙とを手段として考えたものなのである。

ζ のように会員の協会への関心度が高まり ，協会ビノレが，社交の場と

して，また専門知識吸収の場として使用されている今，協会の限りなき

前進は，約束された と確信するものである。
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社 会 へ の 働 き か け

近 畿 地 建 長 谷 川 哲 之 助

• 将来の ビジョンとの乙とですが. ' [ 史学の身には， うまく掴めないの

で，現在において，かくありたいと希望することを恩いつくままに帯い

てみます。

都市再開発，流通機構再編告1]， 住宅政策等において，一部建築家の進

山が見られる。その立窃は，おそらく今までの単なる御用大工的な立湯

ではなく ，企画者の一員として活躍の乙とと思います。土木家さんは，

道路，河川等の公共性において ，医師は生命を取扱うために ，その社会

立場は高いものとなっており ，それ相応の努力を しています。建築家も

今後，社会的政策の場において，その計画 lζ 積極的 IC ，能動的 1(. 参加す

ることにより ，その社会的立場は一層高まることと思いま す。協会 とし

ては，建築家にその場が与えられるよ う社会 lこ働きかけるとともに，建

築家には，たえず社会のi l i IJ きを伝え，その点の感心を持たせ，また その

ような阪で. B ! 築を見る必要もある ζ とを知みせてほ しいと 恩い ます。

日本の国は，経済的な高度の成長をし つつあります。また反面，それ

に伴う歪も出て，いろいろと社会的問題 も起ってお ります。そ して世界

的1(. 見れば，日本は中進国の地位 lζ 在 るようです。今後も成長を続け，

先進国の仲間入りをすることでしょう。現在の先進国K も社会的，技術

的な問題をいろいろと持 っている 乙とと 思います。それは取り もなおさ

ず，何年か先の日本の問題でもあり ，またその過程も これか らの 日本の

発展 IC参考になると思います。ひるがえって，アジアにおいては，日 本

が技術的に協力できる点があるように思います。しか し現状では，アジ

ア諸国の建設関係の様子はほとんど知らされていません。協会では，先

進国の状況を適当な方法で紹介することにより，日本の現状をより深く

認識する助とし ，またはアジアの現状紹介により ，アジアの一員と して，

技術者の立場において，何をしうるかを考える助としてもらいたいと思

います。それK よって，国際性を持った建築家が一人でも多くできる一

助! となればと思います。
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私 の 夢

一 現実に合致した共通の仕様書を-

鹿 島 建 設 1¥1¥ 岩
久 哉下

施主，設計者，監理監仔者，施工者とも建築物を早 く，良く ，女くつく

るよ うお互に希望 し，努ノJ しています。が立場が迷う ので早く ，良 く.

安 くの考え方が迷い図而. 仕様書，法規をめぐって解釈や，取扱いが相

違 しt: t見が衝突する乙とがある。たたし 早く .1ミく ，安くの大目的は立場

の相違はあ っても ，共通点が大部分なので，大きな問題になる ζ とは現

状ではない。が解決点を見出すために要する ，関係者の労力と| 時間は馬

鹿にならない。空践の場合も多い。感情的になったときはマイナスにな

る乙ともある。建築技術者同志でお互に足を引張っている結果に なり ，

外郎の人には処築技術の不統一，不信感をいだかせる結果ともなる場合

もある。解決方法は仕機舎の統一と Ｎ 兵 ｉｾ 的な表示法 の採用，と現実 ｬζ

合致 した仕様書の改定であると思 うc え阪市には 3通りもの仕様筈があ

る。各施主の仕様書は央大な種類と思 うご見積りはとれを全部党えない

と十分な仕事はできない。共通仕綴者は一つで乙と足る ようしたい。仕

様沓を具体的に表示す る乙と はむつかし l 、と思う ，が数値で示すとか，

現場説明で単価で知らせるとか，やろうと思えば方法はいく るもあ るは

ず。砂利の径，木材の山林規格等は仕様警が作られた当時の; "t i ;s--l<. 考え

万はわからない乙とはない。が現在は現場でト ラフツレ』となるだけの役目

しかしていない。材料にある程度合致させる時期が来ていると思う。

各府県で消防法 lζ 対する解釈が違う場合がある。各府県ともお家の事

情はいろ いろ あると 思うが，同ーの法規てあるから同ーの解釈にならな

いものか と思 う。自己本位性の悪い一面のあらわれであ ると 思うが，お

互に足を引張っている結果はたしかであるご自分の首のまわりがそ ろそ
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ろ寒く感 じる . 40年勤続の現場 7 ンの見つづけている夢一一 ビジョンで

す。日本建築協会なる解決していただけると思う私の願いです。
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ム

コミ社と築建

雄

とりとめない話で恐縮ですが. r建築と社会」つまり本会発行の会誌

に初めてお限にかかったとき( 今から 30年位前だと思います) いささか

奇異の感を持った記憶があります。

なぜそんな感じをいだいたのかはっきり思い出せませんが，何となく

肩をいからせた本だなといったととかと恩います。

とは 申せ散文的な処がちらちら見うけられ，半面では面白い本だなと

思っていたようです。

つまり硬軟あわせ持った性格があったのではありますま いか，乙れは

乙れで結構ですが世の中は乙の20年で コロット変って しまいました。

建物そのものは変るものではないのかもわかりませんが，それが造ら

れる過程，または使われ方にかわりがあるのではありますまいか，また

その発症1においておやでずっ

だからというわけではありませんが，建築 lζ たず、さわる人たちだけで

小さくまとまっていたのでは従来と変りなく ，乙の際われわれを中心lζ

あらゆる業種の方たちに入会していただき ，そういった型からでも世の

ためになりま しょうや。

小さくまとまった会は他に もありますから ，それ等にまかせ私達だけ

でも広く人材を求めて会の発展をはかろうではありませんか。

義藤近
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乙の皮の協会50周年記念のアンケートの怠 [ζ 反するかも知れません

が，私は昨年夏，職場より会勢委員 lζ 選ばれて第 l 回会勢委員会に出席

させていただきましたが，委員の方々は何れも0 0建築事務所. 0 0建

設会社重役の方々で，直接設計および現場に当 る方々の会ではなかった

と思われます。その席で弘は現在のような「建築と社会」ではただ月刊

誌のような作品集 lζ 過きーないし ，もっと内容のある技術向上に役立つも

のにしなくてはいけないと述べさしてもらった のですが，それ以後の会

勢委員会lζ は出席していません。協会としての立窃もおありでしょ うが

?  ζ の 4. 5 年前の「建築と社会」はもっと内容のある工事の内容，

仕綴，施工の苦心 11 . 炎等私等高校出の者でも十分たのしみに して雑誌を読

んでいたものでした。しかし最近のものは外国の建物とか風景，およそ

われわれには縁速い建物の紹介，それに広告側がばかに多くなって雑誌

をいただいただけでバラパラと頁をめくり机の1 ¥出しの奥の方にしまっ

ている状態です。乙れでは若い人たちゃ私たち学歴もないものの会員は

減っていく乙 とにはならないでしょうか。現 lζ 私たちグノレープでも余り

評判もよくなく退会しょうかなどいっている人もいるのが現状です。実

際設計 ，施工する のは若い人たちです。乙れには何かの資料および先殻

諸氏の経験はぜひ必要です 3 会員なくして協会もないと思います。今年

は50周年で会員の増強を願っている乙 とですし ，もっ と会誌の編集に努

力すべきだと思います。要は「建築と社会」は机のほ乙り溜めになる乙

となく愛読されてい くことが，協会発展につながると思います。以上私

の思いついたままを書き並べましたが失礼して，協会の発展を望んでや

みません
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一

建設業界史話
一

一

郎次村{
昌

元大林組工務監督
iζ め初の話史界業設建

だようなとき ，相手の方の理解や協力が得られ救いの途が聞け戦後のわが建設業界の発達には目をみはるものがあり ，東京
• 

たように思っている。そのせいか ，前から業界の特性の窺える都を初め各都市の景観も全く一変し ，関係者と してま乙とに喜

古い話 lζ 興味を持ち覚え蓄を残 して きた。そしてそれを順よくび lζ 耐えない。しかし一面 には住宅難 ，中小企業者倒産のうち

並べて見る とー業界史話にもなりそうに思えてきた。乙の中 iζ業者がその第一位， 関連業界の重量車の交通事故の頻発，一部

ど存知のな い方 もあるかは知って いた方がよいと思う 乙と で，の出稼労働者の賃銀不払問題，火災件数の割合から見た焼死者

ある人にとのようなも ののあ るととをお話しと，思われたので，の激増などは ますま すその激 しさを加え る情勢にある。

たと ζ ろ，幸 lζ 投稿の機を与えてい乙れらはいずれも大きな社会問題

ただく乙と になった 。であり ，業界の一部の責任などとい

しかし いずれの話も現代離れの し
えるよ うな生易さしい問題でない ζ

た徽臭い話で気がひけ るが，前述し
それかといとはもちろんであるが，

• 
た幾つかのいやな問題のかな りの部

寺弘

響

ってわれわれには ，関係がないとい

分の根元 lζ 関係があり ，千数百年間
い切れる問題でない乙ともまた明ら

私たちの先輩がいやでも振り払い切
かである。

れずに今日 lζ 至った社会改革につな
建築は時の文化の表徴という。人

がる多くの問題を含んでいる。 ζ の
情として美 しくも晴れがま しい面を

ととに 関し私は協会誌、「建築 と社
...._軸h 輔 匂見たがるのも当然だが，裏であると

会J という名! とはかねがね考えさせ
きの社会文化の低辺を見忘れ勝とな

ζ の命名をされた先輩の方々られ，るのも人情であろ う。し か しわれわ

の見識に私なりの考え で深甚な敬意れ業界のかなりの部分は との後者 lζ

を表してきた。私の ζ の推定が仮り属している。 との最下層の人た ちの

lζ 誤りにしても私には ，建築の社会上 lζ 繁栄が築かれている ζ とも忘れ• 
性からしても乙の名称のような内容ては済むまい。建築や造船のように

の雑誌がぜひあってもらいたいもの文化の表徴といわれる商売の難かし

と願ってやまない者である。さの一面である。たまたま世界ーの

今後幸にしてお取上げ願えれば老

人後として業界の性格の出た古い乙

それぼれ話を出さしていただいて ，

が業界のつい先頃までの意外なほど

かわら窯。初代・広重作。

( 宮村次郎蔵)

江戸時代今戸当りまで瓦かまがあった。向河岸は向島であ

る。 ζ の絵は今の言問橋の北 500 米位の川| 上からの写生と見

る。現在の隅旧公園の北端あたりでの渡しを見たもののよう

で，吉原へ通ずる日本堤の隅閃川 1<: そそぐあたりであろう。

日本のタンカ ーが吃水の関係、でマラ

橋場の渡江戸百景
ッカ海峡を通過 し得る船の大さ のー

として問題になり，英;; iSの限界か，

国海軍が同海峡の水深の精密測畳 l乙

の後進性のあり方や残念ながら今後乗り出すとい う騒ぎとなった。 l吃水

共なお永く断ち切る乙 とのできぬように思われる業界の特殊なを小さくするには船価が割高となり ，迂回するには 3 日の行程

その合理化 lζ より性格などに ，何がしかの触れる縁ともなり ，の延長となり運航費約 3 千万円の増 とな るからとある。世界』ζ

たとえ l 粍で も乙の悪因縁を少しでも早く少なくし得る途に ，誇る マンモスタン カーのより大型化も「浮い て動いて人のため
• 

近づく ζ とに役立ってくれればと果敢ない念願を持っているもになる J 船生来の目的の再検討に 迫られているのである。

のである 。最後に業界のあら ゆる役割の方々や複雑な階層の人建築物も空 には底がないからと安心しで もいられない節があ

たちの秩序あるバ ランス の とれたど発展を心から祈願して ，初りそ うである。 私は巾は やたらに広いが至って浅薄な建築屋と

めの言葉を終らしていただく乙とと する。

まずはじめに本号は「雷門の提灯J ，次号には「花山院J ，以下数号

にわたって述載する予定です。

しての50年に 近い経歴の持主で ，職業上のことは もちろん技術
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以前のさまざま な難問題 K 突当り苦 しんで きた。その都度解決

の途は建築の持つ先天的後天的の特殊性に何か強く考えが及ん



百

回ｲｾ＠ 提 灯の

屋 根 屋 三 右 衛 門 の こ と

宮 村 次 郎

ある日神田の古本屋をのぞき廻っていると ，奇書( 岡田甫著)

という 本が自についた。聞いて見た途端自に入ったのが，頼光

朝臣の臣渡辺綱初め四天王の面々に ，清少納言が襲われる珍妙

な話である。輿を覚えて更に頁を繰っ ていると ，計らずも冨門

の大提灯の ζ とがでてきた。この提灯の乙とは ，私が興味をも

って追いかけている事柄にま ζ とによい資料を提供してくれる

もので，正 lζ 読書雑学の面白さのやめられぬと乙ろである。

では ，岡田甫氏の所説を借りて，ブラリフラリと提灯の話を

始めましょ う。

相当の年輩の人なら 知っている方も多い と思うが，江戸名所

の随一浅草寺の雷門 lζ は普から大提灯がぶらさがっ ていた。

しん橋の下をくぐって珠数を買い。 … … と川柳にあるよ うに

赤い大きな提灯の下から見た賑やかな仲居の並んで、いる風景は

浅草ならではの感じがしたものである。今の新築の観音様の本

堂の階段の上 lζ 下 げられているのは同じく「しん橋」だが ζ れ

は新橋の三業組合の寄進のものである。私の子供の時分の記憶

に新橋のきれい所が手子舞姿で勇肌の荒述中 と木造の声も威勢

よく大提灯を引いて仲見世に繰り込む寄進の ときの写真を見た

憶がある。あれは今から何代目前のものだろうか。 ζ のよう に

提灯は時々新らしく取替えていたらしいが，私の年のものでさ

え乙の程度のととしか知みないのだから浅草雷門の大提灯は昔

から しん橋の姐さん連中の寄進によるものと頭から決め てかか

っている 人が多いのは無理がない。ところが江戸時代には新橋

に花街はなかったのだし，また当時の間I芸者はおさしさわりは

お許 し願 うとし て，今ほどいばってもおれない境涯であったは

ずで，話の提灯は江戸時代には全く別な人たちによっ て奉納さ

れて ，名物と なっていたとしか考えられないのである 。あ んな

気のきいたものを寄進した江戸ッ子らしいしゃれ ツ気のある 人

は誰だろう。それではまず最初に寄進した者は誰だろうか。増

訂武江年表の寛政 7 年1795の条 (ζ

「三月十八日より六十日間浅草寺観音開帳 ，風雷神門再建成

て三月十日二神を安置す。

錆庭云，雷神門の真中に懸けたるしん橋と書きたる桃燈は比

時作る。家根屋三右衛門これが請負 lζ て屋根を葺いて ，桃灯も

其職人等打よりて納めしなり」とある。すなわち乙の とき がし

ん，情の提灯の初まりで乙の屋根を諮一負った屋根屋連の寄進であ

るととは明かである。 (註 ｾ＿ｪ庭は編者であるＩ

乙れについて ，網野有俊著の浅草寺史談抄を調べて見ても残

念ながら提灯のと とは 出ていない。しかし参考になる話もある

のでちょっと脱線して書いて見ょ う。

乙のときの再建の建物は雷門としては ，三度目のもの で寛政
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5 年から計画 され同 7 年 3 月10 日lζ 峻工して二神を安 置したの

である。工費は 2 千 8 百余両 と あ る 。 ( 現在の鉄筋 コンクリ ー

トの冨門は 2 千 5 百万と問書にある) 乙の建立当時の話が「貴

賎上下考J Iζ 見えていてそのときの下町 ッ子の喜びょう がうか

がえる。

「浅草寺雷門再建に て地形きやり音頭 K て築立 し頃人足きや

り師という者ありて，ほ組鉄次郎，同組己之助両人は江戸きや

り飾の名人にして ，此両人の出立は ，柿の頭 rlllζ 袖なし 羽織の

上へ，三尺帯を〆狂言紋尽しの立附を着ていろ紙の釆配を持つ

是が魔なるべし」 一… 云々

といかにも当時の撃かな江戸模様を えがいている。さて雷門は

先 lζ 出た風雷神門というのが本当の名前で ，いつの頃からか明

かでないがかなり古くから雷門で通るようにな ってしま ったら

しく文化年中にはすでに雷門といわれていた。

風 の 神 雷 門 lζ 居候

門の名で 見りや風神は居候

などその頃の川柳でそれと知れる。

時代から見て錦絵の広重英泉豊国北渓画くと乙 ろの雷門はこ

のときの雷門である。したがって屋根屋三右衛門の寄進した提

灯のぶらさがっていた時分が江戸後期の最も花やかな時代であ

• 

• 

る。

fu門はその後慶応元年に焼失し，いろいろの経緯があって遂

に最近までできずじまいで ，われわれ老年ものの知っている建

物は明治30年代にできた東京箆都30年祭の とき の仮設風雷神門

であるらしい。余談は乙れ位にしてさて本論の乙乙に出て来た

屋根屋三右衛門についての 話 lζ 移ろ う。この人は単に家根屋と

か屋根職人 と かいうよりも他の方面で大いに名をな した人物

で，との 人 ζ そ当時指折りの市井の学者北慎言の乙 とで ある。

t真言は江戸の人で字は有和 ，梅園静盛 ，四当書屋などの幾つ

かの号を持ち著書 lζ は「続古事談註J i 五雑姐訓纂J i 水沼f伝

新訳 J i 俗語類記J i 訳語正偽」などがあり ，太田南畝，高田

与清，平田豆流，磐瀬醒( 京伝〉磐瀬百樹 ( 京山) な ど当時名

のある文人墨客 と交遊も広かった名実共に立派な人物である。

出身は料理家の息子であったらしいが，養子 lζ 行って屋根葺工

の棟架 となり屋根屋三右衛門と通称 したのである。恐らく相 当

の資産家であった のだろう。当時の江戸の 町人の中 には ，なか

なか教養のある人たち のあった乙 とは時世の生んだ理由にも よ

るが茨しくもありまた一面惜しくもある。逸話文庫 l乙次の記事

があり ，彼らの一半を知る乙とができる。

「当時市井にありて，市井の業を以て生活せる者にて ，同じ

く学識あり ，同じく三右衛門といへる者三人あり た り。一人は

此の北三右衛門に して，屋根屋三右衛門と称せられ，一人は狩

谷t!H需にして口入業を以て生活と し，津軽屋三右衛門 と称せら

れ，一人は市野三右衛門にして市野屋と称 し，質屋を以て業と

せり。世にとの三人を市井の三右衛門と並称せ り」 とあり梅園

日記( 彼の随筆で最も有名なもの) の序 lζ 儒者朝川鼎が書いて

いる次の言葉 ，大平三百余年 を連大いに啓け ，文教自に昌な

り。此時 lζ 方り都下工商にして学門淵 i事古に精 しくして今に鮮

かに間違を求めず著述して自ら楽しむ者二人有り。ーを狩谷被

• 

• 



• 

• 

• 

• 

斎と日う富商 なり。ーを北静慮と日ふ貫工なり …・・と あるのは

よく彼の日常をイ云えて いるよ うである。

それかといっ て彼は偏屈な考えの学者ではなくなかなか物わ

かりもよい面白い人柄であったら しく，狂歌の面でも元の杢網

の弟子であり ，初めは網の破損針金と号したという変り方であ

る。 ζ の号も 故混馬鹿築 とい う本 l乙は ，針兼とあるなど ，乙の

方面でも相当な人 らしく立派な著者もあるとい う。 なお面 白い

のは梅園日記の 中にも狼函方面の有名な文献まで を残している

という いき方である。

武家俗説弁，鎧色談附録 lζ 「狼函を具足1留にいれ置事の論あ

り。 t真言若かり し頃 には衣槌の うちにも いれ置くものありき。

但乙れは もろ乙 しにもするわざ也」と書初めて果つると ζ ろを

知らず式である 。 乙乙ではもろとしまで脱線しでも困るので乙

の位 lとしてお乙 う。

さて肝心なしん橋の出所だが安田文庫本「諸家人名江戸方角

分」という写本に

芝日新橋

学 狂 梅 園 初 針 金 制 限 新 語 北 三 右 衛 門 と あ る ( 学 狂 と

は乙の本の学者狂歌師の略記号である〉

国学者高田与清の n1f l!¥・楼 日記J の文化12年 7 月18 日の日 記に

鐙八ツき乙ゆる頃太田南畝，北慎言，磐瀬樫 ( 山東京伝〉な

どきたれり。亥の刻の時ばかりみなかへりたり。北慎言の家{ 主

新橋金春屋敷など とある。とれで提灯のしん橋の出所も判った

しん橋は今の新橋である乙とに間違いない。

( ( 註) しん橋の名は江戸初期からである)

大提灯が掲げられて間もない頃の江戸の小唱に ， I提灯の大

きさ」というのがあるが( 寛政 8 年頃の喜美読語所載〉乙のよ

うにして大提灯は江戸ッ 子連に評判が高まり ，江戸雀の噂は次

と々 諸方 lζ 飛ん だらし い。

彼は83才の高令で亡くなっ ている。( 1848年〉封建制下 lζ 種々

の制約を受け ，戯文学 lζ 逃避したり ，大提灯をぶら下げた りし

た酒落気た っぷ りの彼も ， 晩年には余り恵まれなかったらし

く，馬琴の「後の為の記J ( 天保 6 年〉によると

「屋根屋静虚は其子放部 lとて破産屡 な々 り。其借財の為 l乙静虚

殆んど困窮すと聞えり」とい っている。

大提灯は彼の文名高く資産も豊か なょいと身分の時分の奉納

によるものと思 う。 最後にな って貫工也と 警かれた彼の数奇な

一生を辿ってい った ら恐らく面白い小説もできる位の種があり

そうである。さて私がとの話を持出したのは ，派手好みの江戸

ッ子をアッといわせた熔しいど連中がわれわれ開業の瓦屋の連

中であった乙とである。わが国の大昔から江戸の中期位までの

建築材料の内で寸法も 一応揃い規格の割合整った工場製品とも

いえるも のは 瓦と紙であろう。

すなわち建材 とし て当時一番合理化 され， 乙れに関係のある

ものが商売とし て も仕事とし て も一番やり易すかったに違いな

い。私は乙の職種のもの がいち早く堅実な請負業 として成功し

たのではないかとかねてから思って探していたのである。 果た

せるかな大阪に大阪の三町人とまで称せられ徳川家の「上方御

買上御用」とまでなった 元々は瓦屋が本業である寺崎藤右衛門

がある。

彼は大阪瓦師とし て彼の兄弟である惣右衛門および三郎兵衛

という者とともに明踏の江戸の大火の復興に 際し ，江戸城の 瓦

工事にまで活躍 して いる。乙れと名実ともに肩を並べて同じ書

物 lζ 江戸瓦師として五郎右衛門 ，久右衛門 ，太郎兵衛の 3 人の

名前が出 ており以上 6 人の瓦師で銀弐袷七貫二百匁ばかりの土

瓦代を受けている。( 東京市史稿皇城篇2，243頁)

江戸も 明暦位にま でなると 開府以来 6 ，70年の歳月を経て江

戸 の瓦屋や周辺の瓦の生産もかなりな程度の進歩を見 たことを

物語っ ている。とのような 乙とでと とに 余裕も紳々 として本業

以外 lζ まで文名を馳せ，江戸屈 指の文化人 としての屋根屋三右

雷門の絵 舟調作。 (宮村次郎蔵)

一筆斎文調の門人といわれる 3 玉川|を姓とする。美人画策表紙などを

描く。寛政干fj ，享和 3 年刊行のものに名のあると乙ろから ，本文の年代

!と一番近い宮門の絵と思う。

衛門の出現をさえ見る下地ができ たと 思われるのである。と》

ろで紙の方はどうであろう か，管見のよく知るを得ないので山

田永昌堂氏に聞いて見ると ，棋のよ うな建築関係の経師屋に余

り名をな した者はど存知ないらしい。よく調べたらある いは あ

るかとも思うがないのが本当とも思え る。というのは私見であ

るが，瓦と紙の商品の用途や価値 lζ 根本的な相逃があり ，経師

の材料供給者である紙商の方は ，成功者がかなり多い ととを考

えると商人と職人 との関係に非常に面白い問題を投げかけてい

る乙とが判る。古臭い後ろ向きの話であるようであるが，新建

材の続出と工法の日 lζ 新たな 今日 でも充分考えて見る値のある

重要な問題を多く苧んでいると思 うのである。

天明頃の川柳 l乙

切手を忘れ 瓦 師 の 河 岸 を か り 山路

とい うのがある。江戸の大川ばたや ，招割の河岸 iζ 荷揚場を持

った有力な瓦師があったのである。そのおもかげは今でも山谷

堀などにおぼろ気にそれと察する乙 とができる庖がある。 2 ，

3 年前その付近を歩いていたら昔の 瓦屋が今では一般建材 も取

扱うようになって ， 中lζ 「デ J レマック のク ッション材ありま

す」と特別 lζ 書出 した庖があった。時代の移り変りの面白さに

私もつい繕し くなってしばらく眺めて ニヤニヤしていた のを覚

えている。
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清 水 建 設 丸 一 俊 雄

大 成 建 設 鶴 田 裕

清水建設大阪設計部防水委員会

幸藤( 担当: 伊日本建築協会建材委員会

塗布，シー ト防水の特長と工法

シート防水工法における接着

防水! とついて

はじめに

防水の目的

ゴムの物理性

引張り強さおよび伸び率

高分子材料の種類と分類

下地の種類と防水工法

防水についての 7 原則

シー ト防水工法上の問題点

む す び

I

E

班

W

V

ロ

w

m
川

町

品

本稿は ，日本建築協会の建材委員会がi昭和41年 2 月- 9 月にわた

って検討した結果をまとめたものであるが，委員会の審議lζ 対して

貴重な資料をいただいた鐙測実業株式会社 ゴーレ ックス事業部，三

ツ星ベ J レト株式会社， 日本 ゴム株式会社，株式会社エパレヂン工業

所，ノーテープ工業株式会社，株式会社A. B. C 商会，日新工業所

の各社および本稿をまとめるに あたって助言をいただいた日建設計

工務の 中郁嘉幸氏に謝意を表する次第である。

清太郎

治

揚太郎

秀

引用文献( 敬称略〕

合成 ゴムシ ート防水について 鐙拠l実業

新 らしいシ ート 防水( 高層建築の防水工事〉

大 成 建 設 加 賀

防水材料のあれ ζ れとその施工( 高層建築の防水工事)

竹 中 工 務 庖 高 木

黒目

• 

を遂げてきたのに対して，ょうやくわが国においても ，遅ればせながら

石油化学によって生みだされた高分子化合物! とよる防水材の開発がなさ

れ，実際! L : 使用されるととになった。( 図- 1参照)

しかしながら ，その経年笑紛としては，塗布防水は外国で約 10年， 日

本では 3 年，シート 防水は外国で'19年，日本では 5 年に しか過 ぎないた

めに ，

工法そのものに完全なものが見当らない 3

材料の物性についての不安がともなう。

工賀が低廉でない。

などの問題がまだ十分に解明されていないきらいはあるが，

屋根防水の軽量化。

主として冷閣工法であ るため高所作業にも 安全である。

急勾配の屋板にでも容易に施工できる。

施工が早くできる。

などのすぐれた利点もあるので，乙れるの観点から考察をと ζ ろみる乙

ととする。

防水工事といえばアスフアルト防水のことを窓l沫する程，アスフアル

ト防水が信頼性のもてる工法とし て，わが国にお いて も明治40年乙ろか

らとりあげ られてきたが，ζ 乙数年来わが国にでも超高岡建築が実現し

はじめ，一方構造技術の革新により，シェ J レ，折l仮，変形等の屋根がつ

くられ，また軽i i l : 構造材の開発 lとともない建物の穫量化が躍進的に発展

めじIま

漏水の要因としては不同沈下などの外力による影響 lζ 起因するものは

別として，概略下記の乙とがその主たる原因として考えられる。

コンクリ ー トの本質的な透水性による 漏水。

乾燥，収縮等，構造ffi 裂の空隙からの漏水。

豆板および異物混入による水密性の欠陥による潟水。

打継ぎ等の不完全による密着性の欠陥による漏水。

• 
的目の水防E  

[l:!  

小1見4提(J: RCシェJq :

ー_ . . L 1. _

lJJ l!1真rJRCシェJi-I :  

小山知鉄骨トヲス;I!

火山知叙骨トヲス ;  

小Jf! ｾ県♀ ｒｃ

大規 1旦主 RC

1

1

内

L

q

J

d

n守

防 水 層 の 選 定

( 北大工学節 ・小池 i専士〉図- 1
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日本のは K 社で発表しているデーターによった。

図- 2は引張り試験の結果を材料の成分別に表わしたもので，メ ーカ

ーによって組成や製法が異なったりするので，同ーの主成分であ っても，

引張り強さおよび伸 び率lV 

引

張
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引張り強さおよび伸び率( 大阪建設 ・鶴田裕氏)

50 30 20 - 2 0  

図- 2

5.  立上り部分およびノレーフドレーン廻りの処理不完全。

上記の原因を大別すると ，毛細管現象によって水が微細間隙中 lζ 吸ノjく

する「吸水現象」と ， 圧力水によってそれらの間隙中 lζ 浸ー入透過する

「透水現象」とに別けられるが，吸水現象のみによる漏水は極めて少な

く，専ら透水現象による漏水防止が防水の第一の目的とされていること

は衆知の ζ とである。

性能がかなり変る乙とがあるが概ね下記のような乙とが考えられる。

1. 主成分によって引張り張さが異なるが，一般に 40- 1∞k g/ c m
2

以上あり ，アスフアルトよりも強い。

2. 伸び率は非常に大きく ，アスファノレトフェル卜は 2 - 3 5ぢ位にす

ぎないのに塩化ビニ ールやポリエチ レンで 21∞% 位，合成 ゴム 系で

は5∞%位もある。

3. 加硫ゴムでは問題にならないが， 末加硫コ。ムの場合，

系，ポ リエ チレン系のものでは残留歪が残る。

また ，合成ゴムの許容歪はろもが限度でそれ以上になると発熱 して変

質するといわれているが，クロロプ レンを使った防振コ' ムのような

頻度の甚だしいものであれば許容歪に対す る発熱老化が考えられる

けれと‘ も屋狼防水などに使用される コ。ムシー トは頻度が 1 日 1 - 2

固という長いサイクノレなので，特lζ 自己発熱によ る変質は考えら れ

ない。ただし ，引張りかかったままの状態では経年変質もありうる

かも知れない。

フ'チ J レゴムシ ー トとクロロプ レンシ ート の振動時における分子摩擦

による老化について比較すると ，フ' チ J レゴムシ ート のほうが老化が

ない。その理由はブチ J レゴムシ ー トとクロロプレンシ ートの各伸び

率 lζ 対する永久歪は，

フ' チ J レゴムシ ート 20- 2596 ( 伸び率2∞% 時)

クロロプレンシ ー ト 8 - 996 ( 伸び率225%時)

で永久歪の多いフ' チノレゴムシ ー トのほうは下地なとの振動吸収が早

く，振動時におけるコA ムの分子摩擦によってうける影響が大きいと

もいえる。

4.  温度による変化は各成分 とも同様な

傾向を示し ，高温になるにつれ，引張

り強度は低下し ， 反面{ 申び率が増大

し，低温になれば乙の逆の性状 を示

す。塩ビ，ポリエチレン系は低温 lζ 対

してはその変化の度合が大きい。

5.  1時l び率が l∞ - 15096程度の引張り力

を加えたまま ， オゾンや紫外線によ

る劣化処理をし た 場合， 大きな影響

をうけないが，それが 笈Xl 5ぢを超える

と，短時間で破断してしまう傾向があ

る。

ビニーノレ

性

コ。ムの物理性 としては硬度，モジュラス ，抗張力. ＱｾＱ 張率などがあげ

られる。表- 1参照。

l  硬度はそのゴムの硬さを表わし，その規格は J 1  S 規格で定める

れている 方法で測定する。

大体のゴム製品は ，ω前後が普通で，硬いもの程，数字が大きくな

りエボナイトや鏑板等は殆んと 100 であり，生ゴムや コーキング{ こ

使用するパテなどの硬度は 0 として表わされる。

2. モジュラスは ，コボムを伸ばしたときの ，それにかかるカの大きさ

の乙とで，その ゴム を伸ばすときの腰の強さを表わすものである。

従って腰の強い ゴム程，数字が大きくなり ， 普通はそのゴムを 1∞

96.  3∞96.  5∞961 ( 伸ばしたときに必要なカ ( kg/ c m
2

) で= 表わす。

3.  抗張力は ，そのゴムの強さを表わすもので，ゴムを一定の速さで

伸ばして行き ，切れるまでイ申ばすのに必要な力 ( k g/c m
2

) で‘ 表わさ

れるもので，ゴムの性質のうち特に重要なものの一つである。

4， 伸張率は ，ゴムの伸びる性質を表わすもので，一定の速さで伸ば

して行き ，切れるまで伸ばした長さが，もとの長さの何% になって

いるかを表わ したもの で，数字が大きい程よく伸びる乙とを示し ，

乙れも抗張力と共 lζ 重要な性質の一つで1ある。

表- 2 は各国のノレーフイングシートの規格を示したものであるが，
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V  高 分 子 材 料 の 種 類 と 分 類

最近使用される防水材料としての高分子樹脂には高分子化合物の合成

樹脂および合成コ. ム等があり ，その高分子化合物は天然高分子，天然高

分子化合物から導かれる高分子，および合成高分子の三つのグル ープlζ

分ける乙とができるの

一般に合成樹脂と称せられているのは比較的簡単な化合物の縮合，重

合等による反応で合成された高分子化合物の総称で，物理的性質が天然

樹脂f C 類似 しているととろもある が， 化学構造は全く異なるものであ

る。通常防水材料には合成高分子( 合成樹脂= フ。ラスチック〉のグループ

のものが主成分 として用い られており ，一般市場品として使用されてい

るもので合成樹脂防水と呼ばれているものは，アクリル樹脂，酎駿ビニ

ーノレ樹脂，ポリ エステ J レ樹脂等がその主成分とな っているものであり ，

その他の合成樹脂から作 られたもの は合成樹脂肪水とは呼ばれていない

が，現在市販されている防水材料の殆んどが合成樹脂を主成分として作

られている乙とからすれば，上記のア クリノレ樹脂，酢脂ビニ ーJ レ樹脂，

ポ リエ ステノレ樹脂を主成分とするもののみを合成樹脂防水と呼祢しいる

乙とは奇異に感ずる。い まそれらのものを分類整理して次に述べる。

1. 合成高分子プラスチック エマ ルジョン

合成樹脂エマ J レジョン防水。 合成樹脂塗布防水と 呼ばれ，セメ ントま

たは モJ レタノレK 混入もしくは ，樹脂のみを塗布す る。 主成分と しては酢

酸 ビニー J レ樹脂，アクリノレ樹脂，ポリエステル樹脂類でt ある。

セメント防水との使用法上の異なると ζ ろは ，セ メント防水は厚みの

あるー賠に対し ，乙れは混合もしくは ，塗布を交互に行ない ，数屈のフ

ィノレム状または ，屈を型成させる乙と で，躯体コンクリートの亀裂に対

しては ，セメン ト防水よ りやや優れているといわれているが，アノレカリ

に弱 く者化現象 も早 くて弾性，r : _ も乏しく ，衝撃に対しては表面 K 亀裂を

生じ易いし ，モルタノレや塗料で・表面を被覆しなければならない等の欠点

があ るが，防水の軽E 化，斜面や曲面の屋根等f C も施工が可能で，下地

面の乾燥程度にも余 り影響される乙となく施工できる利点もある。

適応使用個所垂直面，急勾配面，曲面の防水。下地面が湿潤な個所。

不適応、使用個所構造亀裂および収縮亀裂の発生が予想される個所。

2. 合成高分子ゴムエマルジョン

合成 ゴムエ 7 ) レジョン 防水。合成コームラテック防水と呼ばれ，主成分

としては S B R  ( スチレン ，ブタヂエ ン〕系また は. N B R  ( アクリロ

ニトリル， プタヂエン) 系の合成ゴムラテックスを用いて，セメント 配

合用 lζ 調整 したもので合成樹脂エ 7 ) レジ ョン 防水に比べて吸水率l立大変

小さいの前述の合成樹脂エマノレジョンとともに保水性がよいので下地と

のF付着性がよ い。

適応使用個所垂直面，急勾配面，曲面の防水。下地面が湿潤な個所。

不 適 用 使 用 個 所 構造亀裂およひ‘ 収縮亀裂の発生が予想、される個所。

セメ ン 卜防水，合成樹脂 エマ J レジョン防水lζ 比してやや

優利。

3. 液状合成高分子ゴム

液状合成ゴム防水。合成 コe ム塗布防水と呼ばれ，連続防水屈を形成す

るために液状の材料を使用するソ J レベントタイプの防水材料で，その殆

んどがネオプ レンとハイパロン系の ものである。

ハイパロンはネオプレンと同様の特性をもち ，さらに安定した着色を

行なう乙とができ ，オゾンや酸化作用に対する抵抗性もネオプレンより

は優れている。

ネオプレンは合成ゴムのクロロプレン系 ( C R )  ，r:_属し ，一番天然ゴ

ムに類似している。その特性としては 白光に対す る抵抗性がよく ，耐熱

性，耐候性，オゾン ，グリ ース等，r : _ も耐えるけれども ，塩素を含む溶剤

や酸化性の強い化学薬品あるいは芳香族系の含有度の高い燃料や溶剤中

での使用条件には弱い。

70 

ネオ プレンとハイパロンは それぞれ単独にでも使用できる が，普通に

は下塗りの層をネオプレンで行ない ，上塗りと して着色ができ るペイン

トとしてハイパロンを使用し ，それぞれの特性を活かして使い分けてい

る。

施工上の利点としては ，折版，シエ J レ構造の屋根および立上り部分等

の複雑な個所に でも比較的容易に施工ができるが，反面 lζ は下地面の乾

電が完全でなければ施工できない乙と ，伸び残留が少ない ( 伸長率が大

きい) 乙 とは特徴でもあり欠点でもある。また ，既に生じた亀裂に対 し

ては橋かけ作用はしないので予め コーキン グ( 油性 コーキ ング材やアス

フアルトなどの接触には注窓を姿する) 等で処理 をし ておく必要があ

る3 現住市販されている乙の種の防水材料には メーカーに よって，ピー

リング lζ 弱L、ものや燃焼性 . !l!1t燃性のもの等材質に大変巾があるので使

用，r:_際 してはよく検討をする必要がある。

適応使用個所歩行用屋根および室内水平面。斜面，曲面および綾維な

個所。露出防水で美観を必要とす る個所。

不適応使用個所 下地面が湿潤な個所。破断を予想される個所。

4. 合成高分子ゴムシート

合成 ゴムシート 防水。合成ゴムシ ート の中には一見 して同種と見られ

るが実際には相反する性質をもっ二種類のものがある 。その一つは米国

のエッ ソスタン ダー ド社がポリイソプチレンとイソプレンの共重合に よ

って開発されたフ' チル ゴム( I 1  R ) のものと ，西独パデシュ ，アニソ

ンネ上で合成された高分子炭素化水紫ポリイソブチレ ン ( P 1  B ) を主成

分とするも のである。そしてとれらの原料をわが国のメーカー が製品化

しているものである。

フe チJ レゴムシート は伸縮性，柔'欧性がポリイ ソブチレ ンシ ート より秀

れている。 また . ii 温度性についてもポリイ ソブチレンシー トは60
0

C  fC 

温度が上昇したとき抗張力が低下するおそれがあり ，モルタ J レ被覆をし

なければならな いが. 7' チJ レコヂムシートのほうは露出防水とした場合耐

オゾン性! と弱い欠点を補うためハイパロン系ペイン トを塗布すると とに

より可能である。しかし両者共 l ζ - 30

0

C の低温度での使用にも耐える 。

ゴムシ ー ト防水は一般に単府 で防水を行なうのが特徴で. 7' チJ レゴム

シー トは接着剤を使用する冷工法で行なうが，ポリ イソブチレンシート

はブロ ーンア スファ J レトによる熱工法で行なうものと ，接着剤による冷

工法で行なうものとがある。乙の場合 lr : _ 使用するソノレベント タイプの接

着ー剤は下地面が完全lζ 乾燥した状態でないと 施工が困難である 3 ブチ J レ

ゴムシートの場合は予めプライマーで下地面を処理 し，プライマ ーと問

責のネオプレ ンを主原料としたソ J レベ ント タイプの接者剤で貼付けを行

なう。この場合のシ ート の重ね目は接着なのでビー リングには弱い。ポ

リイソブチレンシートの重ね目 ，継目は分子量の低いポリイソプチレン

とベンヂンよりなる接着剤等で溶接を行なう。

乙の種のシート防水は ，シート自体の防水性は優秀であるが， 重ね

目，継自の工法の不完全な施工によって漏水の原因を招くことがある。

7' チJ レゴムシートの製品には感圧シートも市販されているが，乙れは

シート の哀面( r : _可塑性の大きい末加硫コザムを附着させ，乙のゴム庖で亀

裂によって生ずるズレによる応力を緩和して上屈の加硫シート( フe チJ レ

ゴム) ( こ応力を伝達しな いように考えられたもので，乙の感圧シ ー トは

接着剤を塗布しなくてよいため施工が簡単になる特徴がある。

上記のプチ J レゴム シート， ポリイソフチレンシ ート のほかにクロロプ

レンの重合 lζ よって得られるク ロロプレン ( C R ) シー トすなわちネオ

プレ ン ( 商品名である) の製品もある。

1.  1.  R  

適応、使用個所歩行用屋根および室内水平面。下地の破断が予想される

個所。

不適応、使用個所 霊直面および急勾配面。

P .  1. B  

適応使用個所歩行用屋根。収縮亀裂の発生が予想される個所。

不適応使用個所 垂直面，急勾配面および複雑な個所。

• 

• 

• 

• 



• 

• 

• 

• 

表- 3 市 販 高 分 子 防 水 材 料 の 分 類

商 ロロロ 名 主 成 分 厚 さ 明品 接 着 剤
| 形 状 |

会 ネ土 名

レオノマノ - )レ B Aシート 末加硫 フ 1 1. 0 1. 5  I法融ア λ フアルト又ポリイ ソ チレン 1. 0 1. 5  はポリイソプチレ ン
| 東本洋総 ゴ ム

シー ト 日 合 防 水

J 、主
J レ シ ト ブチ J レゴム 0. 8  1. 0  1. 5  ネオプレン両面塗布 1.〆

淵 実 業

ネ オ J レーフイ ンクー E B

エチレン ，プロ ピレン， ターボリ 7 ーl

(E. P.T ) + 末加硫ポ リイソフ'チ J レゴム 0. 8 1. 0 1. 2  1. 5 2. 3 ネオプレン感圧接 皆
11 三 星 ベ ル ト

ユ ニ ロ ン シ ー ト 加析しネオプレン

ネ オ ノ マ - ) レシ ー ト ネオプレン

ロ ン
二"

ー ム 塩化ビニ ール

サン ダインハイパロ ン塗料 ハイノマロン

7 ヂ ッ タ コ ー ト

下主主 ネオプレン

上塗 ハ イ パ ロ ン

モ ー ラ ン コ ー ト ネオプレン

エ ノて レ ジ ン E X  11 

ｾ＠ ト ロ ーノ ク アタリ J レスチレン

5.  合成高分子プラスチック

合成樹脂 シート 防水。乙れには塩 ビ系の ものとポリエチレン系のシ ー

トで形状や色等種々のものがあるが，前項の合成 ゴムシ ートと一見似て

いるので間違えるお それがあるが，伸縮性 !ζ 乏しく線貼工法で それを補

っているけれども合成ゴムシートより優れているとは考え られない。

ポリエチレン系のシ ート の中! とは家庭で使われているポリエチレン袋

と問題のものをビニロンメッシュ lζ 貼付けて強度をもたせ，乙れをネオ

プレン系の接着剤で貼付けを行なうものがあるが，紫外線やオゾン等に

弱い欠点がある。そ乙で，乙れにカ ーボン およびペイントを塗 ってその

欠陥を補っているが，その耐周年数は短い。また。カ ーボンの代りに厚

さ20-ω ミクロンの銅箔を貼付ける方法があ り， 乙のほうは相当な耐用

年数が期待できるようである。乙の銅箔はfE気精煉によって造られたも

ので，厳密なピンホ ーJ レテストしたものを使用しているので防水層とし

ても安心できる ，乙れを使用したものは一見鋼板葺きと似ているので意

匠的に採用される乙とも ある。 銅箔の代り lζ アノレミ 箔を使用する方法 も

行なわれている。

塩化ビニ ールシ ート の欠点は熱収縮 lζ より寸法変化を生ずる乙とであ

る。それがために絶縁工法とか線貼工法によ って施工 されている。

適応使用個所歩行用屋根。

不適応使用個所破断の予想さ れない個所。表直面。急勾配面および複

雑な個所。下地雨が湿潤な個所。

6. 合成高分子プラスチ ック

エポキシ樹脂肪水。防水材とし て使用されているエ ポキシ 樹脂は接着

剤系のもので，その工法は樹脂を下地面! ( 塗布し一定の厚 さを確保す る

ためガラス繊維メッシュ等を中閣に帰入す る乙ともあるが， ζ れはエポ

キシ樹脂が弾性 lζ 乏しいため躯体のクラックによる防水層破断を防ぐ目

的とされているけれども ， どの程度補強 lζ 役立っているかは疑問 であ

る。乙れの特徴としては引張り ，圧縮強度，耐摩耗性，耐候性，着色性

および接着性等! ( 多くの優れた点があり ，欠点 としては樹脂自体が高価

であること ，衝撃に弱く弾性! L 乏しい とと，エポキシ 主剤と変性剤( 硬

化剤) を混合する 2 液性タ イプのものは施工が難か しい ，湿潤な下地面

lζ は施工ができな い 乙と等である。

もっとも . コストを下げるためと ，少し位の湿潤面 lζ も施 工ができる

ようにエポキ・ノ 樹脂にコ ーJ レタ ールを混和 し，卵性を大 きくした ものが

防水剤， 防蝕 コーテング，ライニンタ や按務剤として用い られている。

しかし混合するタールの品質すなわちフエノール，クレゾー J レを含み ，

0.9  才、オプレン両面塗布 ノノ
小 野 田 ユ ニ ロン

ネオプレン ノノ
日 新 工 業

2. 02. 5 溶接，テー プ溶接 11 川 口 ゴ ム 工 業

0. 15- 0. 50  溶剤型 日 本
コ.  

J ." 

0. 3 

rノ
ノーテ ー プ 工 業

0. 3 

0. 5- 0. 7  ハイパロン塗料塗布 11 
A.  B.  C 商 会

0. 2- 0. 5  
1ネオプレ Y 系合樹成コム↓

とフエノー ル 脂 塗 布 水溶型
エパレヂン工業所

旭 化 成 工 業

ターノレ酸の多いタールは好ましく ないし ，混合畳 lζ も検討を要するもの

がある。

適応使用個所 歩行用屋根。露出防水の必要な個所。

不適応使用個所 破断の予想できる個所 3 下地 面 か湿潤な個所ぅ

iI 下 地 の 種 類 と 防 水 工 法

防水屈をべた貼 りで施工し ない ことが望まし い下地 3

1. コン クリ ー トスラフe へ発泡モルタんま たは軽琵骨材を用いたモルタ

J レを塗った もの。

2.  プレキャス卜 部材のス ラフ' へ発泡モノレ タルまたは軽量骨材を用いた

モノレタノレを塗 った もの 3

3. 木毛セメント 板へ貧配合モルタルを塗っ たもの。

4. A L C材のスラ ブ。

5.  発泡スチロ ーノレの上 lζ 厚25- 50らの モルタノレを塗 ったもの 3

6. 普通 コンクリ - ｾ＠ 0  

( 密着施工 も可能ではあるが，訪7. l <押えがある場合には部分絶縁工法

によるほ うが耐 伯裂 lζ 対して良好てゐ ると されて いる。)

防水屈を全面べた貼りで施工する下f土、

l  繊維板 または コルク板を上貼つした金属板ま たは石綿 セメント 板 の

スラフ。

2. 木毛セメ ン 卜板! と繊維板を上自占りした スラ ブ。

3. 木造床 lζ ファ イパーボー ド先立きのむの コ

4.  普通コン ク リート に溶融アスフアルトで後維板 または コノレク板を貼

り付けた もの。

5. 発泡プラスチッ ク下地コ

( フエ ノー J レ樹脂発泡体， ポ リワンタ ン 発泡体は温度上昇 lζ 耐える

が，ポリスチレン 発泡体は 80
0

C て軟化 し，殆んどの溶剤 lζ 溶解 す

るから 施工lζ は注意を要する j

Vl I 防 水 に つ い て の 7 原 則

1.  良質のコンクリー卜を打つ

塗布，シート の何れの防水材料を伎 司するにせ よそ れら を施工する 箇

所の コン クリート は良質のもの でな ; ｾＭＮば良 好な防水を施工すること

はできない。
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日本建築学会，建築工事標準仕様書 J A  S  S  8  ( 1962)防水工事の内，

屋根防水 コン クリー ト工事の項参照の ζ と。

2. 打継ぎ箇所およびジョイント部に対する 適切な処置

予め，屋根伏図 lζ コン クリ ー ト打継ぎ箇所を記録し防水工事の施工業

者にも交付す る。

建物の隅角部のスラ ブには隅角の 2 等分方向 [ζ 径 13'%，以上，長さ 2 m

以上の異型筋を配筋して，ζ の部分に発生する斜め亀裂を防ぎ，スラ

プ中央部にも同様に上端筋を配筋するつ

エクスパンショ ンジョイ ン トは比較的 [ζ 大きな伸縮変形を生 じやすい

ので，予め油性 コー キング以外のシーラント類を充築 し， シー 卜貼り

を行なう。( 塗布防水だけではこの部分の防水は不可能である) コン

クリート 面の打継ぎ箇所，パイフ。やノレーフ ドレ ーン廻り ，クラック類

漏水のおれのある部分は予め V 字型に麻り取り ，水洗いし完全乾燥の

後，シーノレ材を昨り深さの% まで充填し，残りを防水期l入モノレタ J レlζ

て補修 してお く。

3. 適当な区画に伸緒白地をとる

伸縮白地割は 1 m- 2 m区画を標準として行なう。

パ ラペット立ち上りぎわ ， 排水 ｩ 再周りには周囲 Ｓ ∞ Ｇｦｾ ＢＢＢＢ Ｔ ∞協Ｈ立ち 上

りぎは笈) ( ) 協) に設ける合

目地巾は一般に上面の巾 15協- 30"仏 底 面 の 巾 12協- 25': 出品，深さ は防

水下塗屈を除いた部分までとし ，モルタノレの硬化乾燥後シ ーJ レ材を深

さの %まで注入し ，上部を防水剤入 1 :  3 モノレタノレにて仕上げる。 ま

た目地全部をシ ーノレ材のみで充填するととも多い。 ( この場合 IL使用

するシーJ レ材はシ ー ト防水，塗布( 絵) 防水ともにi I J J 性またはア スフ

ア J レト系のもの以外のものを使用しなければならないこともあ る) 。

4. i)<勾配を十分にとる

一般に lハ00- 1/ 150を限度として排水計画を行なうのであ るが，往々

にしてとの程度の水勾配もとりえない場合があるけれども ，ぜひ乙 れ

だけの勾配は確保し なければなるな l 、。また不陸等によ る溜り 水は部

分的に水の浸透を生ずるおそれがあるので注意しなければならない。

5. 下地仕上面の施工精度をよくする

下地がモノレタノレ塗りの場合は，すくなくとも金銭 2 回折l えとし， 級密

でt強固な下地をつくり十分に乾燥させるう

普通コンクリ ー卜 の場合には 3週間程度でもよいが，軽量 コン クリー

卜が積庖されている易合には 2 カ月以上もかかり ，屋外で降雨にあ

うとさらに 1週間位の乾燥を必要とする 3 塗布防水では下地が湿潤で

あると溶剤タイプのものはもちろん付」苦しないし ，エ 7' }レジ ョンタイ

プのものも造膜作用が減じ ，長い硬化期間を要する乙とにな る。また

下地がA L C材のように表面強度が不足し ，空隙が多く ，含水率が高

い湯合lζ は塗布防水では，その密苦が阻害され，乾燥 したときにも断

熱性が大きいために太陽熱による加熱と下地への溶剤j 吸収と で，後日

m剤型のものはふくれ上がり ，全IJ れを生ず・る危険性があ る。乙れの対

策としてはエポ キシ系プライ 7 ーや応分子混入モノレタノレ塗りを施し て

から塗布防水を行ーなう必要がある=

結論として下地面が均一で・な! j " れば均一な防水を施工するととはでき

ない。従って， 下地面に附: 苦しているエフロレツセンス ， ほ乙り ，

i由，砂粒なと♂を十分lζ 清掃ーすることが忘れてはならない重要な乙とで

ある。

6. 立ち上りを十分にとる

バラペットおよび窓，出入口の下部のおさまりをよく考える。塗布防

水，シー ト防水の何れにしても施工の容易性からと メーカーの宣伝に

つられて，これらの防水工法によれば如何なる場合にでも完全な防水

が胞工できるかのように考えるれる向きもあるようだが，乙れは全く
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見当違いであ って，防水の立ち上り部分のおさま りは十分慎重に設計

されなければならない。

7. 監理を十分注意して行なうこと

一般に防水工事の場合，保証年限を条件とし た工法によ る責任施工が

多く行なわれているが，一口!ζ 責任施工であ るからと いっ て漏水事故

の補償を防水施工業者にさせてその責任を転嫁す るよう な乙と ではな

く，元諮負者もその責任は当然負うべきで，防水施工業者 IL委せ切り

にせず，設計段理者および諮負者の三者で事前K 下地の処理，特殊部

位の貼り方などについての窓見交換を十分に行ない ，工事中にも立会

って監理しなければいけない。特lζ 塗布防水の場合の塗り厚さについ

ては 3 - 8 回塗り重ね ，0.5協- 1務以上の厚さとする必要があるが，

なかなかその検査は難かしい。

四 シ ー ト 防 水 工 法 上 の 問 題 点

粗悪なシ ー トや接着剤を使用したり ，施工経験不足のため，構造体の

挙動と接着剤の使いわけ，ジョイント方法の選定や施工方法の誤まり等

による場合! と事故を起す乙とが多い。

1  シート破断の原因

材料としての欠陥として :

a . 不飽和2まの多いフ' チ J レゴムの原料で，加I流i時間を短かく したも

の。

b. 充填材料の不適当なものを用いたり ，またその組み合わせが悪い

もの。

C . 加硫が不足であったり ，不均一な加硫状態であるもの。

d  ゴム分が少なく ，固形充填材を多くし ，液状充填材で調節 したも

の。

施工による欠陥として .

a . 水平部分の下地 fC完全硬化型の接着剤を用い，シー トの動きを拘

束した場合。( 塩化 ビニールシ ー卜 の場合は，加熱による収縮変形

が大きいため，むしろ拘束する状態であるほうが，末端部および溶

接箇所の切断が少ない)

b . 下地の接合部を捨て貼り ，浮し貼りを行なわない場合。

C . 角部の R fζ 対する処理不良の場合。

d  下地面が平滑でなく ，消婦が悪く ，釘・や砂粒なと‘が残っている場

メ入

口

e. 軽量，気泡 コンクリ ー トなどで，押え屈を設ける場合の防水屑上

部lζ 保護屈がなく ，また押え屈に適当 な 間隔の伸縮目地がない場

」、

ロコ

2. 接着層の剥離の原因

材料によ る欠陥として .

a.  ｾ着 剤 が経年硬 化 し ， シ ート の ｬｬ ￬ ｩｊ きにそぐわな くな ったもの。

b. シート 中の液状充填材，国型充填材が経年によりシ ート の表面 [ζ

移行し，接着庖( c 溶け乙まないもの

C . セメン 卜のアノレカリ I C反されるような接着剤を用いた場合。

d  接着剤j とシ ー卜 の組み合わせが悪くて，シー ト聞の接着が十分に

できない場合。

純工による欠陥として .

a . 下地処理が怒く ，特にくぼみが多かったり ，汚れや乾燥不十分で

下地によく付者しない場合。

3.  端部， 立ち上がり部，ルーフ ドレーン ，パイプ廻りなどによる漏水

の原因

施工による欠陥として :

• 

• 

• 

• 



a . 適当な硬化型の接着剤を用いて処理しない場合。

b . 未加硫シ ート， テープ等による積庖または増し貼りを行なってい

ない場合。

C ，適当な コーキング材を使用しなかった場合。

E む す び

• 
以上高分子化合物による防水材料に ついての概要をと りまと めたので

あるが，耐周年数の長い建築においては特 11: 耐久性，耐候性のある材料

や工法が要求されるけれども ，防水材料としての利害得失は工法との関
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速においてi検討すべきで，単なる物性の一部分の優劣で判断する 乙とは

避けなければならない。すなわ ち，よい防水性能を発揮 させ るため には

材料と工法とが互いにバランスを保ったものである ζ とが必要であ る。

今，乙れらの高分子材料が化学産業によって建築界にもた らされ，主

としてコームメ ーカーによる 二次的所産であった乙とは事実としても ，遂

年そ の需要が伸ひ、つつあり ，そのために今秋 ζ ろにはわが国でも J 1  S  

規格が制定 されるように聞いている 含今後ますます発展が予想され る軽

量構造やプ レハブ構造 lζ 対する 防水材料として育成 してゆく乙との必要

性も認めなければならない。な お，参考までに ，以下に合成ゴム防水の

施工図( 図- 3 - 図- 17) を掲載して おく ε
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合成ゴム防水施工図

• 

一

R  = 10可位以土

、 ・ ‘ ' /

1 . ー.

4 グ d

目 、__J! 

図 3 下 地 f存 え

基準工法

卜 1 0 0寸 4察 官 削

ｾ］ Ｏ＠ E 二= 与三割j

ＨＱＦ着剤 η ・ μ テ ー プヌ Ｑ ［Ｑ ηＢ Ｎ シーｦＱｾ用 ｦｬ 問同点台Ｉ

接 着 剤 d  

長二J 量 452二?fは「シー量 長L Z23ご7 2tz

其イ也の工 iti

• 
ト 1 0 0寸 叫 付早_ - f ' 7 t 't ' r "  

ｌｌｊ 重野 汁山 Ｍ ｦ よ二 ｉｶｾ 二屋雲監二 ］ ｦｚ Ｑ 孟

ト 10 0→ 判 庁 ム テープ豆 lま ト ー1 5 0 一寸 シート

ζ み 手汀 … 山 署 己 ー ト

持苛高'J

図- 4 継 手 施 工 法 の 種 類

シート

• 
シー ト防水層の損傷部分中心に

周辺を消掃の上，左図の如く IJ

傷部より 150." 以上の大 きさの

ガムテ ープまた はガム ν ートを

接着剤 IC て貼り ，その上に， ζ

れより約 3 ... 周囲を小 さくし た

シート を貼普補強する。

ｾ ｾＡ＠

テーフ・ヌ'"

ムシート

A - A ' 断面

一- 455uzj u

てこ戸下阿部

図- 4' 防水屑損傷箇所の補修方法
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廿
H

斗
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ν

下見り 10使 用-1"1. ; ガムシ ー トの fo怠

に ぷ1JJY
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レ / 折色絵
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図- 5 間角のガムシ ー ト下貼り 主主工のおさ まり

( 1トr(2) r  3)  1'4  ー
ー
川

「

1)  下地処理清掃

21  プライマ ー

31 接 器 剤

J I ゾ ー ト

51  モルタ J レ接着剤

61  保ｾモルタ ｊ レ塗厚 ＱＰ ＭＱＰ 協

71  押え軽量コン クリ ート

S  仕上げ毛 J レタ ルまたは タ リ

ンカ ー タイル 仕上 :1
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合成 ゴム防水施工図

シー ト

ラス止ア γ ，，-

ｾート間れ Ｎ の 主 にミラク ｊ レ ア シ おＭ Ｎ

猪脅 しＮ 更 にｾ ー ト 片 ｬ ニマ 訓置す Ｎ

閉ホ11の上にラス 吉正孟ぺ ア〉均 一にで

固定" 保If モルタル SII冨工.

図- 7

突吉 tt.t芭工

IZ"，， - I5<m I  

プーエニ ｾ I  ノ ー
ガムテ

広範図江総工の場合で も各部分から 施工する 乙

とができる 。ただし突合せ部分はジ ョイン トテ

ープで仕上げる必整がある 。
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図 11 パ イプ廻わ りの施工伊l

• 

図- 12 伸縮継手の施工例

量抱吉ゼ! o 工

6cm- 1Ocm 

• 

下地面に勾配がある 期合 1<: は下地から頃次上部

に向って甑ね継ぎをする 。

図- 8 継 手 施 工 法

乙ー ト防水膚

図 9  ルーフドレ ーン廻り施工法

〈歩行用屋狼の場合)

• 

図- 10 )レ ーフ ドレーン 廻り 施工法

( 非歩行用屋根の場合)
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f今l点ゴム防 J .k施 て|ヌ|

/ lT'  

均シモ Ｑ ｾ Ｑ＾ ｉｾ Ｈ Ｑ 軍 ＱＵ 私

シート防水層

保. 量感 と絶縁す る ( 1 ) ーポリソ紙などを使用する)

ｦ 踊 モ ｊ レヲ ｉｾ (1軍 10- 15弘)

車f l ! コンウリ ト( 1軍4的品川上)

1:士上モルヲ ル立はヴリンカ ヲイル

• 
[エレクンョ ンボード ジ可 イント 也1引

{耐水ベニヤ lRジョf ソト処理)

ラス入 E ルタ J' r 耐水ベニヤ栂

ー _ j マスキでテープ帖 1_  _  r士 川 テ ー プ他

一 一 一シー 山本 町 一ー ｾと士 耐水 圏

ＯノＧＯＯＯＯＮノ ノ匂 与 ｉｉ ｾ ミ ドリ ＧＧＩＮ ) 1 、、 下地柑

Ｈ ドリ ゾ ーｊｉＮｾ Ｎジョ イソト処 ＱｬＧ ｜ Ｑ

ヨｾ万?7

P S コンクリ ー 卜. ジ ョイン ト処理の例図- 15
- 般$ 行川尽恨のシー 卜防水図- 13

• 
均シモ J レヲ ル( 1軍15私)

シー ト防ホ層

保錨膚と絶縁する ( ヲー ポリン主主などを使用する1

f軍譲モルヲル (厚25私)

仕上モルヲJ レ豆は7 リン力一世イル

ラマプシ l'  

パラペッ ト郊および末端郎分の防水処児図- 16
程度の歩行をす る屋根のシ ー ト防水図- 14

• 
の流利I ( ジョイント処盟 ul 、の例)

Ｍ ｲｚ 二 ｾ ｟ｌ Ｓ

10 イ¥ミ

(3)  A  L C  ( シポレーノクス ，イト ン. シリカ

リチー ト土庁〉下地の協合

l(li l(21 3l fU51-

〆〆: ノ代 X .，

シー ト;m貼り 補強

マスキ ングテ ープ ICて防水厨絶縁

ν ー ト防水扇

1

2

3

 

可方手短M
い

P S コンク リー ト版 ， ドリゾーノレ版およ

びエレ クションボード ，ilM7l<.べ、ニ ヤ板士号

の下地の以令 ，A L C の項と同様の動き

の大きいジョ イントに対しては(イ)の万法

を用い ，!fVJ きの小さなジョ イン トに対し

ては(ロ)の方法を用いてジョイ ン ト処恩を

施し ，その上に全面シ ー ト屈を貼1t 施仁

する 。

2  .  

• 

マスキングテ ープ ICて防水庖を粍縁

シート 防水届

(ロ) 長手方向 1  

2  

特殊構造lζ 対す る防水施工法
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日本建築協会

月間の動き

口昭和42年 2月分 口

通 常 総 会 |

27日 4 時- 4 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 東畑 ，竹中 ，塚本正副会長海上段

事ほか 4 正会員

議事 ( 1  ) 監事 1:名選挙の件

( 2) 本部所属評議員56名選J恨の件

( 3 ) 役員室任承認の件

( 4 ) 名誉正会員推挙の件

評 議 員 懇 談 会 ( 技 術 部 門〉

8 日 511寺半- 71時半 於会自: : : R会宝

山席者 森川評議員会冨IJ議長ほか

評議員 8 名

2 月開催の総会における技術部門選出評議員

候補者の推せんについて懇談協議

理 事
. 6.  

τr<:  

9 日 411寺- 5 時 於 会 館m会室

出 席 者 鷲 尾 副 会 長 ほ か 5 JnF F

議 事 ( 1  ) 定時評議員会開催の件

( 2 ) 大阪府知事表彰候補者推せんの件

( 3) 入退会者承認の1 ' 1

( 4 ) 報告事項

事 業 委 員 会

各種説明会打合せ会

1 日 正午- 211寺 於 会 館 集 会 室

IJ '，J市右 日本コ〉会社，エパレヂン工業所

日本 コンクリート会社，東洋基礎

工業会社，西川委員ほか 2 委員

第 5 回説明会企画打合会

データシ ー卜 企画打合せ

9 日 51時半- 711寺 於 会 館m会室

出 席 者 岡 本 副 委 員 長 ，1キl原茂，松村怜引

ほか 2 委員

データシ ー ト出版企画についてー打合せ

委 員 会

14日 5 1時半- 7 時 半 於 会 館m会室

出 席 者 岡 本 副 委 員 長 ほ か15委員

議 事 ( 1)  4 月 ，5 月の事業企画

( 2 )  41年度役員，委員の見学と懇親会企

繭

( 3 ) 次年度委員会委員構成

( 4 ) データシ ート 編集委員会の編成

( 5)  50周年記念事業企画報告

( 6 ) その他

各種説明会小委員会

24日 51時半- 9 11寺 於 会 館 集 会 室

出 席 者 増 井，岡本正副委員長，松村幹事

議 事 ( 1)  4 委員長会議報告事項に対する小委

員会の怠見について

76 

( 2 ) データシ ート 出版企画について

( 3 ) その他

| 住 宅 委 員 会

委 員 会

158 511寺半- 81侍 於 会 館 集 会 室

出 席 者 黒 谷 副 委 員 長 ほ か12委員

議事次年度委員の人選について

編 集 委 員 会

住宅と設備特集幹事会

15日 3 時- 61侍 於 会 館 集 会 室

出 席 者 清 水 幹 事 ほ か 2 幹事

6 月号の企画 とし て協議した

流通機構と建築特集第 2団幹事会

16日 3 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 田 中 幹 事 ほ か 3 名

第 l 回の案の内容について協議，特集名を

「都市 と流通空間」とした

委 員 会

17日 4 時- 7 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 長 谷 川 委 員 長 ほ か 6 名

議事 1. 4 月号= 社会と建築特集報告

2. 5 月号= 都市と流通空間特集

3. 6 月号= 住宅と設備特集幹事会案協

議

4. 作品作風の件

5.  技術の頁

6. 7 月号の件

7  編集委員交代の件

8  表紙デザイン小委員会の件

作品作風小委員会

28日 51時半- 71時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 田中主査ほか 3 委員

3月号. 4 月号の作品選定とレイアウ ト

出 版 委 員 会

新鉄骨構造部会

21 日 51時半- 81時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 石 崎 副 委 員 長，宮川幹事ほか

3 委員

議事 図書企画と次年度部会申し送り事項

鏑格造設計基準解説会

23日 正午- 6 11!j 於会館集会室

山 席 者 若 林 教 授，木rn. 宮川幹事ほか

8 委員

議事鋼構造設計基準の内容と鉄骨デザイン原

稿との関係について

法 規 委 員 会

委 員 会

22日 31時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者 佐野委員長ほかロ名

議事 1. 基準法改正の建設の論拠

2  都市再開発議案上程のID: i J きと関連し

て

3. 討論意見

見 学 会 |

白鶴酒造( 株) 製品庫新築工事見学会

設 計 施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

25日 11時半- 4 1時半

参加者 20名

ホテルエコー・オーサカ見学会

設 計 監 理 株 式 会 社 田中 ・小西建築事務

所

施 工 清 水 建 設 株 式 会 社

28日 31時- 5 時

参 加 者 ω名

会 勢 委 員 会

14日 111寺半- 31時 於 会 館 集 会 五

出 席 者 鷲 尾 委 員 長 ほ か 3 委員

議 事 ( 1  ) 部会活動の活発化について

( 2 ) 会員倍加について

50周 年記 念 事 業 総 務 委 員会 |  

展覧会小委員会分科会

1 日 51時半- 8 1時 於 会 館 集 会 室

出席者 坂井，星野，山本各委員

議 事 会 窃 設 備 及 ひ、物故会員の迫品展示につい

て

展覧会小委員会

2 日 5 時半- 8時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 佐 野 主 査 ほ か 8 委員

議 事 会 場 の レ イ ア ウ ト及び諸準備について

コソレフ大会新聞社打合せ会

2 日 41時- 511寺 於 会 館 集 会 室

出席者 佐1 . ' 1 実行委員長，日刊建設新聞

ほか 2 社

議事副1 . 1 : 賛助について

モントリオール万博視察旅程委員会

2 日 正午- 2 11".'1' 於会館集会雫

11 ¥ Mr; _，l'i '  ，(f， IT: 1委員長ほか 4 委n.

交通公社 2 名

議 事 旅 程 の 企 画 内 容K ついて

特別見学会打合せ会

8 日 正午- 2 11寺 於 会 館 集 会 室

出席者 中出委員長，金子幹事，村野委員

議 事 筋 l 回特別見学会( 東京の新建築見学)

について

展覧会小委員会分科会

13日 51時半- 8時 半 於 会 館 集 会 窓

出席者 谷口幹事ほか 6 委員

展示品及び展示建物の選定

モントリオール万博視察団幹事会

16日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

l.l J 席者 rll}原幹事長ほか10幹事

議事 Jfi (f.'E. アンケ ート，資料，セミナーに |主l

するf i :

展覧会小委員会

22日 5 時半- 811寺 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 佐 野 主 査 ほ か 8 委員

議 事 展 覧 会 の 諸 準 備，予算案の審議など

表彰式小委員会

24日 41時- 7 時 於 会 館 集 会 室

11¥席 者 問 木 小 委 員 長，中原幹事ほか

2 委員

議 事 感 謝 状 贈 呈 者 名 簿 作 成

会 員 グ ル ー プ 世 話 人 会

23日 5時半- 8 1侍 於 会 館 集 会 室

出席者 道岡泰治郎氏ほか B名

会勢の1111展について懇談

建 築 6団 体 会 長 懇 談 会

10日 正午- 21侍 於 東 京 会 館

本会より東畑会長，福中事務局長出席
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ビ J レ言5Eイ持者の補 修は

補 修 専 門 の

ロ ボ イ ラ ー や 冷 iJ! H幾 の 依ド恨の と き シ ー ズ ン オ 7 の T' 人 れ や 倹 作

‘庁 グ〉とき

ロ ポ ン プ や 7 ア ン の . IS(附の と き ン ヤ 7 トや ベ ヤ リ ン グ 的 取 f 干の

とき

ロ エ ン ヂ ン の 欣 ド阜の と き ヂ ー ゼ ル エ ン ヂ ン ・ガ メ リ ン エ ン ヂ /

手 内 政附 の と き

ロ 給 水 や-tJI 'ノ'1<1I :の ，i.!; っ た と き 耐 水 し た と き

0 1，符生 総 H.. の 欣附副主mの と き 陶 総や 令! - t - の 取 4干の と き

ロ 窓 枠や シ ヤ '1 ' 5 ' - .  .'1'，人 LI の 故 附の と き サ ッ シ ュ ・ ドア ー チ

エ ッ 7 . ブ ラ イ ン ド の 松戸立の と

。 ，タン 7 や ピ y ト . ( (>i じ則 的 十時} 除の と き 欽 似 タ ン 7 の針/ {，舟 し ゃ

ペ ン キ 喰 リ の と き

嶺 岸 工 作 所 へ 3

本 社 大 阪 市 旭 区 今 市 町 1 - 2  6  2  

T  E  L  951 ー 7 19 2 ・ 951 ー 087 Q(仮設 中)

出張所 大阪市北区堂島浜通 1 - 25 新大ビル C 階

T  E  L  36 卜 3225 ・341 一58 19・(夜間 ) 9引 - 0244

石 綿 セ メ ン 卜 の 最 高 水 準 を 行 く . グ
建 物内 外壁、 1k.9仕切、 天井 扉 、 電 気 室 、発 屯

所 、配 電 室 、製 鋼 、 ガ ラ ス 工 場 の 壁 、 製糖 、

アスベストJω ャ
製 油 製 薬 工 場 の 床 、 ス カ ー ト 墜 な ど に 最適 。

A sbes to B ar r i ev  ( 硬 質石 綿 板)

( 呈 カタログ )

d二コtge m a  

送 風 機

株式会社 谷 山 銭 工 所

@  
泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

阪 市北 区 同 心 町 1 の 11 包 括 ( 351) 3442・4078

• L  A  F11ヲ リ ミ ッ ト ロ ー ド送 j瓜 布民

・T A  F JIヲ ，，]" 変 式 判l 流 送 j瓜 機

・ S L 形 ス トリ ー ム ラ イ ン 送 j瓜機

営 業品 目 ・ C L  )医 セ ン トリ ー ラ イ ン 送風 機

・ フ。レート フ イ ン ・ヒ ー タ ー ・クーラ ー

本 社 工 場 / 大阪 市 城東 区野 江 東 之 町 二 寸 目 一 番 地

話 大 阪 (93 1) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 十七 号

言舌 東 京 (8 11)  3  4  3  5 ・3 4  4  0  

豊 かな経験と

最 新の技術・ ..  

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社

本社工場 大 阪 市凶淀川区ff日開T4  - 33  T  E  L  ( 471)  8  3  3  1  (¥点

支 庖 点 点 ( 771) 1171 ・名古1. -(1 ( 331)  6171 ・大 阪 は52) 4571  

営 業 所 償 浜 ・必 t:i ・点目15 ・神 戸 ・制 問 ・{也 全 問 主 要 目115市

77  



信用み 5技術ど伝統の

ア'X771LトZ 専 業 大J吉

78 

室主矢偏面白
大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 資 材 専 門 庖

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 相11戸 di ｾ ｉ 川 医 北 ｌ と狭 辿 Ｔ ー Ｑ (:5J 日11 ピル)

直辿屯 dl号 制l戸 ( 33) 0881- 3  

支 l吉 大阪 di ｾｴｲ ＩＨＺ 利 笠 ｉ ｬｉ ｔＵ Ｐ Ｈ ｍＺ ビ ル Ｕ Ｑ ［ 皆 ＵＰＲ 号室Ｉ

前 ｪ 泊 Ｇｾｌｌｉ Ｇｦ ｬ ｩ 大阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 相11戸di 日イト|ズ八 幡i凶1 - 5  ＨＱ Ａｬｾ［ｲ ｩ＠ @  2923 )  

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

舟 州- ma; 膏ト

マーフエク トな 冷 工 法 苧 ヲ q イ ト

奥山化工業株式舎社
東 京 都 中央 区 銀 座酋 8 - 3 電 鯖 (571) 2703- 4 ・ 2370 ・4064 ・0264

大 阪 出 張 所 大阪 市 郡 山 区 都 品 中 通 り 5 - 4 1d.結 (921) 2497 

名 古 座 出 液 所 名 古 鹿 市 南 区 若 草 町 3 3  電 飴 (811) 3660 

* 左 官 工 事 の ス ピ ー ド イ ヒ *

仕 上 が 自 在 。 日 本塁 に も 、 洋室 に も 、

Y  M ヌヲ叉ヲ' 一

息。
吉野后雪株式会結

本 社 東 京 都 千 イ ｴ ｬｬｬ 区 丸 ｊｉｾＳ 丁目 Ｒ 番地 Ｈ 新東京 ピ ル Ｖ 階 Ｉ 東 京 Ｈ ＲＱＶ Ｉ ＰＹＵ Ｑ Ｈ 大代表 Ｉ

大阪支 ｊ ｬｬｾ 大阪市北 区 堂島浜 ｩ 画 Ｑ の ＲＵ Ｈ 新大ビルＩ大阪 Ｈ ＳＴ Ｑ Ｉ ＲＵＵＶ Ｈ 代 Ｉ

• 

• 

• 

• 



空 調 設 備 の 頁

所

所

所

川

所

業

業

岐

川

川

悦

ー

川

J

V

リ
出

出

品

別

沢

介

総

山

礼

金

M

M

H

M

問

ノk 巡， i晴生 ・1唆冷房 ・其他管工事

1;量 J r 並1 i i 画工

一 ( 旧斎雌久孝 事 務 所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 市 安 町 l ' 1 番 地

1u，i;ri  大 阪 (443) 5  0  4  1  - 5 番

東京本社 東 京 初千代目区大手町 2 の 8 番 地 ( 日本ピ Jレ)

';'l! ，j舌 束 ボ (270) 7  4  1  1 番 ( 代 必)

札幌市市大￬ｬｉｩ凶ｾ rtd川崎J 且銀ピル '，' I!. ! ! ;札帆ゆ 5756

金 沢 市 川 IMI IIJ 2 訴-' i - 6- } } Ｇ ［Ｇ￬￮Ｚｩ［ｾ 金沢 笥 ＲＰＷ Ｔ
1;，¥ 11'  oI i  i目1 .  Ｎ ｾ ＼＠ "2 の l 沼 :ifi ｾ｜ｩｬ ｬ ｾ ｾＲ Ｔ Ｚ￭ Ｖ＠
品 位 o I i 2 酔 f 9  Ｇ ｾ￬￯＠ ;i Ii ;:¥i; ｈ ｾ 祈 Ｕ Ｑ ＹＵ
1M) 111 rli 大 0¥ 3  8  0 の 1 i'(!. !8  I品l山高 5486

社日

阪市東淀川区加島町 3 5 7

支社 向 上

支社 東 京 都 港 区 芝浜松町 2 ー 7 電話 ( 434) 6171 ( 大代)

庖 北 海 道 ・仙 台 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・ 福 岡

業 所 盛 岡 ・劃11 路

電 話 ( 302) 2 2 7 1 - 9  ( 代)

設 計 ・施 工

業工

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

給 排 水 - 衛 生 設 備

朝

株 式

会 社

暖 冷 房 ・ 換 気 ・空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・給 排 水 -衛 生

斎 藤 省 三 商 庖

唐 点 J;r ｾ＠ iiiI ) L ピ Jレ 6 階 6 7  6 区

司1 ，j，f; * 京 (201) 3  7  6  1  - 4  

阪市西区上位堀通大同 ピ ｊ レ ＶＱＶｾ［ ・
'.:{! ，jli 大 阪 (443) 3  3  6  1  - 6  

札 似 市 北 十 条 西 1 8 丁 目 3 6 番 地

1'1! ｾ Ｑｩ 札帆 ＨＶ Ｑ Ｉ 4  3  7  1  - 3  

名古屋市中区栄 3 - 5 - 2 9 千代間ピ J レ514刀

m ，j市 中 局 (261) 0  6  4  1  - 3  

名 古 屋 后

冷 暖 房 y  6 S サ γ シ

給排水、衛生ポ道 D. .  環 境 術 生 施 設

電 気 1 =、荷 役 運 搬 機 械

厨 房 - ，- ーー『守 化 学 鉱 山 機 械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取締役支府長 樋 口 勝 栄

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電話 大 阪 (202) 代品，3071

本 庖 東 京 日 比 谷 三f宮 ピ J レ

支庖 出強F庁名古屋、補問、札幌、広島、仙台、

2富山、金沢、静問、高松

庖

張 所

空 気 聞 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

株 式 会 社 三 晃 商 会

本 社 大 阪 市 北 区 富 田 町 1 6 電話 俗4) 代表7031

支 底 東 京 都 千 代 田 区 神 田 小 川町2丁目1 電話 (怨2) 代表7751

広島市紙屋 町 1 丁目 2 番 2 2 号 電 話 (47) 代表4535

福 岡 市 大 名 1 丁目 8 番 1 2 号 電 話 (76) 代表3795

名古屋市中村区広小路西通3丁 目9 電話( お1) 2  9 4 8  

富 山 市 楓 川 小 泉 町 2 8 6 電話 (31) 2  2  7  4  

金 沢 市 下 新 町 8 電話 (34) 4  0  8  9  

福 井 市 西 玄 永 町 2 丁目 1 1 3 電話 (22) 1  5  9  6  

松 江 市 東 本 町 4 丁 目 1 4 7 電話 (21) 5  0  9  8  

設 計 施 工

大 阪 城 口 研 究 所

出張所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

阪 市 北 区 高 J豆 町 一 ・泡話 大 阪371局7151 ( 代表)

都市東山区大和大路正面上ル屯話京者1156局4945 ( 代表 )

戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー ・ 包 括 神戸34局 5 8  9  2  

社

t 、

Zミ業 株 式工賀須

電 気 ・暖 冷 房 ・水 道 ・衛 生 設 備

設 計 施 工

衛 生 設 備

屯 話 441- 5171

底 - w: 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡支

営業 所 一 広 島

本

や

大

大

東

支

営

• 
Genera 

冷 暖 房

温 水 ボ

• 
中末

本

支

出

中1井〉

大

京• 
村!

• 
4持

z  

大

営本

出

創 業

大 正 二 年

后

盾

‘
w

ト

」

-
甲
山

-

Z

+

f

 

株

会

東

阪

幌

大

ヰL

1  El ect ri c (G ， E )  才土製

機 Fゾンナ' ) 1. - / ウェザートロ均その他各種冷暖房機

イラー i ，、イテンフPJ (i 19独 WE BS T O社技術提携)

西日本総販売元

岩 佐 物 産 株 式 会 社

大阪市北区老松町 3 - 56( illi 天渦 ビル) Ｑ Ｑｉ， ｾ ，ｲ ｩ＠ (364 ) 2238(代表)

東 京 都 中 央 区 1¥'.!山 μ 1 - J  0  "1I，J; fi (551)  1079 ・1617

名 古 屋 市 南 区 大 磯 i凶 2 - 7  "1I J; f; ( 821)  3  5  5  8  

八 幡 浜 市 大 瓜 田T 3  ｾ ｬｌ ｊ ｩｾ 八 幡 浜 Ｕ ＱＴ ・ Ｑ 4  

A

Q

一

A

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

栄 興 商

取締役社長 中 山 敏 正

社 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 2 - 1  

電 話 (451) 3  3  9  1  ( 代表)

東 京 ・ 仙 台

神 戸 ・広 島 ・高 知 ・千 葉 ・ 八 戸

式会社

生

気

7)< ，術

房 ・換

排

冷

給

暖

式

社

空 気 調 和

大 阪 市 西 区 上 位 綴 通 1 丁目 1 4  

会 社

取締役社長 菅 谷 三 郎

大阪市西区江 戸沼 1 - 6  0  屯，lfi (441)  8231 大代

東 京 ・ 名 古 屋 N，¥ W;I 

京 郎 ・# 戸 ・附 111 ・" . ，松・ 広 向 熊 本 ・繍 浜

札 幌 ・ 仙 台 新 潟 ・ 白 山 ・ 金 沢 ・悩 11

暖 房 株 式電 気大 阪

庖

庖

所
H

E

 

G

 

冷 房 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置

換 気 給 排 水 ・衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 田T 1 丁 目 5 7  

7官 祈 ( 351) ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 高1I 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

fO: ，11i (811 )  ( 代 表 ) 6  2  9  4  

支庖出張 所 名 古 屋 ・術 開 ・札 幌 ・ 仙 台 ・高 位 ・広 ω

キ土

社

大 阪 支 庄

ノ ぬ こ 「 自 (新朝日ピ Jレ5 階 )

'l1!:，f，f; 大阪 (203) 3  7  2  1  (代)

東京間中央区銑凶i 凶 6 T 自3 (朝日ピ J レ8 附)

名 古 屋 市 中 区 錦 2 丁 目 2 ノ 1 3  

札 帆 ・ 広 ぬ ・ 北 陸 ー 仙 台

空気調和装置・塗装設備

設 計 施 工

キオ

阪 市 北 区 中

建

社及東京支 1，!i

難 所

張 所

式

社

79 



温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房、 水 道 、 搬送 機 設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

:  ( 361)  5  1  7  7  ( 代)

大阪市北区; > i ! ; 8: 1町 3 0 1官 話 1(364) 0  9  :， :， ＨｻｾＩ＠

本 社 点 京 郎 千 代 w区九ノ内 3 - 2 (新 点ポピル )

1tl: ，!1; (211)  8  5  1  1  .  8  5  6  1  ( 代)

f山 t J rn ，*，斤 (E ＮｌＧｾ 開 ｊ 6  0  

屯 ぷ (21) 4  4  9  1  

名 古 1崎 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

i屯 ぷ ( 971) 3  6  2  1  

社

給 水 衛 生 空 気 調 和 設 備

設 計 施

A

S

A

 

工

式ネ来業工山平

空 調 設 備 ・ 電 気 設備 の頁

番 地

平

丁 目

( 443) 代 0 3 3 1  

2  

古

小山

2  

平

西 区 江 戸

( 441) 代 1 9 9 4  

堀

取締役社長

大 阪 市

屯 話 大 阪

仙 台 、 文 山

名古屋支 J.'"i

• 
冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・積 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

l暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

設 計 施 工

回
社

1官，!f; (443) I UA8161- 9  

'0' 1l，!f; (911)  3  9  4  1  

'，'Il，!，T; (541)  0  9  6  6  

ｾＢｴｬＮＡ ｦｩ＠ (34) げ78 ・4386

'0' 1l，!，'; (47)  7575 .  7588 

A

Q

冨式株

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 騒 l 丁目 6 2  

w娘所 * ボ仙北区上卜条 l 丁目 9 1i'i 22け

名古 111 rli 中村区牧野町 l の 6

ｾｉＧ ｉ＠ irlγ J: 1I 1区北長伏 illi 7f口 I のl

lよ 仏 市 袋 町 6 Ii'i 4  ;; 

業エ田山

品ｾ

-← 

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁 目 2 番 地

大 阪 市 北 区 総 回 8 番 地 ( 新 阪 急 ピ ル 8 階)

電 話 大 阪 (312) 4  5  2  1  ( 代表)

妻子lｦｩｾ＠高

本 社

大阪支庖

• 
温 湿 度 調 整 装 置 - 冷 暖 房 - 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

ス チ ー ル ・アルミ ーサ y シ - ドア - シ ャ y ター

設 計 - 製 作 ・ 施 工

鋼 機 株 式 会 社

大阪市京区高陀係 5 - 4  5  (興 銀 ピ J レ別館 )

泡 大 阪 代 (202) 7  7  4 5 1ft 

点 点 指1I 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 3

司1 J l l : 京代 (901) 3  1  9  1 得

点京伺i港 区 麻 布7判 r 1  5  5  ＨｾＵ 興 和ピ ｊ レ Ｉ
10; J l ミ京 (¥: ( 409)  0  1  5 1 1ft 

出 仙 台 連 絡 所 伝 1M]

理 研

大 阪 支 庖

本 社 ・工場

本 社 ー 分 室

<<i ，s; O.  空 気 概 附 、 各 種 冷 凍 機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 堂 ，1;-:; ｩｊｾ＠ ).迫 1 - 2  5  ( 新大ピル)

電 話 大 阪 (344) 1  5  1  2  ( 大代)

東 京 邸 中 央 区 日 本 楠 本 石 町 4 ー 2 (三 Jド第二別館)

東 京 ・名 古 屋 出 媛 所 九 州

崎 玉 県 北 足 立 郡 ・ 東 京 郎 足 立 区

社

底

場

本

支

工

温湿度調整・ 暖冷房 ・倹気給排水 ・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

事土 京間1 ｲｬ ￮ 南区凶九条ｾ川田 ｲ 2  0 昂: } 也の l

'11]:.11;  (68)  5101- 5  ・ 復 ＱＯｊ Ｑ ｾ Ｎ Ｇ ｬｉ ｬ Ｍ ｊ (69)  1045 

大阪市北区天満半島筋 1 - 3 7  ( Xi 純情北詰 )

'o'1.i:.! i; ( 352)  3501 - 3  

四日市市浜 [[1 i ! ! i 末広岡T で11M; 邸 7431- 3  

i-l! 市 栄 町 2 - 1  1  1  '11J;，!i，@ 3  6  1  0  

古名庖支

会 社(⑥ 

本

• 大 阪 営 難 所

v 電気設備

本

社

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大阪市北区主総 ｾｉｲ / 丁 Id 2  2  

γ江 川 大 阪 ( 362) 8  7  0  1  

Jl主 J;;: h] 1 港 区 亦 坂 1 丁 目 5 1ft 7  

'0' 11 ，J，r; (481)  8  6  2  1  (¥': iA 

名 古 屋 ・. f L 似 州 問

地 川 ・ 償 浜 ・浜 総 ・姫 路 ・1fJi 総

宇士

四日 市 営 業 所

津 営 業 所

。 暖 冷 房 空気調 和 理境衛生工事一切

、rIJI 設 言 | 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式

社 長 牛 田 正 郎

本 社 大 阪 市 北 区 万 . } . pl J  5  0  

大阪事業本附 1・11 ，!fi 大 (¥: . /A (312) 8  6  7  1  

東京事業本郡 東 京 行1I $Jr '((I 区 三 栄 ''' f 1  8  

1包 Ui 大{ に必 (353) 9  1  5  1  

名古1. ; 1市中村区 F 広 JI ，p'T 3  - 15  Ｈ 中点 ｾ ＧＴ￬ｾｬ ピ ｊ レＩ
1U  .1[; ( 581)  9  3  7  6  - 8  

京 j銭、 F 1湖 、 新 潟 、 金

会 社

Ｊｊｾ ｲ 文 字上

支 出

Ｚ［ｾＮ 業所

屋

部

部

本

業

古

難

事

名

事

各 4尺

• 電 気 工 事 設 計 施 工

給 -排水 ・衛生 ・消火 ・暖冷房設備

ネ土

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 九 屯 ぷ ・ 大 阪 (313) 代ぷ3456

点ht 支応 米 京 郎 中 央 区 凶 八 「 堀 二 丁 目 卜ー

'，. u: Mi (551)  8  3  3  0 ・ 8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 J i ・|刈 ILJ . 広 仏 ・北 九 州

A

Q

玄

市

式

西 村 正

株
と
一
刈

取締役社長

E輯

司，藤工

西原衛生工業所大阪信

株式

畜社

日 業 所

電 話大 阪 ⑩ 3531 番
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電 気 設 備 の 頁

中

設 計 ・施工

ふ
一

A

司'

電 気 工 事
電 気 工 事

言宣 言十

計 装 工 事

施 工

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 IIi 城東区 ｾｦ 江 Ｊ 之町 三 丁目 Ｍ ｬｩ

γ日 11R 大 阪 (931) ｻｾＱ＼＠ 7  3  4  1  - 5  

0 3 8 8 ・2 1 9 3  

大阪 ､ｩｨ ｬ＼Ｊ区 ｾｲＭ ｩ ｛ 点之町 三 Ｑ ＢＱ Ｑ ＭＭ -o' ll ，明大阪 (931)7ω 4

4T良 県 伽 桁 附l同通り 3 6 0 -，. ll ，:，r;伽1庁② 2ω7 - 4259 

資 材 倉 庫

奈良営業所

電 気 工 事 設 計 施 工

卒富士電業株式会社
社

工市

興

敏

阿
川
又事工

と
一
川電

一
一
一

式会社

J を

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541) 0564- 7 ・7148- 9  

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・ 福 岡
営業所
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地

l

号

)

地

ωム

川

雄

q

i
u
付

帥

A

R

M

盤

悠

鍵

番

l

嘗

U

詐

川

』

「

祝

御

報

作

・

7

i

わ

l
-
似

古

昨

比

例

僚

会

広

一

6

1

L

6

H

W

・

伽

動

櫛

削

担

d

:

T

日

1

川

町

名

持

品

自

各

一

勝

吉

阿

9

T

l

市

明

日

・

乞

ん

ト

υ

・

同

川

司

、

帽

し

-

a
e

ク句

設

継

i

d

定

春

2

F町

組

側

問

調

細

電

波

凶

t

H

E

E問

問

空

各

分

株

井

野

一一
一

U

3い

P

M

A

切

J

;

森

佐

川

4

相

+
間

的

1

お

「
タ

h

・

:

;

(

区

仰

区

制

広

阪

l

i

I

E

E

 

吉
田
，

長

役

怨

，

y
川

百

北

阪

里

大

沼

悠

銀

総

社

締

ハ

来

四聞

東

H

h

E

袋

…

ザ

ノ

市

一
盲
目

役

取

併

m

;古

悦

伽

ア

配

締

務

K

M

f

M
拍

阪

M
M

古

監

力

「

H

取

市

押

a

J

'

苅

御

動

ん

汀

ト

「

東

沼

京

電

大

沼

名

東

由

主

1

1

4

4

J

択

U

ラ

低

選
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京

本
社

本 社

東京支，，5

大 阪 支1占

出 張 所

工 I劫

社電 機 株 式

取締役社長 嘉 納 伝

大 阪 市 北 区 紛 笠 町 五 O ( 堂 ピ Jレ三階)

-m ，l.'i (364)  1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻孝ピ Jレ)

電 J舌 (542) 5  6  4  - 1  

名 古 屋 市 北 区 城 比 通 二 丁 目 二 O 番 地

司.t ｉ ｾ 古 ＨＹＹ Ｑ Ｉ 5  1  3  1  - 3  

戸 市 . ｦｪｊｾ 市・高槻市 ・ 姫路

A

Q

一

A

電 気 ・ 喧 冷 房 ・ 空 間 工 事 設 計 施工

宝

市
神ｾｬ 炉斤

A

S

A

 

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

取締役社長 山 本 永 造

社 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新編 5 - 3  4 - 6  相馬ピル5階

電 話 東 京 (434) 3848 - (431)  8435 

大阪南・北海道・名古屋 ・四 日 市 ー福 山 福 岡

本

東京営業所

庖

業 所

所張出

式

代 表 取 締 役 山 本 博 三

大 阪 市 北 区 中 之 ぬ 3 の 3 朝日ビルディング

T  E  L  ｊｾ＠ ぷ (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 凶 区 仁 l主 収 通 り 4 の 8

T  E  L  Ｈｾぷ Ｈ ＴＴＸ Ｉ 1  3  6  1  

京 郎 市 中 京 区 西 ノ 広 中 合 同I 2  0 の 1 1  

T E L 代 必 (81)  9  2  9  6  

社
〈
云

電気設備 ⑤ 設計施工

気 株電陽

社

業 所

業 所

式株
と
一
刈

号 居

宅，本

本

ネ土

取 締 役 社 長 栗 原 信 英

阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ピ ル 7 階)

話 大 阪 (313) 1  1  0  1  (大 代 )

社 東 京 ・ 名 古' 屋

張 所 鯨 鶴 ・広 仏 ・八 幡 ・福 岡 - ? 吉 山

中印取締役社長

4

1

 

A

ぷ

1
イ=

夫

大 阪 市 北 区 車li 笠岡T 5  0  ( 堂ピル 7 際)

'I' t 1 ぷ ⑮ 3 6  7  1  (代)

東京自1I 中 央 区 日 本 附 箱 崎 町 3 丁目 2 市: 地

従 ｉｾｉｾ ⑪ Ｑ 4  7  8  ( 代)

I11  山奇・相 模 h;1 ・上界 - fi l. IIJ 

底

業戸斤

社

大 阪 市 北 区 梅 ゲ 枝 問T 5  6 番 地

電 話 大 阪 代 表 ( 341) 8  1  3  1  - 7  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・京 都 ・草 津 ・静 岡 ・ 水 島

朝

会 社

A

Q

一

A
式株業工原栗

林代ぷi奴締役

ヰ土

庖

字上

気 工 業 株 式 会

今 村 騰

電 気工 事 ・ 計 装 工 事 ・ 設 計 施工

取締役社長

中 央 電

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高胞陥五「目 二八Iff l也 屯 .1吊大阪 (202) 0325- 9  1ft  

本 社 東 京 剖i 千 代 IJJ 区 凶 M' 111 1  r 目 8 Iff地

支 社札似・仙台 Ｉｌ ノ内 ・ 名古 ｉｾ ・ ｦ，Ｇ ，｜ 1品l

出媛所I i ! ! 川・j ' 1  iuJ - ｉ 品 ｈＱ ・的 ＱＺＧＩ 目 ｾｾ ［ 111 

• 
株

本

支

出

• ー

ー

ー

本

支

ｾ＠ 主主r  

出

本

• 支

営

• 
F  

本土
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. 内 念 車 内 ゴ ー レ ック ス 防 水

. 化 粧壁 材 ソ リ ジ ッ トスタイン吹付

・樹月旨砂壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

・ 樹 脂 蛭 石 エ パ テ ック ス 吹 付

鈎管繰瓦 b てム管

ベン手し一?ー・ミン'if; ーjレ

株 式 会 社

三 幸 商 曾

大阪市北区与力町一ノー0

屯話 大 阪 (358) 4  0  3  1  

⑩ 

• 
本社営業所 ・大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 包括 ( 702) 代7814- 6  

特約代理庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・金 沢 ・広 島 ・今 治 ・福 岡

エ レ ベ ー タ ・リフト・カ ー リフト

計 ・ 製 作

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神橋 筋 六( 天六 阪急 ビル ) ( 351) 4927代

大 阪営 業所 ( 351) 4927代 サ ー ビ ス 夢 難所 ( 328)  0336代

東 京 営 業所 ( 822) 099針t 工 場 ( 328) 0336代

⑪ 認 11J 淳 窯 業 高 志

• 窓掛、鍛帳、 R際、壁紙 室 内 装 飾 級車毛、舗床材一般

東洋リノリュームの東リ' 1 1 - ぺ. . ，ト発売元

社

A

Q

一

A
式株井亀

大阪市東区南久宝寺町四丁目 (心斎橋筋 )

電話 大 阪 ( 251) 1353 ( 代) - 6 ・9996

¢二: ]

耐 酸 'Y ボ 各 種 f Fl 1¥

天 窓 五 福 林 産 地 直 亮 #， j )l J

建築 ｰｾ 言及恋 、

吉田芳雄商庖

¥ 

旬

。

)

/  

株式

会 社

Board &Slate 
@ー

ＱＺｩＮｩＺｾ 可モ委託 ヨ里胆・・ 馬 司
}， I  "  :. ｾ＠ I  'P_ "，CO-o  .:1 ""l'r: 辛』与E

b : ."; /  宵古・01 �ｾｦ ， Ｑ＠
蹴 櫛f 民与2 l r. '_;1 

Standard 

• 
フ タ パ 曹 板

大阪市東住吉区桑ｾ ItlllT三丁目 1 0  1  係地 ＧｴＡＮｌ ＱＱｉ ｲ ｪ 大 Ｑｾ ｊＺ Ｈ Ｗ Ｑ Ｗ Ｉ ＴＵＶＱ Ｍ 2  

ｊｴ ｉｊ 王ミ ｊ 弓 ｊｾ ｪＮ Ｙ ル

スー ｊｴＭ ｊｴ Ｇｊｉν Ｇｊ ｊｾ 克明ル Ｈ ｓｐｍ Ｉ • 
ブゲス l二も/ 季初ごも

函すを・薬品 l二 も

大丈夫で‘ オ

. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

"弓ースーJt- 苅' J l νIJ J .Aヲル (C SPM)

. 新 時 代 に 7 ッ チ し た 各 租 のカ ラ ー 製 品 が あ り ま す

本 祉 工 場 尼 崎 市 大 物 北 口 電話 大阪(481)8085- 9

大 阪 支 底 尼崎市北新町4- 41(古川 ピル) 電話 大阪(柑1)8085- 9

E 車宣車量工場 埼玉県班市東 町 2- 20 - 4 電 信 藍(32) 31 15- 7  

宣車・出彊南 郡山・八幡・名古屋・川崎ー岩国・宇部・延岡 'I!l寅 三原・徳島 植山

. 責 任 施 工 ・ 型 録 送 呈

7I
I
J  I ! J ヲ帰京ヲル製港株式会柾鐸騒
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建 材 の 頁

• 

。〉

• 

N. G. C. 式

内外互業株式会結

本 社 大 阪 市 阿 陪 野 区 旭 町 一 ノ 五 一 電話 (641 )3434- 6

(631 )0810(夜間)

工場 大阪市東住吉区桑津町三ノ一六

近代建築の要求する

• 
米 特 許 11¥f 異式命、レらよ: J L

言宣 言十

製 ' 作

施 工

11¥俣シャ11，9- 工業株式会社大阪支庖

大 阪 支J苫 大 阪 市 北 区 若 松 !l IJ 30 市 間 大 阪 ( 364) 9004 ・9016 .  4825 

本 社工 場 東 京 郎北 区 田 端阿 1138 Ｍｭｾ舌 東 京 Ｈ ＸＹＳ Ｉ 5  2  1  1  - 5  

盟関

• 

サ ッ シ ー ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

ス チ ー ル

ア ル ミ

瞳醐 /  シ ャ ッ タ ー

韓 三 高 式 オ ベ レ ー タ ー ・ ド ア ー ハ ン ガ 一

極 歯 臨 盟

句

-
s
~

『

M

圃

U

R
圃

凶

-

T

-

J

~

一M

F

琴22 三 高 製 作 所

本 社・ 工 場 尼 崎 市 神 崎 五 反 田 2 8 0 番 地

電 話 大 阪 ( 401) 6158 ・6159 ・7939 ・9463 ( 491)  
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• 

本 社 工 場 大 阪 市 西 淀川区 御 幣 島 東 2 ノ 5 電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

第 二 工 場 大 阪 市 西 淀川 区 御 幣島西 3 ノ 99 電 話 大 阪 ( 471) 0  4  2  6  

，e'e ，sas ，e a s e m，asemasseasse ，， a ma s s e m，s s e a g ma s e a a mu s e s a s e ma ma u  

• • • 
• 
m 

a  

• 
m 

a  

m 

• • • 
• 
a  

• 
'‘ • • 
• • 
• 
• 
• 
• 
• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

- 革命的な軽量 ・小型化に成功. グ

トレイ式S型冷却搭

亡コ Cコ

84 

空調用容量 ＷＵ ｾ ＲＰＰｒｔＮ

弊 社 は 豊 富 な 経 験 と 提 携 先 ? ー レ イ 社 の 技 術 を も

と に 、 業 界 の 要 望 に 答 え て よ り 軽 〈 、 コ ン パ ク ト

な 空 調 用 冷 却 塔 の 開 発 に 成 功 し ま し た。 た ち ま ち

数十台の受注あり爆発的人気を呼んで居ります。

. 軽 量 、 コ ン パ ク ト で 高 性 能

・ 所 要 馬 力 、 騒 音 が 少 い

. 耐 食 性 、 難 燃 性

ガ ラ ス 強 化 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 ( F R  P ) 製

. 据付面積が小、

多 セ ル の 場 合 、 接 合 設 置 が で き る

・保 守 点 検 が 簡 単

注問フアウド玩言問|

本 社 ・ 工 場 神 戸 市 葺 合 区 脇 浜 町 l 丁 目 T E L 神戸( 大代表)(23) 4  1  5  1  

東京支社東京都中央区八重洲4丁目 3番( 住友生命八. 洲ビル) T  E  L 東京( 代表 )( 272) 1511 

営 業 所 大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 北 九 州 ・ 札 幌

• 
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• 

• 

• 

• 

@  

.  .・

⑨ お 部 屋 の ム ー ド は 壁 材 の 美 し い 調和 で ・・・・ ・・・

建 設 省 建 築 研 究 所 試 験 合 格 品

(  .  H i 繊 維 11;t:' . 村 ) - チェリーコート - マ マ ウ オ ー ル - ほたるかベ

- い す 3・"  カ、' "
・ノ、。

ビ ロ ン .  "，i、〈 よ か ベ • i青 流

F  
• 

- 欝 香

- 金 蘭

- カ セ ロ ン ウ オ ー ル - パ ー マ エ ー ス - あ あ lナ - 錦 上 壁 K
(_ : 附 繊 維 伊 村)

- ス- / ，ー ウ オ ー ル .  !掲
ヨ吾

一 コ コ - 蛍 光 壁 - 龍 鳳τzヨE

一 一

- セ ン カ ウ オ ー ル
(  H i 繊 制l UI 村 ) - 明 光 壁 - 日 本 壁 - 金 龍

- あ け ほ“ の - 錦 上 壁 - 日召 手口 壁 - す ず ら ん ( 特 殊 1: 兵)

- 新 興 壁 - 大 阪 壁 - 新 日 本 壁 - 桃 山 - 大 手口 壁

Ｈ ｉ［Ｉｪ 火繊斜 Ｑｭ 材とし てご 使 ｊｉｊ の 仰 は上司 ｾ Ｇ ｦ￮ 品に ｹ ンケン ｼ切火高 ｉｊ を ｍ 入 の こと Ｉ

. シ ン ケ ン 防 火斉IJ ・ ｼ幼 ｾｍ 斉 ｉｊ エパコン . 1射出荷IJ オ ー ト ン ・ 化 'γ: 約j ス ー パ ー ン ン ケ ン 約J ( 全間有 名 建 材mに有)

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

石膏壁は

大 阪 市 内 区 間 ツ t，!f， T  E  L  ( 538)  2951代 ( 541) 5757代

引業 ｉ ｾ 斤 点広大ｼ仮 ・ 明石 ・ 広山 ・ 稲岡

5 5 5 プ ラ ス タ ー c (セメントモルタル下地用 )

5 5 5 プ ラ ス タ ー p (ペイント下地用・金銭仕上 )

5 5 5 プ ラ ス タ ー S P (発泡軽量コンクリート下地用 )

5 5 5混 合 プ ラ ス タ ー (上 塗 周 ・ 自

. 建 築 用 ・ 美 術 工 芸 用 ・ 各 種 焼 石 膏 ・

サンエス石膏株式会社

本 社 工 場 ・姫 路 市 神 屋 町 4 一 7 7  

T E L  姫路 (22) 3  8  3  7  (代表)

東京営業所 ・東京都新宿区東大久保 1 丁目 3 3 1 番地

T E L (351)  0 3 9 6 ・(351) 6  9  6  2  

中部営業所 ・瀬戸工場 ・瀬 戸 市 首 場 町 1 1  3  

T E L  瀬戸 ( 82) 9  1  8  5  - 6  

大阪営業所 ・大阪市西区江戸堀 1 - 24( 三興ビル 2 階)

T  E  L  (441) 0  0  9  4 ・ 5 3  7  5  

福岡営業所 ・福 岡 市 七 隅 2 8  2  - 3  

T  E  L  (  82)  9  4  1  9  

色}
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合同特許建材工業k k … … … … 82

内外工業k k …… … … … H ・H ・...83

k k 日本セメン 卜

防水剤製造所… … … . ..・H ・- 表3

西日本アスファ J レ卜

事業協同組合・・.. .... .............12

三星ベソレ卜k k . . . ……・・…… -表2

k ki油11旨化工社…・ …・・…・・…表3

高イ品 k k川岸窯業商庖 ・…・…・… 82

k k吉田芳雄商庖 ... … ……・・… 82

霊視差オリエンタノレメタノレ製造k k … 82 

金 属 k k三幸商会 ……………ぃ・… .82

内外建材k k …………・ ・……… 83

左 官 サ ン エ ス 石n k k …… … … … 85 

k k新興建材工業所 …・・……… 85

吉野石f J' k k … … … - ・… … … 78 

建 具 小俣 シャッター工業k k … … … 83
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案書 亀井k k ・・ 82 
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k k三晃商会 … 一… … …・・・・… 79
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liiJJ 陽屯気k k … ー… … ・… … … 81

• 

来光fG気工事k k … … … … … … 81

巾本屯気k k .... ・…… ...R1 

富士屯業k k …・… 一… ・・… 81

• 
森 )1' 屯業k k …・ H ・H ・..... .........81

k kヤマ 卜電気商会 - …・・・… ...81

建 段 k k竹中工務庖 ………・ ・一作品瓦
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日本建築協会優麗謹明 セ メ ン 卜 増 強 防 水 制

- )7t - qイトB雪

株式会社日本セメント防水剤製造所

• 型{ 上

級

録:，1}

本 社

連 絡 所

出 奴 戸 斤

ウ才ータイト式防水

コニ司王 1-1: 11'  ，苫

大阪市東区船越町 Ｒ ｾ Ｍ 3  1  ( 船越ピノレ) 電 話 ( 941) <. 626 ・ 2628

宝 塚 市 町 台 上 向 池 氾 話 宝 塚 ( 36) 2153 

包 括 東 京 ( 431) 8648・名 古 屋 ( 321) 1331 ・仙 台 @0 7 2 1 . 札 幌@ l l n

位 指 大 三 工 業 高 松 ( 2) 0016 安 藤 エ 司 区 福 岡 ( 28) 5  2  0  7  

J ! 2 永建材広島 ( 61 ) 6  3  7  1  

贈

呈

新 発
=ま=

:JL.! 

ヱア ーモル タル・ コンク リート 用起泡剤

• 
ニ2

3トンネル・シ 一川 の 裏 込 め に

ビル鉄骨被覆・間仕切・軽量床に…

工 ス コ ー トは 、 強 力 な る 分 散 性 と 多 量 の気 泡

( 空気量 40 :t 10 %) を均 一 に 連 行 す る た め

超 貧 配 合 の グ ラ ウ トで も 材 料 分 離 せ ず 、 流 動

性 に 優 れ 、 安 定 した 状 態 で圧 1

株 式 会 社 3由 周 箇 ( I : : J こ 客 企 : 阪 営 業; z z z μ :; :::; ;;: ;ょ;;22

- 基 礎 施 工 の 悪 僚 件 を 克 服 す る

議 置 式 自 信 三 踊 杭

• 
特 許 . 第 2 3 3 7 4 4 号

特 許 . 第 2 5 0 1 0 8 号

実 用 新 案 . 第 2 5 - 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案 . 第 3 7 - 3 6 1 0 6 号

株式会社 誌 智 工 務 所

本 社 大 阪 市 東 区 高麗 橋 2 - 2  O( 高 麗 新 ピル)

T E L 大 阪 (202) 3233( 代) ・ 7501 (代〉

名 古 屋 営業 所 名 古 屋 市中村 区 船 入 町 1 - 12(服 部 ピ ル )

T E L 名 古 屋 ( 582) 3  0  3  6  ( 代〉

大 阪 工 場 大 阪 市 住 吉 区 北 加 賀 屋 町 5 - 2  7  

T E L 大 阪 (672) 3  2  2  3 ・ 3 2  2  4  

名 古 屋 工 場 愛 知 県 海 部 郡 弥 怠 町 佐 古 木

T E L 弥 富 ( 7 ) 1 1 9 1 ・ 1 1 9 2  

• 

2 日 本 建 鉄 の

P S型レテW ードサッシ

ァIL言 サ叱ぞJ1で式会社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 - 8 T E L 東 京 ( 270) 6511( 大 代 )

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 梅 田 町 4 7  ( 新阪神ピル) T E L 大 阪 ( 361) 6758 ( 代)
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建築と社会
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昭
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二

十

四

年

三

月

十

九

日

第

三

種

郵

便

物

認

可

空 気 の調合ならおまかせ下部、

す ぐ れ た 主 な 特 長

全 密 閉 式 圧 縮 機 に よ る ず ば

ぬ け た 冷 房 力 。 感 度 の よ い

室 内 の 環 境 を 左右 す る 大 き

y主要素に、 充 満 し て い る 空

気 の 問 題 力、 あ り ま す 。 温 度

こ れ ら

-

昭

和

四

十

二

年

四

月

二

十

日

印

則

昭

和

四

十

二

年

四

月

廿

五

日

発

行

ロ 士、J へ、

フ-c:. :E

自 重力温 度 言周直行著書の働 きでイ建

康 冷 房 を 、 お 約束 で き ま す

ボ タ ン を?甲 す だけで、

自 重力i草草王カ 汁 ま じ ま リ ま す 。

湿 度 、 新 鮮 な 空 気 、

を 理 想 の 状態 に 保 つ た め に

言宣言十され た のカルマッケ ー ジ 形

エ ア ー コ ン デ ィ シ ョ ナ ー で す

水 冷 式 / R p - 5 0  6 / R  P - 7  5  6 / R  P - 1 0  0 6  

ど ん な こ 希 望 に も お 応 え で き る 理 想 的 な 空 気調 和 装 置

(

毎

月

廿

五

日

発

行

)

-・・圃

。田町恥ケージ彫

-.. 

一一一一一一一一一一一一一一一
章一一一一一一一一一一

匹ｾ

日立製作所大阪商品常業所 T E し(06)313- 1401 (大代表)

ご

入

会

の

お

申

も

2

・

・

・

・

・

・
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建

築
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社

会

」
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社

団

法
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日

本
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会
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四
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・
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口
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替

口

座

大

阪

=

一

九

九

七

五

番

特 長 女

1  m
2

当り 1 0 Okg  /  h も 蒸 気 を 発 生

50% も 多 く 蒸 気 が 出 る の で 、 数 多

く の ボ イ ラ が 不 要

3 T パ ー ナ の 組 合 せ て ¥ 燃 焼 負 荷

20% か ら 100% ま で 、 何 れ の 負 荷 で

も 、 ボ イ ラ 効 率 は 、 い つ で も 87%

以 上

ウ ー タ ー パ ッ ク で す か ら 、 ボ イ ラ

背 面 か ら の 熱 の 放 散 や 後 部 鏡 板 の

過 熱 は な い 。 従 っ て 断 熱 材 の 脱 落

もなく 、 補 修 費 も 節 約 で き る

可k

1  .  

2 .  

3.  

4.  

音B

一
ニ

O

O

円

〈新開発〉

平 川 鉄 工 所
本 社 ・工 場 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 北 1 の 11 T  E  L  ( 458)  8681( 代)

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 九 州| ・ 滋 賀 工 場

5  t / h  

10 t / h  

株式会社

。主主料共)


